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2022年の年句

「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」。詩編 34:10

この出版物は販売を目的としたものではありません。世界的な聖書教育活動の一環として提供されており，その活動は自発的な寄付によって支えられています。寄付をしたいと思われる方はdonate.jw.orgをご覧ください。

聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。







表紙の絵

大患難の際，マゴグのゴグの軍は私たちの家を襲撃してくるかもしれない。でも，イエスと天使たちがそのことを見逃すことなく私たちを守ってくれるので，私たちは恐れる必要がない。（研究記事1の13節を参照。）





^ （詩 34:10） 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。
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研究記事1

「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」


2022年の年句: 「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」。詩編 34:10

4番の歌 「エホバは私の牧者」

何を学ぶか*



[image: ダビデと部下たちが，洞窟の中でパンを食べたり水を飲んだりしている。]

ダビデは大変な状況の中でも，「良いものに不足し」ていないと感じていた。（1-3節を参照。）*








 1. ダビデはどんな大変な状況を経験しましたか。

ダビデは身の危険を感じて逃げていました。イスラエルの強力な王であるサウルから命を狙われていたのです。ダビデは食べる物が必要になった時，ノブという町へ行き，祭司アヒメレクにパンを5つだけ求めました。（サム一 21:1，3）その後，ダビデと部下たちは洞窟に逃れました。（サム一 22:1）どうしてこのような状況になったのでしょうか。

 2. サウルはどんな危険なことを行っていましたか。（サムエル第一 23:16，17）

2 サウルはダビデのことを非常にねたんでいました。ダビデが人々からの人気を集め，戦いでも多くの勝利を収めていたからです。サウルは，不従順になったために自分がエホバから退けられ，イスラエルの王権がダビデに与えられることを知っていました。（サムエル第一 23:16，17を読む。）それでも，王であるサウルには，大きな軍隊や大勢の支持者たちがいました。それで，ダビデは命を守るために逃げなければなりませんでした。サウルは，エホバがダビデに王権を与えるのを阻止できる，と本気で思っていたのでしょうか。（イザ 55:11）そのことについて聖書には何も書かれていませんが，次のことは確かです。サウルは神に逆らうことによって，非常に危険なことを行っていた，ということです。神と戦って勝てる人など，一人もいないのです。

 3. ダビデは大変な状況の中でも，どう感じていましたか。

3 ダビデは，野心に燃える人ではありませんでした。王になりたいと自分から言ったのではなく，エホバからその立場に任命されたのです。（サム一 16:1，12，13）サウルはダビデのことを憎み，生かしておけない敵と見なすようになりました。でもダビデは，自分が危険な目に遭っていることで，エホバを悪く言ったりはしませんでした。食べ物が少ないことや洞窟に隠れなければならないことについて，文句を言うこともありませんでした。それどころか，この洞窟に隠れている時に，美しい詩編 34編を作ったと思われます。そこには，この記事の主題聖句である次の言葉が含まれています。「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」。（詩 34:10）

 4. これからどんな点を考えますか。こうした点を考えるのが大切なのはなぜですか。

4 現代のエホバの証人も，食べる物や生活必需品などが足りなくて困るということがあります。* 最近のパンデミックの状況下では，こうした経験をしている兄弟姉妹が増えています。また，「大患難」が近づくにつれて，私たちは一層難しい時期を経験することになります。（マタ 24:21）こうしたことを思いに留めつつ，次の4つの点を考えましょう。ダビデはどういう意味で「良いものに不足しない」と言ったのでしょうか。私たちが今あるもので満足すべきなのはなぜですか。エホバが私たちを必ず助けてくださると信じられるのはなぜですか。将来に備えて，今どんなことができるでしょうか。






「私は何も不足しない」


5-6. 詩編 23編1-6節からすると，ダビデはどういう意味で，神に仕える人は「良いものに不足しない」と言っていましたか。

5 ダビデはどんな意味で，エホバに仕える人は「良いものに不足しない」と言ったのでしょうか。詩編 23編にある似た表現について考えると，ヒントが得られます。（詩編 23:1-6を読む。）詩編 23編の最初で，ダビデはこう言っています。「エホバは私の牧者。私は何も不足しない」。そして続く部分でダビデは，エホバを牧者と見ることによって経験してきた，たくさんの素晴らしい祝福について述べています。これは私たちにとっても重要な点です。例えば，エホバはダビデを「正しい道に導いて」いました。そして，順調な時にもそうでない時にも，ダビデを支え続けました。ダビデは，エホバの「青々とした牧草地」にいるとしても，何かしらの問題を経験する，ということを理解していました。時には落胆し，「深い陰が覆う谷」を歩んでいるような気持ちになることもありましたし，敵からの反対に直面することもありました。それでも，ダビデはエホバを牧者と見ていたので，「何も悪いものを恐れ」ませんでした。

6 ここから，ダビデがどういう意味で，「良いものに不足しない」と言っていたかが分かります。ダビデはエホバとの絆を保つのに必要なものを全て持っていました。ダビデの幸せは，お金や物に依存してはいませんでした。ダビデはエホバから与えられているもので満足していました。ダビデにとって一番大事だったのは，エホバからの祝福や保護だったのです。

 7. ルカ 21章20-24節によると，1世紀のユダヤに住んでいたクリスチャンはどんな難しい状況を経験しましたか。

7 ダビデの言葉から，お金や物に対してふさわしい見方をすることの大切さを学べます。私たちは持っている物を活用することができますが，それを生活の中心にしてはいけません。1世紀のユダヤに住んでいたクリスチャンも，この点を理解することになりました。（ルカ 21:20-24を読む。）イエスは，エルサレムが「陣営を張った軍隊に囲まれる」時が来ると警告していました。その時，クリスチャンは「山に逃げ始め」る必要がありました。逃げるなら命を守ることができましたが，これには大きな犠牲が伴いました。以前の「ものみの塔」誌にはこう述べられています。「彼らは……畑と家を後にし，家から持ち物を取り出すことさえしませんでした。エホバが保護してくださり，支えてくださると確信し，大切に思える他のどんなものよりもエホバの崇拝を優先したのです」。

 8. 1世紀のユダヤに住んでいたクリスチャンに起きたことから，どんな大切な点を学べますか。

8 1世紀のユダヤに住んでいたクリスチャンに起きたことから，どんな大切な点を学べますか。先ほどの「ものみの塔」誌にはこうあります。「前途には，わたしたちが物質上のものをどう見るかについて試みがあるかもしれません。物質上のものが最も重要なのでしょうか，それとも神の側にいるすべての人に施される救いのほうが重要でしょうか。そうです，逃げる際，わたしたちは何かの困難や欠乏を経験するかもしれません。ユダヤから……逃げた，1世紀の仲間たちの場合と同様，わたしたちも，何であれ求められる事柄を行なう心構えができていなければならないでしょう」。*

 9. パウロがヘブライ人のクリスチャンに与えたアドバイスから，どんな励みを得られますか。

9 これらのクリスチャンにとって，持ち物をほぼ全て後にし，新しい場所での生活を始めるのは，どれほど大変だったことでしょう。生きていくのに必要なものに関してエホバに頼るには信仰が必要でした。それでも，助けが全くなかったわけではありません。エルサレムがローマ軍に囲まれる5年前，パウロはヘブライ人のクリスチャンに対して，次のような貴重なアドバイスを与えました。「お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。『私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない』。それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。『エホバは私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう』」。（ヘブ 13:5，6）ローマ軍が攻めてくる前に，パウロのこのアドバイスを真剣に受け止めた人たちは，逃げた先での簡素な生活に順応しやすかったことでしょう。生きていくのに必要な物をエホバが必ず与えてくださると確信できました。私たちもパウロのアドバイスを心に留めるなら，エホバが必ず世話してくださるという確信を持つことができます。






「それで満足します」


10. パウロの「秘訣」とは何ですか。

10 パウロは，同じようなアドバイスをテモテにも与えました。それは私たちにも当てはまるものです。パウロはこう述べました。「ですから，食物と衣服があれば，[私たちは]それで満足します」。（テモ一 6:8）これはつまり，おいしい料理を食べたり，立派な家に住んだり，時々新しい服を買ったりしてはいけない，ということでしょうか。そうではありません。パウロは今持っているもので満足すべきであると言っていたのです。（フィリ 4:12）これがパウロの「秘訣」でした。私たちにとって，最も貴重なのは神との絆です。お金や物ではありません。（ハバ 3:17，18）



[image: 1. 1人の若い男性が，他のイスラエル人と一緒にエジプトを脱出している。2. 数年後，その男性が妻と一緒に荒野でマナを集めている。エジプトを脱出した時と同じ服を着ている。3. 年を取ったその男性が，天幕の状態を確かめている。まだ同じ服を着ている。]

イスラエル人は荒野で過ごした40年間，「何にも不足しなかった」。私たちは，今持っているもので満足できるだろうか。（11節を参照。）*





11. モーセがイスラエル人に対して語った言葉から，満足することについてどんなことを学べますか。

11 私たちがどんなものを必要としているかについての考え方は，エホバと私たちで違っているかもしれません。荒野で40年過ごした後，モーセはイスラエル人に対して次のように言いました。「エホバ神はあなたがした全てのことを祝福し，あなたがこの広大な荒野を歩いてきたことをよく知っている。この40年間，エホバ神はあなたと共におり，あなたは何にも不足しなかった」。（申 2:7）40年の間，エホバはイスラエル人に食べ物としてマナを与えました。服も擦り切れなかったので，イスラエル人はエジプトを出た時に着ていた服をずっと使うことができました。（申 8:3，4）中には，エホバから与えられている物は十分ではない，と考えた人もいたかもしれません。それでも，モーセはイスラエル人に対して，必要な物は全て与えられていることを思い起こさせました。私たちも満足し，エホバが与えてくださる基本的な物をエホバからの祝福と見て感謝するなら，エホバは喜んでくださいます。






エホバが必ず助けてくださると信じる


12. ダビデが自分ではなくエホバに頼っていたことは，どんなことから分かりますか。

12 ダビデは，エホバが忠実な方で，ご自分を愛する人たちを深く気遣ってくださる，ということを理解していました。詩編 34編を作った時，ダビデは命が危険な状態でした。それでも，信仰の目で「エホバの天使」が自分の「周りにとどま」っているのを見ました。（詩 34:7）ダビデは，エホバの天使を，陣営で敵を見張っている兵士に例えていたのかもしれません。ダビデは強力な戦士で，エホバから王権を与えると約束されていました。それでも，石投げ器や剣を使う自分の能力に頼ることはしませんでした。（サム一 16:13; 24:12）神に頼り，エホバの天使が「神を畏れる人たち……を助け出す」ことを信じていました。もちろん，私たちは奇跡によって守られることを期待してはいません。それでも，神に頼るなら，どんなつらいことを経験するとしてもいつか必ず救い出される，ということを理解しています。



[image: 武装した警察官たちがエホバの証人の家に踏み込もうとしているのを，イエスと天使たちが見ている。]

大患難の際，マゴグのゴグの軍は私たちの家を襲撃してくるかもしれない。でも，イエスと天使たちがそのことを見逃すことなく私たちを守ってくれるので，私たちは恐れる必要がない。（13節を参照。）





13. マゴグのゴグの攻撃に対して私たちが無防備に見えるのはなぜですか。それでも恐れる必要がないのはなぜですか。（表紙の絵を参照。）

13 近い将来，私たちは，エホバが守ってくださるということをどれほど信じているかを試されることになります。マゴグのゴグ，つまり諸国家の連合体がエホバに仕える人たちを攻める時，私たちは命の危険を感じるかもしれません。その時，私たちは，エホバが私たちを救い出すことができ，そうしたいと思っているということを確信している必要があります。諸国家は，私たちのことを無防備な羊のように考え，勝つのは簡単だと思うことでしょう。（エゼ 38:10-12）私たちは武器を持っておらず，戦いの訓練を受けているわけでもないからです。でも，私たちは信仰の目で，天使の大軍が周りにとどまり，助けようとしてくれていることを見ています。諸国家はこの様子を見ることができません。信仰がないからです。それで，天の軍勢が私たちを助けに来る時，諸国家は非常に驚くことになるでしょう。（啓 19:11，14，15）






将来に備える


14. 将来に備えて，今どんなことができますか。

14 将来に備えて，今どんなことができるでしょうか。お金や物に対してふさわしい見方を持つことが必要です。そうしたものは，いずれ手放さなければならなくなるからです。また，今あるもので満足し，エホバとの絆を持っていることを喜ぶことも大切です。エホバについて知れば知るほど，マゴグのゴグの攻撃からエホバが守ってくださるという確信を強めることができるでしょう。

15. ダビデはどんな経験をしていたので，エホバが必ず助けてくださると確信できましたか。

15 ダビデが試練に備える上で，ほかにもどんなことが助けになったか考えてみましょう。その点は，私たちにも役立つものです。ダビデはこう言いました。「エホバが善い神であることを味わい知れ。神のもとに避難する人は幸せだ」。（詩 34:8）この言葉から，エホバが必ず助けてくださるとダビデが確信していたのはなぜかが分かります。ダビデはエホバにいつも頼っていました。そして，エホバはそのたびにダビデを助けました。例えば，ダビデは若い頃，フィリスティア人の恐ろしい巨人ゴリアテと対決した時，「今日，エホバはあなたを私の手に渡[す]」と言いました。（サム一 17:46）後にサウル王に仕えていた時には，サウルから何度も命を狙われました。それでも，「エホバはダビデと共にい」て助けました。（サム一 18:12）ダビデは，それまでエホバが何度も助けてくださったことを経験していたので，今ぶつかっている問題についてもエホバが必ず助けてくださると確信していたのです。

16. エホバが善い神であることを「味わい知」るために，どんなことができますか。

16 今，導きを求めてエホバに頼れば頼るほど，将来エホバが必ず助けてくださるという確信を強めることができます。雇い主に大会のための休暇を願い出たり，集会に欠かさず出席し，奉仕にもっと出るために，仕事の時間を調整してほしいと頼んだりするには，信仰や決意が必要です。もしかすると，雇い主に願いを受け入れてもらえず，首になってしまうかもしれません。そうなるとしても，エホバが私たちを見捨てることなく，生きていくのに必要な物を与えてくださる，ということに信仰を置くでしょうか。（ヘブ 13:5）大勢の全時間奉仕者が，一番必要な時にエホバが助けてくれたということを経験しています。エホバは忠実な方なのです。

17. 2022年の年句は何ですか。それがふさわしいのはなぜですか。

17 エホバが共にいてくださるのですから，将来を恐れる必要はありません。私たちが王国を第一にするなら，エホバは必ず助けを与えてくださいます。私たちは，将来の難しい時期に備えて今できることを行い，エホバに見捨てられることは決してないという確信を持つ必要があります。私たちがこのことを思い起こせるよう，統治体は2022年の年句として，詩編 34編10節の次の言葉を選びました。「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」。







どのように答えますか


	  どういう意味で，私たちは「良いものに不足しない」と言えますか。



	  パウロの「秘訣」とは何ですか。



	  将来に備えて，今どんなことができますか。









38番の歌 神はあなたを強い人にしてくださる

^ 5節 2022年の年句は，「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」というものです。これは，詩編 34編10節から取られています。エホバに忠実に仕える人たちの多くは，お金や物をたくさん持っているわけではありません。それでも，「良いものに不足しない」と言えるのはなぜでしょうか。この節の意味を理解することは，間もなくやって来る難しい時期に備える上で，どのように役立つでしょうか。


^ 4節 「ものみの塔」2014年9月15日号の「読者からの質問」を参照。


^ 8節 「ものみの塔」1999年5月1日号19ページを参照。




^ 54節 写真や挿絵: サウル王から逃げて洞窟に隠れていた時も，ダビデはエホバから与えられるものに感謝していた。


^ 56節 写真や挿絵: エホバは，エジプトを脱出したイスラエル人に，食べ物としてマナを与え，服が擦り切れないようにした。






^ （詩 34:10） 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。



^ 1節 （サム一 21:1） ダビデはノブにいる祭司アヒメレクの所に行った。アヒメレクはダビデを恐れつつ迎え，言った。「どうしてお独りなのですか。お供はいないのですか」。



^ 1節 （サム一 21:3） 今もしパンが5つありましたら，頂けませんか。あるいは何でもある物で構いません」。



^ 1節 （サム一 22:1） ダビデはそこから出ていって，アドラムの洞窟に逃れた。彼の兄弟たちと父の家族全体がそのことを聞き，彼の所にやって来た。



^ （サム一 23:16， 17） サウルの子ヨナタンはホレシャのダビデの所に出掛けていき，エホバへの信頼を強めるよう助けた*。 17 ヨナタンは言った。「恐れることはありません。私の父サウルがあなたを見つけることはありません。あなたはイスラエルの王になり，私はあなたの次の地位に就きます。父サウルもそうなることを知っているのです」。

直訳，「エホバに関して彼の手を強くした」。


^ 2節 （サム一 23:16， 17） サウルの子ヨナタンはホレシャのダビデの所に出掛けていき，エホバへの信頼を強めるよう助けた*。 17 ヨナタンは言った。「恐れることはありません。私の父サウルがあなたを見つけることはありません。あなたはイスラエルの王になり，私はあなたの次の地位に就きます。父サウルもそうなることを知っているのです」。

直訳，「エホバに関して彼の手を強くした」。


^ 2節 （イザ 55:11） 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^ 3節 （サム一 16:1） エホバはやがてサムエルに言った。「あなたはいつまでサウルのことで嘆き悲しむのか。私は彼をイスラエルの王位から退けたのである。角*に油を満たし，行きなさい。あなたをベツレヘムの人エッサイの所に遣わす。私は，彼の息子の中から私のために王を選んだからだ」。

用語集参照。


^ 3節 （サム一 16:12， 13） それでエッサイはその子を連れてこさせた。その子は血色が良く，美しい目をしていて，姿がりりしかった。エホバは言った。「この人だ。立ち上がって，油を注ぎなさい！」 13 サムエルは油が入った角を取り，兄たちの前で彼に油を注いだ。その日からダビデはエホバの聖なる力を受けるようになった。その後サムエルは立ってラマに向かった。



^ 3節 （詩 34:0-22） ダビデによる。アビメレクの前で気が狂ったふりをし，追い出されて去った時。 34 私はいつもエホバを賛美する。 賛美の言葉は絶えず私の口にある。  2 私はエホバを誇りとする。 温厚な人は聞いて，喜ぶ。  3 私と共にエホバをあがめよ。 共に神の名をたたえよう。  4 私が尋ねると，エホバは答えてくださった。 全ての恐れから助け出してくださった。  5 神に目を向ける人の顔は喜びに輝いた。 彼らが恥をかくことはない。  6 立場が低いこの私が呼ぶと，エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から救ってくださった。  7 エホバの天使は神を畏れる人たちの周りにとどまり*， 彼らを助け出す。  8 エホバが善い神であることを味わい知れ。 神のもとに避難する人は幸せだ。  9 エホバを畏れよ，神の聖なる人たち。 神を畏れる人は何も不足しない。 10 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。 11 私の子たち，来て，聞きなさい。 エホバへの畏れを教えよう。 12 生きることを喜んでいる人は誰か。 良い日々を長く送りたい人は。 13 それならば，悪を語ってはならない。 欺きを語ってはならない*。 14 悪から離れて善を行え。 平和を願い，追い求めよ。 15 エホバは正しい人に目を留め， 助けを求める彼らの叫びに耳を傾ける。 16 しかし，エホバは悪を行う人に厳しい顔を向ける。 彼らについての記憶を全て地上から消し去るために。 17 正しい人が叫ぶと，エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から助け出してくださった。 18 エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。 19 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。 20 神はその人の骨を全て守る。 1本も折られることはなかった。 21 災難によって悪人は死に至る。 正しい人を憎む者は有罪とされる。 22 エホバはご自分に仕える人の命を救う*。 神のもとに避難する人は誰も有罪とされない。

または，「陣取り」。
または，「舌を悪から，唇を欺きを語ることから守れ」。
または，「落胆した」。
または，「災難」。
直訳，「買い戻す」。


^ 3節 （詩 34:10） 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。



^ 4節 （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^ （詩 23:1-6） エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。  2 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。  4 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。  5 私の敵の前で，あなたは食卓を整えてくださる。 頭に油を塗って*くださる。 私の杯は満たされる。  6 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。
または，「慰められる」。
または，「私をもてなして」。


^ 5節 （詩 23:0-6） ダビデの歌。 23 エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。  2 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。  4 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。  5 私の敵の前で，あなたは食卓を整えてくださる。 頭に油を塗って*くださる。 私の杯は満たされる。  6 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。
または，「慰められる」。
または，「私をもてなして」。


^ 5節 （詩 23:1-6） エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。  2 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。  4 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。  5 私の敵の前で，あなたは食卓を整えてくださる。 頭に油を塗って*くださる。 私の杯は満たされる。  6 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。
または，「慰められる」。
または，「私をもてなして」。


^ 5節 （詩 23:0-6） ダビデの歌。 23 エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。  2 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。  4 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。  5 私の敵の前で，あなたは食卓を整えてくださる。 頭に油を塗って*くださる。 私の杯は満たされる。  6 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。
または，「慰められる」。
または，「私をもてなして」。


^ （ルカ 21:20-24） エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。

直訳，「地上」。


^ 7節 （ルカ 21:20-24） エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。

直訳，「地上」。


^ 9節 （ヘブ 13:5， 6） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。 6 それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^ 10節 （テモ一 6:8） ですから，食物*と衣服*があれば，それで満足します。

または，「命を支える物」。
または，「住まい」。直訳，「覆い」。


^ 10節 （フィリ 4:12） 貧しい生活も，豊かな生活も知っています。満たされているときも飢えているときも，物がたくさんあるときも少ししかないときも，常にあらゆる状況でやっていく秘訣を学びました。



^ 10節 （ハバ 3:17， 18） イチジクの木に花が付かず， ブドウの木に実がならなくても， オリーブが不作に終わり， 畑*が食物を生み出さなくても， 囲いから羊が消え， 小屋から牛がいなくなっても， 18 私はエホバのことで歓喜します。 私の救いの神のことで喜びにあふれます。

または，「段丘」。


^ 11節 （申 2:7） エホバ神はあなたがした全てのことを祝福し，あなたがこの広大な荒野を歩いてきたことをよく知っている。この40年間，エホバ神はあなたと共におり，あなたは何にも不足しなかった」』。



^ 11節 （申 8:3， 4） 神はあなたを謙遜にならせ，空腹にならせて，あなたもあなたの父たちも知らなかったマナを食べさせました。それは，人がパンだけで生きるのではなく，エホバの口から出る全ての言葉によって生きる，ということをあなたに知らせるためでした。 4 この40年，あなたが着ていた服は擦り切れず，足も腫れませんでした。



^ 12節 （詩 34:1-22） 私はいつもエホバを賛美する。 賛美の言葉は絶えず私の口にある。  2 私はエホバを誇りとする。 温厚な人は聞いて，喜ぶ。  3 私と共にエホバをあがめよ。 共に神の名をたたえよう。  4 私が尋ねると，エホバは答えてくださった。 全ての恐れから助け出してくださった。  5 神に目を向ける人の顔は喜びに輝いた。 彼らが恥をかくことはない。  6 立場が低いこの私が呼ぶと，エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から救ってくださった。  7 エホバの天使は神を畏れる人たちの周りにとどまり*， 彼らを助け出す。  8 エホバが善い神であることを味わい知れ。 神のもとに避難する人は幸せだ。  9 エホバを畏れよ，神の聖なる人たち。 神を畏れる人は何も不足しない。 10 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。 11 私の子たち，来て，聞きなさい。 エホバへの畏れを教えよう。 12 生きることを喜んでいる人は誰か。 良い日々を長く送りたい人は。 13 それならば，悪を語ってはならない。 欺きを語ってはならない*。 14 悪から離れて善を行え。 平和を願い，追い求めよ。 15 エホバは正しい人に目を留め， 助けを求める彼らの叫びに耳を傾ける。 16 しかし，エホバは悪を行う人に厳しい顔を向ける。 彼らについての記憶を全て地上から消し去るために。 17 正しい人が叫ぶと，エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から助け出してくださった。 18 エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。 19 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。 20 神はその人の骨を全て守る。 1本も折られることはなかった。 21 災難によって悪人は死に至る。 正しい人を憎む者は有罪とされる。 22 エホバはご自分に仕える人の命を救う*。 神のもとに避難する人は誰も有罪とされない。

または，「陣取り」。
または，「舌を悪から，唇を欺きを語ることから守れ」。
または，「落胆した」。
または，「災難」。
直訳，「買い戻す」。


^ 12節 （詩 34:7） エホバの天使は神を畏れる人たちの周りにとどまり*， 彼らを助け出す。

または，「陣取り」。


^ 12節 （サム一 16:13） サムエルは油が入った角を取り，兄たちの前で彼に油を注いだ。その日からダビデはエホバの聖なる力を受けるようになった。その後サムエルは立ってラマに向かった。



^ 12節 （サム一 24:12） エホバが私とあなたを裁いてくださいますように。あなたへの復讐はエホバがしてくださいますように。私の手があなたに向かうことはありません。



^ 13節 （エゼ 38:10-12） 主権者である主エホバはこう言う。『その日，あなたの心にさまざまな考えが入り，あなたは邪悪な計画を立てる。 11 そしてこう言う。「私は，無防備な居住地*ばかりの土地に攻め込む。騒ぎもなく安らかに暮らしている人々を攻める。彼らは皆，城壁やかんぬきや門に守られていない居住地に住んでいる」。 12 あなたは多くの戦利品や略奪品を手に入れようとし，かつて廃虚だったものの人が住むようになった場所と，国々から再び集められた人々を攻撃する。その人々は財産を蓄えており，世界の中心に住んでいる。

または，「囲いのない田舎の村」。


^ 13節 （啓 19:11） 私が見ていると，天が開かれ，白い馬が現れた。それに乗っている者は，忠実で真実な方と呼ばれ，正しく裁き，正義のために戦う。



^ 13節 （啓 19:14， 15） 天の軍勢が，白くて清い上等の亜麻布の衣服を着て，白い馬に乗り，この方の後に従っていた。 15 この方の口からは長くて鋭い剣が突き出ており，それによって国々を討つ。また，この方は鉄のつえをもって人々を処罰し*，全能の神の激しい怒りの搾り場でブドウを踏む。

または，「治め」。


^ 15節 （詩 34:8） エホバが善い神であることを味わい知れ。 神のもとに避難する人は幸せだ。



^ 15節 （サム一 17:46） 今日，エホバはあなたを私の手に渡し，私はあなたを討ち，あなたの首をはねる。私は今日，フィリスティア人の陣営の死体を鳥や野獣の餌にする。地上の人々は皆，イスラエルに神がいるのを知ることになる。



^ 15節 （サム一 18:12） エホバはダビデと共にいたが，サウルからは離れていたので，サウルはダビデを恐れた。



^ 16節 （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^ 17節 （詩 34:10） 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。



^ （詩 34:10） 力がある若いライオンも，飢えに苦しむことがある。 しかしエホバに導きを求める人は，良いものに不足しない。








研究記事2

イエスの弟から学ぶ


「神と主イエス･キリストの奴隷であるヤコブ」。ヤコブ 1:1

88番の歌 あなたの道を教えてください

何を学ぶか*




 1. ヤコブはどんな家庭で育ちましたか。

イエスの弟のヤコブは，エホバへの崇拝を大切にする家庭で育ちました。* 父親のヨセフと母親のマリアは，エホバを深く愛していて，できる限りのことをしてエホバに仕えていました。それだけではありません。ヤコブの兄は，後に約束のメシアになりました。ヤコブは本当に恵まれた家庭で育ったのです。



[image: ヨセフがイエスに大工仕事を教えているのを，幼いヤコブが見ている。]

ヤコブは兄のイエスと一緒に育ったので，イエスのことをよく知ることができた。（2節を参照。）





 2. ヤコブには兄のイエスを尊敬できるどんな理由がありましたか。

2 ヤコブには兄のイエスを尊敬できる理由がたくさんありました。（マタ 13:55）例えば，イエスは聖書のことをよく知っていました。それで12歳の時，エルサレムで，高い教育を受けた長老たちをとても驚かせました。（ルカ 2:46，47）また，ヤコブがイエスと一緒に大工仕事をしていたとすれば，ヤコブはイエスのことをよく知ることができたでしょう。ネイサン･H･ノア兄弟も，よくこう言っていました。「誰かと一緒に働くと，その人のことをよく知ることができるものです」。* ヤコブは，「イエス[が]引き続き成長し，ますます賢くなり，神と人から好意を受けていった」様子を目にしたはずです。（ルカ 2:52）こう聞くと，ヤコブは真っ先にイエスの弟子になっただろう，と思うかもしれません。でも，そうはなりませんでした。

 3. イエスが宣教を始めた時，ヤコブはどのように反応しましたか。

3 イエスが地上で宣教を行っていた間に，ヤコブがイエスの弟子になることはありませんでした。（ヨハ 7:3-5）イエスの親族は，「[イエス]は頭がおかしくなってしまった」と考えました。ヤコブもそう思った1人だったかもしれません。（マル 3:21）また，イエスが杭に掛けられて死んだ時，ヤコブが母親のマリアと一緒にそこにいたという証拠はありません。（ヨハ 19:25-27）

 4. この記事ではどんな点を考えますか。

4 後にヤコブは，イエスに信仰を持ち，クリスチャン会衆で信頼される兄弟になりました。この記事では，ヤコブから学べる2つの点を考えます。（1）謙遜さを保つべきなのはなぜですか。（2）どうすれば上手に教えられるようになりますか。






ヤコブのように謙遜さを保つ




[image: 大工仕事をしているヤコブが，復活したイエスから話し掛けられている。]

ヤコブは，イエスが自分の前に現れた時，謙遜さを示し，イエスがメシアであることを認めた。そして，その後はキリストの弟子として忠実に仕えた。（5-7節を参照。）





 5. 復活したイエスと会った後，ヤコブはどうしましたか。

5 ヤコブはいつイエスの弟子になったのでしょうか。イエスは復活した後，「ヤコブの前に，それから全ての使徒たちの前に現れました」。（コリ一 15:7）イエスと会ったことは，ヤコブにとって転機となりました。エルサレムの階上の部屋で，使徒たちが聖なる力を与えられるのを待っていた時，ヤコブもそこにいました。（使徒 1:13，14）後には，1世紀の統治体の成員として喜んで奉仕しました。（使徒 15:6，13-22。ガラ 2:9）西暦62年までに，聖なる力に導かれて，天に行くよう選ばれた人たちに宛てた手紙を書きました。この手紙は現代の私たちにも助けとなります。天に行く希望を持つ人たちと，地上で生きる希望を持つ人たちの両方に役立つのです。（ヤコ 1:1）1世紀の歴史家ヨセフスによると，ヤコブはユダヤ人の大祭司アナニアス（アンナスの息子）の命令で処刑されました。ヤコブは，地上での歩みを終えるまでエホバへの忠実を保ちました。

 6. ヤコブは，当時の宗教指導者たちとどのように違っていましたか。

6 ヤコブは謙遜だった。なぜそう言えるでしょうか。イエスに対するヤコブの反応と，宗教指導者たちの反応の違いを考えてみましょう。ヤコブは，イエスが神の子であるというはっきりとした証拠を知った時，それを謙遜に受け入れました。しかし，エルサレムの祭司長たちはヤコブとは対照的でした。例えば，彼らはイエスがラザロを復活させたことを否定できませんでしたが，イエスがエホバから遣わされたことを認めるどころか，イエスとラザロを殺そうとしました。（ヨハ 11:53; 12:9-11）また，イエスが復活した時には，そのことを人々から隠そうとしました。（マタ 28:11-15）祭司長たちは謙遜ではなかったので，メシアを退けました。

 7. 誇りを退ける必要があるのはなぜですか。

7 学べること: 誇りを退け，エホバからの教えを喜んで受け入れる。病気によって心臓の血管が固くなると，心臓の機能が低下してしまうことがあります。同じように，誇りによって心が固くなると，エホバからの導きを受け入れにくくなります。パリサイ派の人たちは，心が固くなっていたので，神の聖なる力によって示されたはっきりとした証拠を信じることができませんでした。（ヨハ 12:37-40）これは非常に危険なことでした。永遠の命が懸かっていたからです。（マタ 23:13，33）私たちにとって，聖書や聖なる力が自分の人格や考え方や判断に良い影響を及ぼすようにするのは大切なことです。（ヤコ 3:17）ヤコブは謙遜だったので，エホバからの教えを喜んで受け入れました。そして，これから考える通り，ヤコブは謙遜だったからこそ，人を上手に教えることができるようになりました。






ヤコブのように上手に教える


 8. どうすれば上手に教えることができるようになりますか。

8 ヤコブは特別な教育を受けていたわけではありませんでした。当時の宗教指導者たちはヤコブのことを，ペテロやヨハネのような「教育のない普通の人」と見ていたでしょう。（使徒 4:13）しかし，ヤコブは上手に人を教えることができるようになりました。「ヤコブの手紙」を読むと，そのことが分かります。私たちもヤコブと同じように，特別な教育を受けたわけではないかもしれません。それでも，エホバの聖なる力と組織の訓練によって，上手に教えることができるようになります。では，教える面でのヤコブの手本と，そこから学べることについて考えていきましょう。

 9. ヤコブの教え方はどのようなものでしたか。

9 ヤコブは難しい言葉を使ったり，複雑な説明をしたりはしなかった。それで，ヤコブからの手紙を読んだ人は，何をどのように行ったらよいかを理解することができました。1つの例を考えてみましょう。ヤコブはクリスチャンに対して，不公正な目に遭った時，腹を立てるのではなく，喜んで忍耐するべきことをどのように教えたでしょうか。ヤコブはこう書きました。「私たちは，忍耐した人は幸せであると考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバのおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバは優しい愛情にあふれ，憐れみ深い方なのです」。（ヤコ 5:11）ヤコブは聖書に基づいて教えました。ヨブのようにエホバに忠実を示す人たちをエホバが必ず祝福する，ということを理解できるよう助けたのです。ヤコブは簡単な言葉や説明で大切な点を教えました。そのようにして，人々の注意を自分ではなくエホバに向けました。

10. どんな点でヤコブの教え方に倣えますか。

10 学べること: シンプルに説明し，聖書から教える。私たちが目指すべきなのは，私たちがどれほど多くの知識を持っているかを示すことではありません。エホバがどれほど多くの知識を持っていて，どれほど人間を気遣っているかに人々の注意を向けることです。（ロマ 11:33）私たちが聖書に基づいて話すなら，この目標を達成することができます。例えば，聖書を学んでいる人に対して，「私ならこうする」と説明することはしません。そうではなく，学んでいる人が聖書中の例を調べ，エホバの考えや気持ちを理解するよう助けることができます。このようにするなら，学んでいる人は，私たちではなくエホバに喜んでいただきたいという気持ちに動かされて行動するようになるでしょう。

11. ヤコブの時代のクリスチャンの中には，どんな問題と闘っている人がいましたか。ヤコブはそうした人たちにどんなアドバイスを与えましたか。（ヤコブ 5:13-15）

11 ヤコブは現実的な見方をしていた。「ヤコブの手紙」からすると，ヤコブは仲間の兄弟たちがいろいろな問題と闘っていることに気付いていました。それで，そうした問題をどのように乗り越えることができるかをはっきり教えました。兄弟たちはどんな問題と闘っていたのでしょうか。例えば，アドバイスをなかなか当てはめることができない人がいました。（ヤコ 1:22）また，裕福な人をえこひいきする人たちがいました。（ヤコ 2:1-3）人を傷つけるような言葉を言ってしまう人もいました。（ヤコ 3:8-10）こうしたことは，どれも小さな問題ではありませんでしたが，ヤコブは兄弟たちを見限ったりするのではなく，親切で率直なアドバイスを与えました。そして，こうした問題と闘っている人たちに対して，長老たちに助けてもらうよう勧めました。（ヤコブ 5:13-15を読む。）

12. 聖書を学んでいる人を助ける際，どうすれば前向きな態度を保つことができますか。

12 学べること: 現実的な見方をし，前向きな態度を保つ。私たちと聖書を学んでいる人は，多くの場合，学んだことを実践するのに難しさを感じます。（ヤコ 4:1-4）良くない習慣を捨て，キリストのような人格を身に着けるには時間がかかるかもしれません。それでも，ヤコブに倣って改善できる点を勇気を持って伝える必要があります。前向きな見方を保つ必要もあります。エホバが謙遜な人を引き寄せ，そうした人に生き方を変えるための力を与えてくださることを信じる必要があるのです。（ヤコ 4:10）

13. ヤコブ 3章2節によると，ヤコブはどんなことを認めていましたか。

13 ヤコブは自分に対して正しい見方を保った。ヤコブは，自分がイエスの弟であり，特別な責任を委ねられているからといって，兄弟姉妹よりも自分が優れているとは考えませんでした。そうではなく，仲間のクリスチャンのことを「私の愛する兄弟たち」と呼びました。（ヤコ 1:16，19; 2:5）またヤコブは，自分は間違いをしないと思わせることもしませんでした。自分のことを含めて，「私たちは皆，何度も過ちを犯します」と述べました。（ヤコブ 3:2を読む。）

14. 自分も間違いをすることを率直に認める必要があるのはなぜですか。

14 学べること: 誰もが間違いをするということを忘れない。私たちは，聖書を学んでいる人よりも自分の方が上であると考えてはいけません。なぜでしょうか。私たちは間違いをしないと思わせてしまうなら，学んでいる人は，神の基準に従って生きるなんて自分には無理だ，と思ってしまうかもしれません。でも実際には，私たちにとっても，聖書の教えに従うのが難しいことがあり，エホバの助けによってそうした問題を乗り越えることができています。こうしたことを率直に認め，学んでいる人に話すなら，学んでいる人は，自分もエホバに仕えることができると思えるようになるでしょう。



[image: 1. ヤコブが手紙を書きながら，ランプの炎を見ている。2. 1世紀のある会衆の人たちが，ヤコブからの手紙が読まれるのを聞いている。ランプが部屋を明るく照らしている。]

ヤコブの例えはシンプルで分かりやすく，心を動かすものだった。（15-16節を参照。）*





15. ヤコブの例えについてどんなことが言えますか。（ヤコブ 3:2-6，10-12）

15 ヤコブは人々の心を動かす例えを使った。ヤコブは，聖なる力の助けを受けていただけでなく，兄イエスの例えからも教え方について多くのことを学んだでしょう。ヤコブが手紙の中で使っている例えはシンプルなもので，どう当てはめたらよいかが分かりやすいものでした。（ヤコブ 3:2-6，10-12を読む。）

16. 例えを上手に使うことが大切なのはなぜですか。

16 学べること: 上手に例えを使う。ぴったりの例えを使うなら，学んでいる人は，耳で聞くだけでなく心の中に思い描くことができます。そして，聖書の大切な教えをしっかり覚えることができます。ヤコブは，例えを上手に使ったイエスの手本に倣いました。では，ヤコブの例えを調べ，それがなぜ良いものだったのかを考えましょう。

17. ヤコブ 1章22-25節にある例えが良いものであると言えるのはなぜですか。

17 ヤコブ 1:22-25を読む。ヤコブが使った鏡の例えは，幾つもの面で良いものでした。ヤコブが教えたい点ははっきりしていました。それは，聖書を自分に役立てるには，読むだけでなく行動する必要があるということです。また，ヤコブが使った鏡を見ている人の例えは，人々にとって理解しやすいものでした。ポイントは何でしょうか。鏡を見て直すべき所に気付いても何もしないなら，それは愚かなことです。同じように，聖書を読んで人格を変えなければならないことに気付いても何もしないなら，それは愚かなことです。

18. 例えを使う時には，どんな3つの点を意識する必要がありますか。

18 例えを使う時には，ヤコブに倣って次の3つの点を意識しましょう。（1）要点とぴったり合った例えを使う。（2）聞く人が理解しやすい例えにする。（3）どのように当てはめたらよいかがはっきり分かるようにする。良い例えを思い付かない場合には，「ものみの塔出版物索引」を調べてみてください。「例え」の見出しの中に，使えそうな例えを幾つも見つけることができるでしょう。とはいえ，例えはマイクに似ているということを忘れてはいけません。マイクを使うと声が大きくなるのと同じように，例えを使うとその部分が強調されます。ですから，例えは本当に大事なポイントでだけ使うようにしましょう。もちろん，私たちがもっと上手に教えられるようになりたいと思う一番の理由は，人々の注意を自分に向けることではなく，エホバの家族に加わるようできるだけ多くの人を助けることです。

19. 仲間を愛していることをどのように示せますか。

19 私たちにはイエスのような完全なお兄さんはいません。それでも，素晴らしいことに，信仰で結ばれた大きな家族の中でエホバに仕えることができています。私たちは，仲間と一緒に楽しい時間を過ごしたり，仲間から学んだり，共に宣教を熱心に行ったりすることによって，仲間への愛を示すことができます。ぜひこれからも，態度や行いや教え方の面で，ヤコブの手本に倣うようにしましょう。そうするなら，エホバをたたえることができ，愛情深い天のお父さんエホバと親しくなるよう，誠実な人を助けることができます。







どのように答えますか


	  謙遜さを保つ必要があるのはなぜですか。



	  複雑な説明をするのではなくシンプルに教えることが大切なのはなぜですか。



	  例えを上手に使うことが大切なのはなぜですか。









114番の歌 辛抱強さを示しましょう

^ 5節 ヤコブは，神の子である完全な人イエスと同じ家庭で育ち，当時のほとんどの人よりもイエスのことをよく知っていました。そして後に，1世紀のクリスチャン会衆の柱となりました。私たちは，イエスの弟ヤコブの生き方や教えからどんなことを学べるでしょうか。


^ 1節 この記事では，ヤコブのことをイエスの弟と呼びます。ヤコブは厳密に言うとイエスの異父兄弟で，後に「ヤコブの手紙」を書きました。


^ 2節 ネイサン･H･ノア兄弟は統治体の成員で，1977年に地上での歩みを終えました。




^ 61節 写真や挿絵: ヤコブは，言葉で人を傷つけてしまうことの危険を説明するために，小さな火を例えに使った。それは，聞いている人たちにとって分かりやすい例えだった。






^ （ヤコ 1:1） 神と主イエス･キリストの奴隷であるヤコブから，各地に散っている12部族へ。 あいさつを送ります。



^ 2節 （マタ 13:55） この人は大工の息子ではないか。母親はマリアといい，弟はヤコブ，ヨセフ，シモン，ユダではないか。



^ 2節 （ルカ 2:46， 47） やっと3日後に，イエスが神殿で教師たちの真ん中に座り，話を聞いたり質問をしたりしているのが見つかった。 47 イエスが話すのを聞いていた人は皆，その子の理解力と答えにとても驚いていた。



^ 2節 （ルカ 2:52） イエスは引き続き成長し，ますます賢くなり，神と人から好意を受けていった。



^ 3節 （ヨハ 7:3-5） それでイエスの弟たちが言った。「ここを去ってユダヤに入りなさい。そこにいる弟子たちも，あなたが行っていることを見るためです。 4 公に知られることを求めながら，物事をひそかに行う人はいません。行っていることを人々*に見せなさい」。 5 イエスの弟たちはイエスに信仰を抱いていなかった。

直訳，「世」。


^ 3節 （マル 3:21） イエスの親族はそのことを聞き，イエスを捕まえに行った。「彼は頭がおかしくなってしまった」と言っていた。



^ 3節 （ヨハ 19:25-27） ところで，イエスの苦しみの杭のそばには，イエスの母親と母親の姉妹，クロパの妻マリアとマリア･マグダレネが立っていた。 26 イエスは，自分の母親と，愛する弟子がそばに立っているのを見て，母親に言った。「見なさい*，あなたの子です！」 27 次に，その弟子に言った。「見なさい，あなたの母親です！」 その時から，その弟子はイエスの母親を自宅に引き取った。

直訳，「女性よ，見なさい」。


^ 5節 （コリ一 15:7） その後，キリストはヤコブの前に，それから全ての使徒たちの前に現れました。



^ 5節 （使徒 1:13， 14） 使徒たちは到着すると，滞在していた階上の部屋に上がった。ペテロ，ヨハネとヤコブとアンデレ，フィリポとトマス，バルトロマイとマタイ，アルパヨの子ヤコブと熱心な人シモン，ヤコブの子ユダである。 14 皆，思いを一つにしてひたすら祈り続けた。何人かの女性，イエスの母親マリア，イエスの弟たちも一緒だった。



^ 5節 （使徒 15:6） そこで使徒や長老たちは，この件について調べるために集まった。



^ 5節 （使徒 15:13-22） 2人が話し終えてから，ヤコブが言った。「皆さん，兄弟たち，聞いてください。 14 シメオンは，神が初めて異国の人々に注意を向けて，その中からご自分の名のための民を取り出した次第を十分に話してくれました。 15 預言者の言葉はこのことと一致しています。こう書いてあります。 16 『これらのことの後，私は戻って，倒れたダビデの天幕*を再び起こす。その廃虚を建て直して元に戻す。 17 残っている人たちが，全ての国の人々，私の名で呼ばれる人々と共に，心からエホバ*に仕えるためである。私エホバ*がそう言っている。私がこれらのことを行っており， 18 昔からそう決めていた』。 19 ですから，私の決定*は，神を崇拝するようになる異国の人々を煩わさず， 20 偶像によって汚された物と性的不道徳*と絞め殺された*動物と血を避けるよう書き送ることです。 21 モーセの書は安息日ごとに会堂で朗読されていて，それを教える人が昔からどの町にもいます」。 22 そこで，使徒や長老たちは会衆全体と共に，自分たちの中から選んだ人たちをパウロとバルナバと一緒にアンティオキアに遣わすことに決めた。バルサバと呼ばれるユダとシラスであり，兄弟たちの中で大きな責任を担っている人たちだった。

または，「仮小屋」，「家」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「意見」。
ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
または，「殺して血を抜いていない」。


^ 5節 （ガラ 2:9） また彼らは，私に示された惜しみない親切についても知りました。それで，柱と見なされていたヤコブとケファ*とヨハネが，私とバルナバと握手を交わし*，こうして私たちは異国の人々の所へ，彼らは割礼を受けた人たちの所へ行くことになりました。

ペテロとも呼ばれる。
または，「共に働くしるしとして右手を差し出し」。


^ 5節 （ヤコ 1:1） 神と主イエス･キリストの奴隷であるヤコブから，各地に散っている12部族へ。 あいさつを送ります。



^ 6節 （ヨハ 11:53） その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。



^ 6節 （ヨハ 12:9-11） その間に，大勢のユダヤ人が，イエスがそこにいることを知ってやって来た。イエスだけではなく，生き返らされたラザロも見るためだった。 10 祭司長たちはラザロも殺そうと相談した。 11 ラザロのために，多くのユダヤ人がベタニヤへ行き，イエスに信仰を持つようになったからである。



^ 6節 （マタ 28:11-15） 女性たちが向かっている間に，警備隊の何人かが町に入り，起きたこと全てを祭司長たちに報告した。 12 祭司長たちは，長老たちと集まって協議した後，かなりの枚数の銀を兵士たちに与えて， 13 こう言った。「『夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ』と言え。 14 もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明する*から，心配しなくてよい」。 15 兵士たちは銀を受け取り，指示された通りにした。それで，この話が今日までユダヤ人の間に広まっている。

または，「説得する」。


^ 7節 （ヨハ 12:37-40） イエスが人々の前で非常に多くの奇跡を行ってきたのに，人々はイエスに信仰を持たず， 38 預言者イザヤのこの言葉が実現した。「エホバ，私たちから聞いた事に誰が信仰を持ったでしょうか。エホバの力は誰に示されたでしょうか」。 39 イザヤは，彼らが信じることができなかった理由について，こうも言っている。 40 「私は彼らの目を見えなくし，彼らの心を固くさせた。彼らが目で見ず，心で理解せず，生き方を変えず，私が彼らを癒やすことのないためである」。



^ 7節 （マタ 23:13） 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 人の前で天の王国を閉ざすからです。自分自身が入らず，入ろうとする人をも入らせません。



^ 7節 （マタ 23:33） 蛇よ，毒蛇のような者たちよ，あなた方はどうしてゲヘナの処罰を逃れられるでしょうか。



^ 7節 （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。



^ 8節 （使徒 4:13） 支配者と長老たちは，ペテロとヨハネの大胆な*話し方を見た時，2人が教育のない*普通の人であることを知って，非常に驚いた。そして，2人がイエスと一緒にいたことに気付くようになった。

または，「率直な」。
または，「無学な」。ラビの学校で教育を受けていないということ。読み書きができないということではない。


^ 9節 （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 10節 （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^ （ヤコ 5:13-15） 皆さんの中に，苦しみに耐えている人がいますか。その人は祈り続けてください。晴れやかな気持ちの人がいますか。その人は賛美の歌を歌ってください。 14 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。 15 信仰の祈りは病気の人*を良くし，エホバ*がその人を起き上がらせてくださいます。また，その人が罪を犯したのであれば，許されます。

用語集参照。
付録A5参照。
もしかすると，「疲れている人」。
付録A5参照。


^ 11節 （ヤコ 1:22） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。



^ 11節 （ヤコ 2:1-3） 私の兄弟たち，皆さんは栄光に輝く主イエス･キリストに信仰を持っているはずなのに，えこひいきをしているのですか。 2 例えば，上等な服を着て金の指輪を幾つもはめた人と，汚れた服を着た貧しい人が，皆さんの集まりに来たとします。 3 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。

または，「足台のそば」。


^ 11節 （ヤコ 3:8-10） しかし，舌を従わせることは誰にもできません。舌は手に負えない有害なもので，死をもたらす毒で満ちています。 9 私たちは舌で，父エホバ*を賛美する一方，「神に似せて」造られた人間の不幸を願います。 10 良い*言葉と悪い*言葉が，同じ口から出てくるのです。 私の兄弟たち，こうしたことがあってはなりません。

付録A5参照。
または，「祝福を願う」。
または，「不幸を願う」。


^ 11節 （ヤコ 5:13-15） 皆さんの中に，苦しみに耐えている人がいますか。その人は祈り続けてください。晴れやかな気持ちの人がいますか。その人は賛美の歌を歌ってください。 14 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。 15 信仰の祈りは病気の人*を良くし，エホバ*がその人を起き上がらせてくださいます。また，その人が罪を犯したのであれば，許されます。

用語集参照。
付録A5参照。
もしかすると，「疲れている人」。
付録A5参照。


^ 12節 （ヤコ 4:1-4） 皆さんの間の衝突や対立の原因は何ですか。一人一人の内*で争い続ける罪深い欲望ではありませんか。 2 皆さんは欲しがりますが，持っていません。憎しみを募らせ*，欲を膨らませますが，得られません。引き続き対立し，衝突します。皆さんが持っていないのは，求めないからです。 3 求めるとしても与えられません。罪深い欲望を満たそうと，間違った目的で求めているからです。 4 不忠実な人たち*，世との交友は神との敵対であることを知らないのですか。世の友になろうとする人は，神の敵になろうとしているのです。

直訳，「器官の中」。
直訳，「殺人をし」。
直訳，「姦淫をした女性たち」。


^ 12節 （ヤコ 4:10） エホバ*の前で謙遜になってください。そうすれば，神は皆さんを重んじて*くださいます。

付録A5参照。
直訳，「高く上げて」。


^ （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ 13節 （ヤコ 1:16） 私の愛する兄弟たち，思い違いをして*はなりません。

または，「だまされて」。


^ 13節 （ヤコ 1:19） 私の愛する兄弟たち，覚えておいてください。皆が，人の言うことに進んで耳を傾けるべきです。すぐに話したり，すぐに怒ったりしてはなりません。



^ 13節 （ヤコ 2:5） 私の愛する兄弟たち，よく聞いてください。神は，世間から見て貧しい人たちを選んで，豊かな信仰を抱かせ，王国を授けることにしたのではありませんか。その王国は，神を愛する人たちに約束されています。



^ 13節 （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ （ヤコ 3:2-6） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。 3 馬を従わせるために口にくつわをかませれば，馬の体全体を操れます。 4 船についても考えてください。船はとても大きく，強い風を受けて動きますが，かじを取る人は非常に小さなかじを使って思い通りに船を動かします。 5 同じように，舌は体の小さな部分ですが，大いに自慢します。ご存じの通り，ごく小さな火が大きな森を燃やしてしまいます。 6 舌は火です。体の器官のうち，舌は不正で満ちています。体全体を汚し，人の一生*を燃やしてしまいます。ゲヘナ*の火によって燃え立つのです。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。
直訳，「誕生（起源）の車輪」。
用語集参照。


^ （ヤコ 3:10-12） 良い*言葉と悪い*言葉が，同じ口から出てくるのです。 私の兄弟たち，こうしたことがあってはなりません。 11 真水と苦い水が同じ泉から湧き出ることはないではありませんか。 12 私の兄弟たち，イチジクの木にオリーブの実がなったり，ブドウの木にイチジクの実がなったりするでしょうか。塩水の泉から真水が出ることもありません。

または，「祝福を願う」。
または，「不幸を願う」。


^ 15節 （ヤコ 3:2-6） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。 3 馬を従わせるために口にくつわをかませれば，馬の体全体を操れます。 4 船についても考えてください。船はとても大きく，強い風を受けて動きますが，かじを取る人は非常に小さなかじを使って思い通りに船を動かします。 5 同じように，舌は体の小さな部分ですが，大いに自慢します。ご存じの通り，ごく小さな火が大きな森を燃やしてしまいます。 6 舌は火です。体の器官のうち，舌は不正で満ちています。体全体を汚し，人の一生*を燃やしてしまいます。ゲヘナ*の火によって燃え立つのです。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。
直訳，「誕生（起源）の車輪」。
用語集参照。


^ 15節 （ヤコ 3:10-12） 良い*言葉と悪い*言葉が，同じ口から出てくるのです。 私の兄弟たち，こうしたことがあってはなりません。 11 真水と苦い水が同じ泉から湧き出ることはないではありませんか。 12 私の兄弟たち，イチジクの木にオリーブの実がなったり，ブドウの木にイチジクの実がなったりするでしょうか。塩水の泉から真水が出ることもありません。

または，「祝福を願う」。
または，「不幸を願う」。


^ （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^ 17節 （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。







研究記事3

イエスの涙から学べること


「イエスは涙を流した」。ヨハネ 11:35

17番の歌 「そう望みます」

何を学ぶか*




1-3. 私たちはどんな時に涙を流すことがありますか。

あなたが最近涙を流したのはいつですか。私たちはうれしくて涙を流すこともありますが，ほとんどの場合，悲しくて涙を流します。例えば，愛する人を亡くした時がそうです。米国のロリレイ姉妹はこう言います。* 「娘を亡くした悲しみはとても大きなものなので，この心の傷を癒やすことなどできない，と思うことがあります。この悲しみを乗り越えて生きていくことなんてできない，と思うこともありました」。

2 別の理由で涙を流すこともあります。日本で開拓奉仕をしている裕美姉妹はこう述べています。「伝道で会う人たちが無関心なので，がっかりすることがあります。時には涙ながらに，本当に真理を求めている方にお会いすることができますように，とエホバに祈ることもあります」。

3 あなたも，こうした姉妹たちと同じような気持ちになることがありますか。多くの人はあることでしょう。（ペテ一 5:9）私たちは，「喜んでエホバに仕え」たいと思っていますが，涙を流す時もあります。愛する人を亡くしたり，がっかりしたり，神への忠実を試みるような問題にぶつかったりすることがあるからです。（詩 6:6; 100:2）こうした時，どうしたらよいでしょうか。

 4. この記事ではどんなことを考えますか。

4 イエスの例から学ぶことができます。イエスもつらい気持ちになったり強いストレスを感じたりして，「涙を流した」ことがあります。（ヨハ 11:35。ルカ 19:41; 22:44。ヘブ 5:7）それらの出来事からどんなことを学べるでしょうか。涙を流すようなつらい状況に直面した時，何ができるでしょうか。考えてみましょう。






友のことを考えて涙を流した




[image: 1. イエスが，ラザロの死を悲しんでいるマリアやマルタたちと一緒に涙を流している。2. 2人の長老が，家族を亡くして深く悲しんでいる姉妹を慰めている。]

イエスに倣って，悲しんでいる人を支える。（5-9節を参照。）*





 5. ヨハネ 11章32-36節の記録から，イエスについてどんなことが分かりますか。

5 西暦32年の冬，イエスの親友であるラザロが病気になり，死にました。（ヨハ 11:3，14）ラザロには，マリアとマルタという2人の姉妹がいて，イエスはこの3人と親しくしていました。マリアとマルタは，ラザロを亡くしたことで悲嘆に暮れていました。ラザロの死後，イエスはマリアとマルタが住んでいるベタニヤに向かいました。マルタは，イエスが来ると聞いて急いで会いに行き，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言いました。この時のマルタの気持ちを想像できるでしょうか。（ヨハ 11:21）そしてイエスは，マリアや人々が泣いている様子を見て，「涙を流し」ました。（ヨハネ 11:32-36を読む。）

 6. イエスがこの時，涙を流したのはなぜですか。

6 イエスがこの時，涙を流したのはなぜでしょうか。「聖書に対する洞察」にはこうあります。「イエスはご自分の友ラザロが死んだため，またそのためにラザロの姉妹たちが悲嘆に暮れているのを見て，『うめき，涙を流されました』」。* イエスは，親友のラザロが経験した苦しみについて考えたかもしれません。また，ラザロが死を目前にしてどう感じたかを想像したかもしれません。そして，マリアとマルタがラザロを亡くしてどれほど悲しんでいるかを見て，涙を流したのでしょう。あなたも，親友や家族を亡くしたことがあるなら，同じような気持ちになったに違いありません。では，この出来事から学べる点を3つ考えていきましょう。

 7. イエスが友のことを考えて流した涙から，エホバについてどんなことが分かりますか。

7 エホバは私たちの気持ちを分かってくださる。イエスはお父さんエホバの「本質を完全に表してい」ます。（ヘブ 1:3）ですから，イエスの涙からエホバの気持ちを読み取ることができます。（ヨハ 14:9）もしあなたが愛する人を亡くして深い悲しみを味わっているなら，エホバはそのつらい気持ちに気付いています。それだけでなく，エホバも心を痛めています。エホバはあなたの心の傷を癒やしたいと思っているのです。（詩 34:18; 147:3）

 8. 私たちの愛する人をイエスが復活させると確信できるのはなぜですか。

8 イエスは私たちの愛する人を復活させたいと思っている。イエスは涙を流す少し前，マルタに対して，「あなたの兄弟は生き返ります」と約束しました。マルタはその言葉を信じました。（ヨハ 11:23-27）エホバに仕えていたマルタは，何百年も前にエリヤやエリシャが死者を復活させたことを知っていたはずです。（王一 17:17-24。王二 4:32-37）また，イエスが人を復活させたことも聞いていたでしょう。（ルカ 7:11-15; 8:41，42，49-56）ですからあなたも，愛する人が復活することを確信できます。イエスが，深く悲しんでいたマリアとマルタを慰めた時に涙を流したことから，イエスが人を復活させたいとどれほど強く思っているかが伝わってきます。

 9. 深く悲しんでいる人を支える点で，どのようにイエスに倣えますか。

9 私たちも深く悲しんでいる人を支えることができる。イエスは，マルタやマリアと一緒に涙を流しただけでなく，2人の話に耳を傾け，優しい言葉を掛けました。私たちも同じようにすることができます。オーストラリアに住む長老のダン兄弟はこう言っています。「妻を亡くした後，私は助けてもらう必要がありました。何組かの夫婦は，私が話したいと思う時には，昼でも夜でも話を聞いてくれました。私が悲しむのをとどめたりせず，私が涙を流しても戸惑ったりしませんでした。私が身の回りのことを自分ではできないと感じる時には，車を洗ったり，買い物に行ったり，料理を作ったりしてくれました。そして，私と一緒に何度も祈ってくれました。こうした仲間は『苦難の時に頼れる』友や兄弟だ，と心から思いました」。（格 17:17）






隣人のことを考えて涙を流した


10. イエスはどんな時に涙を流しましたか。（ルカ 19:36-40）

10 西暦33年ニサン9日，イエスはエルサレムに入ります。エルサレムに近づいた時，人々が集まってきてイエスを王として認め，自分の外衣をイエスの前に敷いていきました。これは非常に喜ばしい出来事でした。（ルカ 19:36-40を読む。）それで，弟子たちは次に起きたことを見て，とても驚いたことでしょう。「イエスはエルサレムの近くに来た時，それを眺めて泣き悲し[んだ]」とあります。イエスは目に涙を浮かべながら，エルサレムの人々が間もなく経験することになる恐ろしい出来事を予告しました。（ルカ 19:41-44）

11. イエスがエルサレムに住んでいる人たちのことを考えて涙を流したのはなぜですか。

11 イエスが人々から歓迎されたのに涙を流したのはなぜでしょうか。イエスは，ほとんどのユダヤ人が王国の良い知らせを退ける，ということが分かっていました。その結果，エルサレムは滅ぼされることになっており，生き残った人たちも捕らえられることになっていました。（ルカ 21:20-24）そして，イエスの言った通り，ほとんどの人はイエスを退けました。あなたが住んでいる地域の人たちは，王国の良い知らせにどんな反応を示していますか。真理を教えようと一生懸命に努力しても，耳を傾ける人はほとんどいないかもしれません。では，イエスの涙からどんなことを学べるでしょうか。3つの点を考えてみましょう。

12. イエスが隣人のことを考えて涙を流したことから，エホバについてどんなことが分かりますか。

12 エホバは人々を気遣っている。イエスの涙から，エホバが人々を心から気遣っていることが分かります。「神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでい」ます。（ペテ二 3:9）では，私たちは隣人への愛をどのように示すことができるでしょうか。人々の心を動かす仕方で，良い知らせを粘り強く伝えることによってです。（マタ 22:39）*



[image: 1. イエスが夜にニコデモを教えている。2. 1人の兄弟が，夜の遅い時間に店の人とレジの所で聖書レッスンをしている。]

イエスに倣って，伝道の予定を調整する。（13-14節を参照。）*





13-14. イエスは人々への思いやりをどのように示しましたか。私たちはどうすればイエスに倣えますか。

13 イエスは伝道を一生懸命に行った。イエスは，あらゆる機会に人々を教えることによって愛を示しました。（ルカ 19:47，48）そうするようイエスを動かしたのは何だったのでしょうか。それは，人々への思いやりです。ある時，あまりにも多くの人がイエスの話を聞きにやってきたため，イエスや弟子たちは「食事もできないほど」でした。（マル 3:20）またイエスは，話を聞きたいと夜にやって来た男性のためにも喜んで時間を取りました。（ヨハ 3:1，2）イエスの話を聞いた人たちのほとんどは，イエスの弟子になりませんでした。とはいえ，彼らも十分の情報を得ることができました。私たちも，全ての人に良い知らせを伝えたいと思っています。（使徒 10:42）そのためには，伝道の方法を変える必要があるかもしれません。

14 進んで調整する。いつも同じ時間にしか伝道しないなら，良い知らせに耳を傾ける人にはなかなか会えないかもしれません。開拓者のマティルダ姉妹はこう言います。「夫と私は，いろいろな時間に伝道するようにしています。午前中の早い時間には店や会社を訪問します。みんなが出掛けている日中の時間は，カートを使って伝道します。そして，午後や夕方以降の時間に家を訪問すると，多くの人に会うことができます」。自分にとって都合の良い時間にばかり伝道するのではなく，もっと多くの人に会えるよう進んで予定を調整しましょう。そのように努力するなら，エホバは必ず喜んでくださいます。






エホバの名のことを考えて涙を流した




[image: 1. イエスが祈っていると，イエスを強めるために天使がやって来た。2. 刑務所に入れられている兄弟が祈っているのを，看守が見ている。]

イエスに倣って，つらい時にはエホバに祈願を捧げる。（15-17節を参照。）*





15. ルカ 22章39-44節によると，イエスが地上で過ごした最後の晩にどんなことがありましたか。

15 西暦33年ニサン14日の夜遅く，イエスはゲッセマネの庭園に行きました。そして，自分の気持ちをエホバに打ち明けました。（ルカ 22:39-44を読む。）その時イエスは，「大きな声で叫び，涙を流しながら」，「祈願を捧げ」ました。（ヘブ 5:7）どんなことを祈ったのでしょうか。エホバへの忠実を保ち，神の意志を行うための力を与えてください，と祈りました。エホバはこの真剣な祈りを聞き，イエスを強めるために天使を遣わしました。

16. イエスがゲッセマネの庭園で祈っていた時に涙を流したのはなぜですか。

16 イエスがゲッセマネの庭園で祈っていた時に涙を流したのは，神を冒瀆したと人々から見られることが非常につらかったからでしょう。またイエスは，自分にはお父さんエホバの名を立証するという非常に大きな責任があることも分かっていました。では，私たちがエホバへの忠実を試されるような問題にぶつかっている場合，イエスの涙からどんなことを学べるでしょうか。3つの点を考えてみましょう。

17. エホバがイエスの真剣な祈りに答えたことから，エホバについてどんなことが分かりますか。

17 エホバは私たちの祈願を聞いてくださる。エホバは，イエスの真剣な願いを聞き入れました。それはイエスが，エホバへの忠実を保つことと，エホバの名を立証することを主に願っていたからです。私たちも，エホバへの忠実を保つことと，エホバの名を立証することを主に願っているなら，エホバは助けを求める私たちの祈りを必ず聞いてくださいます。（詩 145:18，19）

18. イエスは私たちにとって気持ちを分かってくれる友達のようです。なぜそう言えますか。

18 イエスは私たちの気持ちを分かってくれる。大きなストレスを感じている時などに，気持ちを分かってくれる友達から励ましてもらえると，うれしく感じるものです。自分と同じような経験をしている友達からの励ましであれば，なおのことそうでしょう。イエスは，私たちにとってまさにそのような友達です。イエスも，力や助けが必要だと感じたことがありました。イエスは私たちの弱さを分かってくれて，私たちが「必要な時に」助けを得られるようにしてくれます。（ヘブ 4:15，16）イエスは，ゲッセマネの庭園で，天使からの助けを進んで受け入れました。私たちも，エホバからの助けを進んで受け入れるようにしましょう。エホバは，出版物や動画や話を通して，また長老や兄弟姉妹を用いて助けを与えてくださいます。

19. 神への忠実が試されるような問題と闘っている場合，どうすれば力を得られますか。

19 エホバは私たちに「神からの平和」を与えてくださる。エホバは，私たちをどのように力づけてくださるでしょうか。私たちは祈る時，「神からの平和」を得ることができます。「その平和は人間の理解をはるかに超えています」。（フィリ 4:6，7）この平和によって，心を穏やかにすることができ，落ち着いて考えられるようになります。ルース姉妹の場合がそうです。姉妹はこう言います。「私はさみしさと闘っています。それで，エホバから愛されていないと感じることがあります。そういう時には，すぐにエホバに気持ちを打ち明けます。祈りは，気持ちをコントロールする上で助けになっています」。姉妹の経験から分かる通り，祈るなら気持ちを穏やかにすることができるのです。

20. イエスの涙から，どんな大切な点を学びましたか。

20 イエスの涙から，大切な点を幾つも学ぶことができました。悲しんでいる友達を支えることの大切さについて考えました。また，愛する人を亡くした時には，エホバとイエスが力を与えてくださることを確信するよう教えられました。伝道したり教えたりする時には，エホバ神とイエス･キリストに倣って思いやりを示しましょう。エホバとイエスは，私たちの気持ちや弱さを分かってくださいます。そして，忍耐できるように助けたいと思っています。では，エホバの素晴らしい約束が実現する日が来るまで，この記事で学んだ点を実践していきましょう。その時，エホバは「[私たち]の目から全ての涙を拭い去」ってくださるのです。（啓 21:4）







イエスの涙に関する以下の聖句から，どんなことを学びましたか


	  ヨハネ 11:35



	  ルカ 19:41



	  ルカ 22:44。ヘブライ 5:7









120番の歌 キリストの温和さに倣う

^ 5節 イエスは，つらい気持ちになったり強いストレスを感じたりして，涙を流すことがありました。この記事では，イエスが涙を流した3つの状況を取り上げ，そこから何を学べるかを考えます。


^ 1節 一部の名前は変えてあります。


^ 6節 「聖書に対する洞察」第1巻197ページを参照。


^ 12節 マタイ 22章39節で「隣人」と訳されているギリシャ語は，近くに住んでいる人だけでなく，接する人全てを指します。




^ 58節 写真や挿絵: イエスは心を動かされ，マリアとマルタを慰めた。私たちも，愛する人を亡くした人を慰めることができる。


^ 60節 写真や挿絵: イエスは夜の時間にニコデモを教えた。私たちも相手にとって都合の良い時間に聖書を教える。


^ 62節 写真や挿絵: イエスはエホバに忠実でいられるよう力を求めて祈った。私たちも試練に遭う時，同じようにする必要がある。






^ （ヨハ 11:35） イエスは涙を流した。



^ 3節 （ペテ一 5:9） 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。



^ 3節 （詩 6:6） 私はため息ばかりで疲れた。 夜通し泣いて寝床をぬらし， 寝椅子は涙であふれる。



^ 3節 （詩 100:2） 喜んでエホバに仕えよ。 歓声を上げながら神の前に出よ。



^ 4節 （ヨハ 11:35） イエスは涙を流した。



^ 4節 （ルカ 19:41） イエスはエルサレムの近くに来た時，それを眺めて泣き悲しみ，



^ 4節 （ルカ 22:44） しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。



^ 4節 （ヘブ 5:7） キリストは，地上で生きていた*間，自分を死から救える方に祈願を捧げ，願い*を伝えました。大きな声で叫び，涙を流しながらそのようにし，神への畏れゆえに聞き入れられました。

直訳，「肉体でいた」。
または，「請願」。


^ （ヨハ 11:32-36） マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。 36 それでユダヤ人たちは言いだした。「見なさい，本当に愛情を抱いていたのだ」。



^ 5節 （ヨハ 11:3） この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。



^ 5節 （ヨハ 11:14） それでイエスははっきり言った。「ラザロは死にました。



^ 5節 （ヨハ 11:21） そしてマルタはイエスに言った。「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう。



^ 5節 （ヨハ 11:32-36） マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。 36 それでユダヤ人たちは言いだした。「見なさい，本当に愛情を抱いていたのだ」。



^ 7節 （ヘブ 1:3） 神の子は，神の栄光を反映し，神の本質を完全に表していて，力強い言葉によって全てのものを支えています。そして，私たちを罪から清めた後，天で威光に輝く神の右に座りました。



^ 7節 （ヨハ 14:9） イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。



^ 7節 （詩 34:18） エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。

または，「落胆した」。


^ 7節 （詩 147:3） 心が傷ついた人を癒やす。 傷を包んでくださる。



^ 8節 （ヨハ 11:23-27） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。 27 マルタは言った。「はい，主よ。あなたがキリスト，神の子で，世に来ることになっていた方だと信じています」。



^ 8節 （王一 17:17-24） こうしたことの後，そのやもめの息子が病気になった。病気は非常に悪くなり，その子は息を引き取った。 18 彼女はエリヤに言った。「真の神に仕える人，あなたは私に何か反感でもあるのですか。あなたは私の罪を私に思い起こさせ，息子を死なせるために来たのですか」。 19 エリヤは彼女に，「あなたの息子を私に渡してください」と言った。そして彼女から息子を受け取り，泊まっていた屋上の部屋にその子を抱えて上がり，自分のベッドの上に寝かせた。 20 エリヤはエホバにこう呼び掛けた。「私の神エホバ，あなたは，私が身を寄せているこのやもめも災難に遭わせ，息子を死なせるのですか」。 21 それから彼はその子にかぶさるように3度身をかがめ，エホバに呼び掛けた。「私の神エホバ，どうかこの子に命を戻してください」。 22 エホバはエリヤの願いを聞き入れ，その子に命が戻り，その子は生き返った。 23 エリヤはその子を連れて屋上の部屋から家の中に下り，その子を母親に渡して，こう言った。「見てください。あなたの息子は生きています」。 24 彼女はエリヤに言った。「私は今，本当に分かりました。あなたは確かに神に仕える人で，あなたが語るエホバの言葉は真実です」。



^ 8節 （王二 4:32-37） エリシャが家に着くと，死んだ子供はエリシャのベッドに横たわっていた。 33 エリシャは中に入り，戸を閉じてその子と2人だけになり，エホバに祈り始めた。 34 エリシャはベッドに上がって子供の上に伏し，自分の口をその子の口に，目をその子の目に，手のひらをその子の手のひらに当てて，覆いかぶさるようにしていると，その子の体は温かくなった。 35 それからエリシャは家の中を歩いて行ったり来たりし，再びベッドに上がって子供に覆いかぶさった。すると，その子はくしゃみを7回し，その後目を開けた。 36 エリシャはゲハジを呼び，「母親を呼びなさい」と言った。ゲハジが呼ぶと母親はやって来た。そこでエリシャは，「あなたの子を抱き上げなさい」と言った。 37 彼女は入ってきてエリシャの足元に身をかがめ，ひれ伏し，それから息子を抱き上げて出ていった。



^ 8節 （ルカ 7:11-15） この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。


^ 8節 （ルカ 8:41， 42） すると，ヤイロという男性がやって来た。会堂の役員だった。そしてイエスの足元にひれ伏し，家に来てくれるよう嘆願し始めた。 42 12歳ぐらいの一人娘が死にそうだったのである。 イエスが進んでいくと，人々が群がった。



^ 8節 （ルカ 8:49-56） イエスが話しているうちに，会堂の役員の家から人が来て，「娘さんは亡くなりました。もう先生を煩わすことはありません」と言った。 50 これを聞いてイエスは役員に言った。「心配は要りません。ただ信仰を持ちなさい。そうすれば娘さんは救われます」。 51 その家に着くと，イエスは，ペテロ，ヨハネ，ヤコブ，娘の父親と母親以外は，誰も一緒に中に入らせなかった。 52 一方，人々は皆泣き，娘のために胸をたたいて悲しんでいた。イエスは言った。「泣くのをやめなさい。少女は死んだのではなく，眠っているのです」。 53 人々はイエスのことをあざ笑いだした。少女が死んだことを知っていたからである。 54 しかしイエスは少女の手を取って呼び掛け，「起きなさい*！」と言った。 55 すると少女は生き返り，すぐに起き上がった。イエスは，少女に何か食べさせてあげるよう命じた。 56 両親はわれを忘れたようになったが，イエスは起きた事を誰にも話さないようにと指示した。

直訳，「子供よ，起きなさい」。または，「目を覚ましなさい」。


^ 9節 （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^ （ルカ 19:36-40） イエスが進んでいくと，人々は自分の外衣を道路に敷いていった。 37 イエスがオリーブ山を下る道路に近づくとすぐ，大勢の弟子たちは皆喜び，目にした全ての強力な行いのために大声で神を賛美し始めて， 38 こう言った。「エホバの名によって王として来る方が祝福されますように！ 天に平和が，この上なく高い所に栄光がありますように！」 39 しかし，パリサイ派のある人たちが群衆の中からイエスに言った。「先生，あなたの弟子たちを叱ってください」。 40 イエスは答えた。「あなた方に言いますが，この人たちが黙っているなら，石が叫ぶでしょう」。



^ 10節 （ルカ 19:36-40） イエスが進んでいくと，人々は自分の外衣を道路に敷いていった。 37 イエスがオリーブ山を下る道路に近づくとすぐ，大勢の弟子たちは皆喜び，目にした全ての強力な行いのために大声で神を賛美し始めて， 38 こう言った。「エホバの名によって王として来る方が祝福されますように！ 天に平和が，この上なく高い所に栄光がありますように！」 39 しかし，パリサイ派のある人たちが群衆の中からイエスに言った。「先生，あなたの弟子たちを叱ってください」。 40 イエスは答えた。「あなた方に言いますが，この人たちが黙っているなら，石が叫ぶでしょう」。



^ 10節 （ルカ 19:41-44） イエスはエルサレムの近くに来た時，それを眺めて泣き悲しみ， 42 こう言った。「もしあなたが，そうです，あなたが，平和に関係することをこの日に見分けていたなら―。しかし今，それはあなたの目から隠されています。 43 敵があなたの周りに先のとがった杭で柵を築き，あなたを完全に包囲する*時が来るからです。 44 敵は，あなたとあなたの子供たちを滅ぼし尽くし，あなたの中で石を石の上に残したままにはしておきません。あなたが，検分されている時を見分けなかったからです」。

または，「完全に囲い込む」，「四方から攻め立てる」。


^ 11節 （ルカ 21:20-24） エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。

直訳，「地上」。


^ 12節 （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^ 12節 （マタ 22:39） 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^ 13節 （ルカ 19:47， 48） イエスは神殿で毎日教え続けた。しかし，祭司長と律法学者および民の主立った人たちは，イエスを殺そうとしていた。 48 とはいえ，その方法が見つからなかった。民が皆イエスの言葉を聞こうとしてずっと離れずにいたからである。



^ 13節 （マル 3:20） 再び人々が集まり，食事もできないほどだった。



^ 13節 （ヨハ 3:1， 2） パリサイ派の人で，ニコデモという男性がいた。ユダヤ人の支配者の1人だった。 2 この男性が夜にイエスの所に来て，言った。「ラビ，私たちは，あなたが教師として神のもとから来たことを知っています。神が共にいない限り，あなたがするような奇跡*は行えないからです」。

直訳，「しるし」。


^ 13節 （使徒 10:42） この方は，自分が生きている人と死んでいる人を裁くために神によって定められた者であることを，民に伝道して徹底的に知らせるように，と命じました。



^ （ルカ 22:39-44） イエスはそこを出て，いつものようにオリーブ山に行った。弟子たちも後に従った。 40 その場所に着くと，イエスは弟子たちに言った。「誘惑に負けないように祈っていなさい」。 41 そして，石を投げれば届くほどの所まで離れ，膝をかがめて祈り始め， 42 こう言った。「父よ，あなたが望まれるようでしたら，この杯を私から取り除いてください。とはいえ，私の望むことではなく，あなたの望まれることがなされますように」。 43 その時，天使が現れてイエスを力づけた。 44 しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。



^ 15節 （ルカ 22:39-44） イエスはそこを出て，いつものようにオリーブ山に行った。弟子たちも後に従った。 40 その場所に着くと，イエスは弟子たちに言った。「誘惑に負けないように祈っていなさい」。 41 そして，石を投げれば届くほどの所まで離れ，膝をかがめて祈り始め， 42 こう言った。「父よ，あなたが望まれるようでしたら，この杯を私から取り除いてください。とはいえ，私の望むことではなく，あなたの望まれることがなされますように」。 43 その時，天使が現れてイエスを力づけた。 44 しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。



^ 15節 （ヘブ 5:7） キリストは，地上で生きていた*間，自分を死から救える方に祈願を捧げ，願い*を伝えました。大きな声で叫び，涙を流しながらそのようにし，神への畏れゆえに聞き入れられました。

直訳，「肉体でいた」。
または，「請願」。


^ 17節 （詩 145:18， 19） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。 19 神はご自分を畏れる人の願いをかなえてくださる。 助けを求める叫びを聞き，助け出してくださる。

または，「正しく」。


^ 18節 （ヘブ 4:15， 16） 私たちの大祭司は，私たちの弱さに同情できないような方ではありません。あらゆる点で私たちと同じように試され，しかも罪がない方です。 16 それで，助けが必要な時に憐れみと惜しみない親切を受けられるよう，気後れすることなく祈り，惜しみない親切を示してくださる神*に近づきましょう。

または，「惜しみない親切の座」。


^ 19節 （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ 20節 （啓 21:4） 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （ヨハ 11:35） イエスは涙を流した。



^ （ルカ 19:41） イエスはエルサレムの近くに来た時，それを眺めて泣き悲しみ，



^ （ルカ 22:44） しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。



^ （ヘブ 5:7） キリストは，地上で生きていた*間，自分を死から救える方に祈願を捧げ，願い*を伝えました。大きな声で叫び，涙を流しながらそのようにし，神への畏れゆえに聞き入れられました。

直訳，「肉体でいた」。
または，「請願」。


^ （マタ 22:39） 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。








研究記事4

記念式に出席するのはなぜですか


「このことを行っていき，私のことを思い起こしなさい」。ルカ 22:19

20番の歌 あなたは貴重な子を与えてくださった

何を学ぶか*




1-2. （ア）私たちは，亡くなった愛する人のことを特にどんな時に思い出しますか。（イ）イエスは亡くなる前の晩に何をしましたか。

愛する人を亡くした場合，それからどれほど時間がたっても，その人のことを覚えているものです。毎年，その人が亡くなった日がやって来ると，いろいろなことを思い出すことでしょう。

2 私たちは年に1度，世界各地で非常に大勢の人たちと一緒に，私たちが深く愛する方，イエス･キリストの死を記念するために集まります。（ペテ一 1:8）その時，私たちは，イエスが私たちを罪と死から自由にするために，自分の命を贖いとして与えてくださったことを思い出します。（マタ 20:28）イエスは，自分の弟子たちがイエスの死を思い出すことを願っていました。それで，亡くなる前の晩に特別な食事を取り決め，「このことを行っていき，私のことを思い起こしなさい」と命じました。* （ルカ 22:19）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 キリストの死の記念式に出席する人たちのうち，天で生きる希望を持っている人は少数です。非常に大勢の人たちは，地上で生きる希望を持っています。この記事では，どちらの希望を持っている人たちも毎年記念式に出席したいと思っているのはなぜかを考えます。また，出席することがどのように私たちのためになるかも考えます。ではまず，天に行くよう選ばれた人たちが記念式に出席するのはなぜかを取り上げましょう。






天に行くよう選ばれた人たちが出席するのはなぜか


 4. 天に行くよう選ばれた人たちが，記念式でパンを食べ，ぶどう酒を飲むのはなぜですか。

4 天に行くよう選ばれた人たちは，毎年，記念式に出席して，パンを食べ，ぶどう酒を飲みます。そうするのがふさわしいと言えるのはなぜでしょうか。その答えを知るために，イエスが亡くなった前の晩の出来事を考えてみましょう。過ぎ越しの食事が終わった後，イエスは特別な食事を取り決めました。それは，今では主の晩餐と呼ばれています。イエスは，11人の忠実な使徒たちにパンとぶどう酒を回し，それを食べ，飲むようにと言いました。そして，イエスは使徒たちに対して，新しい契約と王国契約について話しました。* （ルカ 22:19，20，28-30）これらの契約のおかげで，使徒たちを含む14万4000人が天で王また祭司として仕えることができるようになりました。（啓 5:10; 14:1）これらの契約の当事者である，天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちだけが，記念式でパンを食べ，ぶどう酒を飲みます。

 5. 天に行くよう選ばれた人たちは，自分の希望についてどんなことを理解していますか。

5 天に行くよう選ばれた人たちが記念式に出席したいと思う理由は，ほかにもあります。この式に参加するなら，自分の希望についてじっくり考えることができるのです。天に行く人たちは，エホバから本当に素晴らしい希望を与えられています。不滅性と不朽性を与えられ，何とエホバ神の前で，王となったイエス･キリストや天に復活したほかの人たちと一緒にエホバに仕えることができるのです。（コリ一 15:51-53。ヨハ一 3:2）天に行く人たちは，こうした素晴らしい機会が開かれていることを理解しています。死に至るまで忠実を保つなら，天に入ることができるのです。（テモ二 4:7，8）こうした希望について考えることは，天に行く人たちに大きな喜びをもたらします。（テト 2:13）では，「ほかの羊」についてはどうでしょうか。（ヨハ 10:16）ほかの羊が記念式に出席するのはなぜでしょうか。






ほかの羊が出席するのはなぜか


 6. ほかの羊が毎年，記念式に出席するのはなぜですか。

6 ほかの羊は，パンを食べたり，ぶどう酒を飲んだりはしませんが，見守る者として記念式に出席します。1938年，特に地上で生きる希望を持つ人たちに向けて，初めて記念式への招待がなされました。「ものみの塔」（英語）1938年3月1日号にはこうあります。「[ほかの羊]が記念式に出席してその様子を見守るのは，極めてふさわしいことである。……彼らも記念式に出席することから大きな喜びを味わうに違いない」。結婚式に出席するゲストが喜びを味わうのと同じように，ほかの羊も見守る者として記念式に出席することから喜びを味わいます。

 7. ほかの羊が記念式の話を楽しみにするのはなぜですか。

7 ほかの羊も，自分の希望についてじっくり考えます。そして，記念式の話を楽しみにしています。その話では，千年統治の間に王であるキリストや共同統治者である14万4000人が，忠実な人たちのためにどんなことを行うかが多く扱われるからです。14万4000人は，イエス･キリストの指導の下，地球をパラダイスに変え，人間を完全な状態へ引き上げます。見守る者として記念式に出席する大勢の人たちは，イザヤ 35章5，6節，65章21-23節，啓示 21章3，4節などの預言が実現する時のことについて考え，期待に胸を膨らませます。自分や愛する人が新しい世界にいる様子をイメージすると，将来に対する希望とエホバに仕え続けようという決意が強まります。（マタ 24:13。ガラ 6:9）

 8. ほかの羊が記念式に出席したいと思う別の理由は何ですか。

8 ほかの羊は，別の理由でも記念式に出席したいと思っています。天に行く人たちを愛し，支えたいと思っているのです。聖書には，天に行く人たちと地上で生きる希望を持つ人たちが固い絆で結ばれることが予告されていました。どんな預言があるか，幾つか見ていきましょう。

 9. ゼカリヤ 8章23節の預言から，天に行く人たちに対するほかの羊の気持ちについてどんなことが分かりますか。

9 ゼカリヤ 8:23を読む。この預言は，天に行く兄弟姉妹に対するほかの羊の気持ちを表しています。「1人のユダヤ人」と「あなたたち」という表現はどちらも，天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たち全体を指します。（ロマ 2:28，29）また，「あらゆる言語の国々から来た10人の人」という表現は，ほかの羊を指します。ほかの羊は，天に行く人たちを「しっかりつか[む]」，つまり深い愛情を示し，清い崇拝を共に行います。ほかの羊は，天に行く人たちと共に記念式に出席することによって，天に行く人たちへの深い愛情を表すのです。

10. エホバは，エゼキエル 37章15-19，24，25節の預言を実現させるために，どんなことを行ってきましたか。

10 エゼキエル 37:15-19，24，25を読む。この預言の実現として，エホバは天に行く人たちとほかの羊を非常に強い絆で結び合わせてきました。この預言には，2本の棒が出てきます。1本は「ユダの棒」で，天に行く人たちを表しています。（古代イスラエルでは，ユダ族から王が選ばれました。）もう1本は「エフライムの棒」で，地上で生きる希望を持つ人たちを表しています。* エホバは，天に行く人たちとほかの羊を1つに結び合わせることによって，2本の棒を「1本の棒」にしています。王であるキリスト･イエスの下で，この2つのグループは一致してエホバに仕えています。毎年，天に行く人たちとほかの羊は，別のグループとしてではなく1つのグループとして記念式に出席します。こうして，「1人の羊飼い」の下で「1つの群れ」となっているのです。（ヨハ 10:16）

11. マタイ 25章31-36，40節に出てくる「羊」は，どのようにキリストの兄弟たちを支えていますか。

11 マタイ 25:31-36，40を読む。この例えに出てくる「羊」とは，終わりの時に生活していて，地上で生きる希望を持っている正しい人を表しています。この「羊」は，キリストの兄弟のうち地上に残っている人たちを支え，彼らが大きな責任を果たせるように助けています。その責任とは，伝道や人々を弟子とする活動を世界中で行うことです。（マタ 24:14; 28:19，20）

12-13. ほかの羊は，キリストの兄弟たちを支えるために，さらにどんなことを行いますか。

12 記念式までの数週間，ほかの羊はさまざまな方法でキリストの兄弟たちを支えます。例えば，関心を示す人たちを記念式に招待するために，世界中で大々的なキャンペーン活動を行います。（「記念式の時期に備えていますか」の囲みを参照。）また，世界中の会衆で記念式をきちんと行えるように準備を整えます。会衆の中に，天に行くよう選ばれた兄弟姉妹がいないとしてもです。ほかの羊は，こうした方法でキリストの兄弟たちを支えられることを本当にうれしく思っています。また，キリストの兄弟たちのために何かを行う時，イエスがそれを，自分のためにした，と見なしてくれることを理解しています。（マタ 25:37-40）

13 どちらの希望を持っているとしても，私たち全てが記念式に出席する理由はほかにもあります。幾つか考えてみましょう。



[image: イエスと忠実な使徒たちが食卓を囲み，主の晩餐を行っている。]



記念式の時期に備えていますか


記念式の前

	  この大切なイベントへの招待キャンペーンにできる限り参加する。招待したい人のリストを作る。



	  記念式の時期に補助開拓ができるかどうか，よく祈って考える。



	  記念式，贖い，エホバやイエスが示してくださった愛に対する感謝を深めるのに役立つ記事や資料を読み返す。例えば，「エホバに近づきなさい」の本の第14章と第23章，「来て，わたしの追随者になりなさい」の本の第17章を読むことができる。



	  「聖書を毎日調べる」に載せられている記念式の聖書朗読の予定に従う。時間を取って，イエスが亡くなる前の数日間の出来事や，イエスの死と復活に関する聖書の記述をじっくり考える。





記念式の夜

	  早めに会場に行き，招待に応じてやって来た人たちや，不活発な兄弟姉妹を温かく歓迎する。



	  話をよく聞き，話し手が聖句を読んで説明する時には，自分の聖書を開いて，見る。



	  式が終わったら，招待に応じてやって来た人に話し掛けるようにする。何か質問があるようなら，それに答える。相手が関心を示すなら，自分か誰かがその人に再び会って関心を高めるようにする。





記念式の後

関心を示した人を訪問し，「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子で聖書レッスンをするよう勧める。



[image: 1組の夫婦が男性の家を訪問し，「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子を渡している。]












私たち全てが出席するのはなぜか


14. エホバとイエスは，私たちに対する大きな愛をどのように示してくださいましたか。

14 私たちは，エホバとイエスが示してくださった愛に感謝している。エホバは，さまざまな方法で愛を示してくださっています。その中でも特に際立っているのは，大切な独り子イエスを遣わし，私たちのために苦しんで死ぬようにしたことです。（ヨハ 3:16）イエスも，進んで命を差し出すことによって，私たちに対する大きな愛を示しました。（ヨハ 15:13）私たちは，エホバとイエスの愛に十分にお返しすることはできませんが，生き方によって感謝を表すことはできます。（コロ 3:15）また，記念式に出席することによって，エホバとイエスの愛を思い起こし，エホバとイエスを愛していることを示すことができます。

15. 天に行く人たちとほかの羊が，贖いという贈り物に深く感謝しているのはなぜですか。

15 私たちは贖いという贈り物に深く感謝している。（マタ 20:28）天に行く人たちは，贖いの犠牲に心から感謝しています。この犠牲によって素晴らしい希望が実現するからです。天に行く人たちが贖いに信仰を持っているので，エホバは彼らを正しいと認め，養子にしました。（ロマ 5:1; 8:15-17，23）ほかの羊も，贖いに感謝しています。贖いに信仰を持っているので，エホバの前で清い立場を得，エホバに神聖な奉仕を捧げ，「大患難」を生き残るという希望を持つことができています。（啓 7:13-15）天に行く人たちもほかの羊も贖いに感謝しているので，毎年，記念式に出席します。

16. 私たちが記念式に出席するもう1つの理由は何ですか。

16 私たちが記念式に出席するのは，イエスに従いたいと思っているからでもあります。イエスは，記念式を取り決めた晩に，「このことを行っていき，私のことを思い起こしなさい」と命じました。私たちは，天に行く希望を持っているとしても，地上で生きる希望を持っているとしても，この命令に従いたいと思っています。（コリ一 11:23，24）






記念式に出席することは私たち全てのためになる


17. 記念式に出席することは，エホバといっそう親しくなる上でどのように助けになりますか。

17 エホバといっそう親しくなれる。（ヤコ 4:8）これまで考えてきた通り，記念式に出席するなら，エホバが与えてくださっている希望やエホバの大きな愛についてじっくり考えることができます。（エレ 29:11。ヨハ一 4:8-10）そうしたことを思い巡らすなら，エホバへの愛は深まり，エホバとの絆は強まります。（ロマ 8:38，39）

18. イエスの手本についてじっくり考えると，どんな気持ちになりますか。

18 イエスに倣いたいという気持ちになる。（ペテ一 2:21）記念式までの数日間，私たちは，イエスが死ぬ前の最後の1週間の出来事や，イエスの死や復活についての聖書の記述を読みます。そして，記念式の話を通して，私たちに対するイエスの愛について考えます。（エフェ 5:2。ヨハ一 3:16）イエスが示した自己犠牲について読んでじっくり考えると，ぜひ「[イエス]が歩んだ通りに歩んでい」きたい，という気持ちになります。（ヨハ一 2:6）

19. 神にずっと愛されるために，どんなことができますか。

19 神にずっと愛されたいという気持ちが強まる。（ユダ 20，21）神にずっと愛されるためには，神に従い，神のお名前を神聖なものとし，神に喜んでいただくよう，できる限りのことをする必要があります。（格 27:11。マタ 6:9。ヨハ一 5:3）記念式に出席するなら，こうした面で毎日努力したいという気持ちが強まります。そのように努力するなら，いわばエホバに対して，「あなたにいつまでも愛されたいと思っています」と言っていることになるのです。

20. 私たちが記念式に出席すべきなのはなぜですか。

20 私たちは天で生きる希望を持っているとしても，地上で生きる希望を持っているとしても，記念式に出席するべき十分の理由があります。私たちは毎年，記念式のために集まって，私たちが愛する方，イエス･キリストの死を思い起こします。そして何よりも，エホバがイエスを贖いとして与えて，私たちに大きな愛を示してくださったことを思い起こします。今年の記念式は，2022年4月15日金曜日の夜に行われます。私たちは，エホバと独り子イエスを愛しています。ですから，ぜひ記念式に出席できるようにしましょう。







どのように答えますか


	  天に行くよう選ばれた人たちが記念式に出席するのはなぜですか。



	  ほかの羊が記念式に出席するのはなぜですか。



	  記念式に出席することは，私たち全てにとってどのようにためになりますか。









16番の歌 王を任命したヤハを賛美する

^ 5節 私たちは，天で生きる希望を持っていても，楽園になった地上で生きる希望を持っていても，毎年，記念式に出席することを楽しみにしています。この記事では，私たちが記念式に出席する理由について聖書から考え，出席することがどのように私たちのためになるかも考えます。


^ 2節 この言葉は，「私の記念としてこのように行いなさい」とも訳されています。（「聖書協会共同訳」，日本聖書協会）


^ 4節 新しい契約と王国契約について詳しくは，「ものみの塔」2014年10月15日号15-17ページの「あなた方は『祭司の王国』となる」という記事を参照。


^ 10節 エゼキエル 37章の2本の棒の預言について詳しくは，「エホバの清い崇拝 ついに回復される！」130-135ページ3-17節を参照。






^ （ルカ 22:19） また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。

または，「記念し」。


^ 2節 （ペテ一 1:8） 皆さんはキリストを見たことはありませんが，キリストを愛しています。今キリストを見てはいませんが，キリストに信仰を抱き，言葉にできないほどの素晴らしい喜びを感じて歓喜しています。



^ 2節 （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^ 2節 （ルカ 22:19） また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。

または，「記念し」。


^ 4節 （ルカ 22:19， 20） また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。 20 また，食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言った。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています。

または，「記念し」。


^ 4節 （ルカ 22:28-30） とはいえ，あなたたちは私が試練に遭っている間もずっと一緒にいました。 29 それで私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結び， 30 あなたたちが私の王国で私と一緒に食卓に着いて食べたり飲んだりし，王座に座ってイスラエルの12部族を裁くようにします。



^ 4節 （啓 5:10） そして彼らを，私たちの神に仕える王および祭司とし，彼らは王として地上を治めるのです」。



^ 4節 （啓 14:1） 私がさらに見ると，子羊がシオンの山に立っていた。そして子羊と共に14万4000人の者たちがいて，彼らの額には子羊の名とその父の名が書かれていた。



^ 5節 （コリ一 15:51-53） 私は皆さんに神聖な秘密を知らせます。私たちは皆が死の眠りに就くわけではありませんが，皆が変えられます。 52 一瞬に，瞬く間に，最後のラッパが鳴る間にです。ラッパが鳴ると，死者は朽ちないものとして生き返らされ，私たちは変えられるのです。 53 朽ちるものは不朽性を身に着け，死んでいくものは不滅性を身に着けなければなりません。



^ 5節 （ヨハ一 3:2） 愛する皆さん，今や私たちは神の子供ですが，将来どのようになるかはまだ明らかにされていません。分かっているのは，神がご自分を示す時に私たちが神のようなものになるということです。神をありのままに見るからです。



^ 5節 （テモ二 4:7， 8） 私は立派に戦いました。競走を最後まで走りました。クリスチャンの信条を守りました。 8 今から後，私は正義の冠を授けられることになっています。その冠は，正しく裁く方である主が，定めの日に報いとして与えてくださるものです。私だけにではなく，主が現れるのを待ち望んできた人全てに与えてくださいます。



^ 5節 （テト 2:13） そして，幸福な希望が実現し，偉大な神と救い主イエス･キリストが栄光に輝いて現れるのを待っています。



^ 5節 （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^ 7節 （イザ 35:5， 6） その時，目が見えない人は見えるようになり， 耳が聞こえない人は聞こえるようになる。  6 その時，足が不自由な人は鹿のように跳びはね， 口が利けない人*は歓声を上げる。 荒野に水が湧き出て， 砂漠平原に川が流れる。

直訳，「人の舌」。


^ 7節 （イザ 65:21-23） 人々は家を建てて住み， ブドウ園を造って実を食べる。 22 建てた家に他人が住むことはなく， 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり， 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。 23 彼らは無駄に*労苦することはなく， 生まれる子たちが苦しむこともない。 彼らとその子孫は，エホバに祝福された民だからである。

または，「無意味に」。


^ 7節 （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ 7節 （マタ 24:13） しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。



^ 7節 （ガラ 6:9） それで，諦めずに立派なことを行い続けましょう。諦めない*なら，やがて刈り取ることになります。

または，「疲れ果ててしまわない」。


^ （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。


^ 9節 （ゼカ 8:23） 大軍を率いるエホバはこう言う。『その時，あらゆる言語の国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服*をつかむ。しっかりつかんで，「あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ」と言う』」。

または，「服の端」。


^ 9節 （ロマ 2:28， 29） 外面がユダヤ人である人が真のユダヤ人なのではありません。また，真の割礼は外面つまり体に施されるものではありません。 29 内面がユダヤ人である人が真のユダヤ人なのです。真の割礼は聖なる力によって心に施されるものであり，書かれた法典に基づくものではありません。その人は，人ではなく神から称賛されます。



^ （エゼ 37:15-19） エホバが再び私に語り掛けてこう言った。 16 「人の子よ，1本の棒を手に取り，その棒に，『ユダと，共にいる*イスラエルの民のために』と書きなさい。それから別の棒を手に取り，その棒に，『エフライムの棒。ヨセフと，共にいる*イスラエル国民全体のために』と書きなさい。 17 そして2本の棒を一緒に持ち，あなたの手の中で1本の棒になるようにしなさい。 18 あなたの同胞たちから，『これらのことが何を意味するか教えてほしい』と言われたら， 19 こう言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私は，エフライムの手の中にある，ヨセフと他のイスラエルの部族の棒を取り，ユダの棒と一緒に持って，1本の棒とする。それらは私の手の中で1つになる」』。

または，「彼の仲間である」。
または，「彼の仲間である」。


^ （エゼ 37:24， 25） 私に仕えるダビデが彼らの王となり，彼らは皆1人の牧者に導かれる。彼らは私の法規に従って歩み，私の法令を注意深く守る。 25 そして，私に仕えたヤコブに私が与えた土地，あなたたちの父祖たちが住んだ土地に住む。彼らとその子供と孫たちはそこに永遠に住み，私に仕えるダビデが永遠に彼らの長となる。



^ 10節 （エゼ 37:15-19） エホバが再び私に語り掛けてこう言った。 16 「人の子よ，1本の棒を手に取り，その棒に，『ユダと，共にいる*イスラエルの民のために』と書きなさい。それから別の棒を手に取り，その棒に，『エフライムの棒。ヨセフと，共にいる*イスラエル国民全体のために』と書きなさい。 17 そして2本の棒を一緒に持ち，あなたの手の中で1本の棒になるようにしなさい。 18 あなたの同胞たちから，『これらのことが何を意味するか教えてほしい』と言われたら， 19 こう言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私は，エフライムの手の中にある，ヨセフと他のイスラエルの部族の棒を取り，ユダの棒と一緒に持って，1本の棒とする。それらは私の手の中で1つになる」』。

または，「彼の仲間である」。
または，「彼の仲間である」。


^ 10節 （エゼ 37:24， 25） 私に仕えるダビデが彼らの王となり，彼らは皆1人の牧者に導かれる。彼らは私の法規に従って歩み，私の法令を注意深く守る。 25 そして，私に仕えたヤコブに私が与えた土地，あなたたちの父祖たちが住んだ土地に住む。彼らとその子供と孫たちはそこに永遠に住み，私に仕えるダビデが永遠に彼らの長となる。



^ 10節 （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^ （マタ 25:31-36） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。



^ （マタ 25:40） 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^ 11節 （マタ 25:31-36） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。



^ 11節 （マタ 25:40） 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^ 11節 （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ 11節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 12節 （マタ 25:37-40） その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^ 14節 （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^ 14節 （ヨハ 15:13） 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ 14節 （コロ 3:15） また，キリストによる平和が心に満ちる*ようにしましょう。皆さんは1つの体となって平和を得るために招かれたからです。感謝を表しましょう。

または，「心を制御する」。


^ 15節 （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^ 15節 （ロマ 5:1） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう*。

もしかすると，「平和な関係にあります」。


^ 15節 （ロマ 8:15-17） 皆さんは，聖なる力により奴隷とされて再び恐れを抱いたのではなく，聖なる力により養子とされたのであり，その力によって私たちは「アバ*，父よ！」と叫びます。 16 私たちが神の子供であることを，聖なる力*が私たちの精神*と共に証明*します。 17 子供なのですから，相続人でもあります。実に神の相続人*であり，キリストとの共同相続人です。ただし，共に栄光を受けるため，共に苦しむならばのことです。

「父よ」という意味のヘブライ語もしくはアラム語。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「証言」。
用語集参照。


^ 15節 （ロマ 8:23） それだけではありません。これから来るもののしるし*である聖なる力を持つ私たちも，心の中でうめきつつ，贖いによって自分の体から解放されて養子になることを一心に待っています。

直訳，「初物」。


^ 15節 （啓 7:13-15） すると，長老の1人が私に言った。「白くて長い衣服を着たこの人たちは誰でしょうか。どこから来たのでしょうか」。 14 それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。 15 そのため，神の王座の前にいて，神殿で昼も夜も神に神聖な奉仕をしています。そして，王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います。



^ 16節 （コリ一 11:23， 24） 私は，主から受けたことを皆さんに伝えました。主イエスは，裏切られようとしていた夜，パンを取り， 24 感謝の祈りをしてからそれを割り，こう言いました。「これはあなたたちのための私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。

または，「記念し」。


^ 17節 （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^ 17節 （エレ 29:11） エホバはこう宣言する。『私は，あなたたちのために自分が行おうとしている*ことをよく知っている。あなたたちに災いではなく平和をもたらし，良い将来と希望を与えたいと思っている。

または，「考えている」。


^ 17節 （ヨハ一 4:8-10） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。 9 神は独り子を世に遣わし，その方によって私たちが命を得られるようにしてくださいました。このことから，神が私たちを愛してくださっていることが明らかになりました。 10 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。

または，「私たちを神と和解させる」。


^ 17節 （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^ 18節 （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^ 18節 （エフェ 5:2） 愛を抱いて歩んでいきましょう。キリストも私たち*を愛し，自分を神への犠牲，甘い香りのする捧げ物として，私たち*のために差し出してくださったのです。

もしかすると，「皆さん」。
もしかすると，「皆さん」。


^ 18節 （ヨハ一 3:16） 私たちが愛を知ったのは，イエスが私たちのために命をなげうってくださったからです。それで，私たちも兄弟のために命をなげうたなければなりません。



^ 18節 （ヨハ一 2:6） その方とずっと結び付いていると言う人は，その方が歩んだ通りに歩んでいかなければなりません。



^ 19節 （ユダ 20， 21） しかし，愛する皆さんは，極めて聖なる信仰によって自分を力づけ，神の聖なる力*に導かれつつ祈ってください。 21 私たちの主イエス･キリストの憐れみによる永遠の命を待ちながら，神に愛され続けるためです。

用語集参照。


^ 19節 （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^ 19節 （マタ 6:9） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。



^ 19節 （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ （エゼ 37:1-28） エホバの力が私に働き，エホバはご自分の聖なる力によって私を運び，谷あいの平原の真ん中に置いた。そこは骨でいっぱいだった。 2 神は私にその周りを回らせた。見ると，その谷あいの平原には非常にたくさんの骨があり，どれも乾き切っていた。 3 神は私に，「人の子よ，これらの骨は生き返るだろうか」と尋ねた。それで私は，「主権者である主エホバ，それはあなたがご存じです」と答えた。 4 すると神は言った。「これらの骨について，こう預言しなさい。『乾いた骨よ，エホバの言葉を聞きなさい。 5 主権者である主エホバはこれらの骨にこう言っている。「私はあなたたちに息を吹き込み，あなたたちは生き返る。 6 私はあなたたちに筋や肉を付け，皮膚で覆い，息を吹き込む。あなたたちは生き返り，私がエホバであることを知らなければならなくなる」』」。 7 私は命じられた通りに預言した。するとすぐにカタカタという音がして，骨と骨が組み上がっていった。 8 見ていると，筋や肉が付き，皮膚で覆われた。しかし，まだ息は吹き込まれていなかった。 9 神は言った。「風に向かって預言しなさい。人の子よ，預言して，風に言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「風*よ，四方*から来て，この殺された人たちに吹き付け，彼らが生き返るようにしなさい」』」。 10 それで私は神に命じられた通りに預言した。すると息*が吹き込まれ，彼らは生き返って，立ち上がった。非常に大きな軍勢だった。 11 神は言った。「人の子よ，これらの骨はイスラエル国民全体である。彼らはこう言っている。『私たちの骨は乾いていて，希望は失われた。私たちは完全に孤立している』。 12 それで，彼らに預言しなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私の民よ，私はあなたたちの墓を開き，あなたたちを墓から引き上げて，イスラエルに連れていく。 13 私の民よ，私が墓を開き，あなたたちを墓から引き上げる時，あなたたちは私がエホバであることを知らなければならなくなる」』。 14 『私は聖なる力をあなたたちの内に宿らせ，あなたたちを生き返らせて，あなたたちの土地に住まわせる。あなたたちは，私エホバが語り，これを行ったことを知らなければならなくなる』と，エホバは宣言する」。 15 エホバが再び私に語り掛けてこう言った。 16 「人の子よ，1本の棒を手に取り，その棒に，『ユダと，共にいる*イスラエルの民のために』と書きなさい。それから別の棒を手に取り，その棒に，『エフライムの棒。ヨセフと，共にいる*イスラエル国民全体のために』と書きなさい。 17 そして2本の棒を一緒に持ち，あなたの手の中で1本の棒になるようにしなさい。 18 あなたの同胞たちから，『これらのことが何を意味するか教えてほしい』と言われたら， 19 こう言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私は，エフライムの手の中にある，ヨセフと他のイスラエルの部族の棒を取り，ユダの棒と一緒に持って，1本の棒とする。それらは私の手の中で1つになる」』。 20 あなたが文字を書いた棒を，人々から見えるように持ちなさい。 21 さらに彼らに言いなさい。『主権者である主エホバはこう言っている。「私はイスラエル人を，彼らが行った先の国々から連れ出し，あらゆる方向から集めて，彼らの土地に連れていく。 22 その土地で，イスラエルの山々で，私は彼らを1つの国民とし，1人の王が彼ら全てを治める。彼らはもはや2つの国民ではなくなり，2つの王国に分かれたままにはならない。 23 汚らわしい偶像*や忌まわしい行いやあらゆる違反によって自分たちを汚すことはもうない。私は彼らを，罪につながった全ての不忠実から救い，清める。彼らは私の民となり，私は彼らの神となる。 24 私に仕えるダビデが彼らの王となり，彼らは皆1人の牧者に導かれる。彼らは私の法規に従って歩み，私の法令を注意深く守る。 25 そして，私に仕えたヤコブに私が与えた土地，あなたたちの父祖たちが住んだ土地に住む。彼らとその子供と孫たちはそこに永遠に住み，私に仕えるダビデが永遠に彼らの長となる。 26 私は彼らと平和の契約を結ぶ。それは永遠に続く契約となる。私は彼らを定住させ，増やし，永遠に彼らの中に私の聖なる所を置く。 27 私の天幕*が彼らと共に*あり，私は彼らの神となり，彼らは私の民となる。 28 私の聖なる所が永遠に彼らの中にあるようになる時，国々は，私エホバがイスラエルを神聖なものとしていることを知らなければならなくなる」』」。

または，「息」。ヘブライ語，ルーアハ。用語集参照。
直訳，「4つの風」。
ヘブライ語，ルーアハ。用語集参照。
または，「彼の仲間である」。
または，「彼の仲間である」。
ヘブライ語で「ふん」を意味する言葉と関連があると考えられる，嫌悪を表す表現。
または，「住まい」，「家」。
または，「の上に」。







研究記事5

「時間を有効に使ってください」


「自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み，時間を有効に使ってください」。エフェソス 5:15，16

8番の歌 エホバは避難所

何を学ぶか*




 1. どうすればエホバと時間を過ごすことができますか。

大切な人と一緒に時間を過ごすのは楽しいものです。仲の良い夫婦は，静かな夜を一緒に過ごすことを何よりも喜びます。若い人たちは，仲の良い友達と一緒に過ごすのが好きです。そして，仲間の兄弟姉妹と一緒に過ごすのは，本当に楽しいことです。とはいえ，私たちはエホバ神と一緒に過ごす時間を一番大切にしています。エホバに祈り，聖書を読み，エホバの目的や性質についてじっくり考えることによって，エホバと時間を過ごすことができます。こうした時間は本当に素晴らしいものです。（詩 139:17）

 2. エホバと一緒に時間を過ごすのがいつでも簡単というわけでないのはなぜですか。

2 私たちは，エホバと一緒に時間を過ごすことを楽しんでいます。それでも，そうするのはいつでも簡単というわけではないかもしれません。私たちは忙しい毎日を送っているからです。仕事や家族の世話などのために非常に多くの時間が必要なので，祈ったり，聖書を勉強したり，じっくり考えたりするための時間がなかなか取れない，と感じるかもしれません。

 3. 時間の使い方に関して，ほかにもどんな点に注意すべきですか。

3 時間の使い方に関して，ほかにも注意すべき点があります。気を付けていないと，それ自体は間違っていない活動に，エホバと親しくなるための時間を奪われてしまうかもしれません。例えば，レクリエーションについて考えてみましょう。時々，気分転換をするのは良いことですが，そればかりに時間を使っていると，エホバと過ごすための時間がほとんど残らなくなってしまうかもしれません。レクリエーションよりも大事なものがある，ということを覚えておくようにしましょう。（格 25:27。テモ一 4:8）

 4. この記事では，どんな点を考えますか。

4 この記事では，次の点を考えます。優先順位をきちんと定める必要があるのはなぜですか。どうすればエホバと過ごす時間を最大限に活用できるでしょうか。そうすることは，どのように私たちのためになりますか。






生き方を賢く選び，優先順位をきちんと定める


 5. 若い人たちが生き方を賢く選ぶ上で，エフェソス 5章15-17節のアドバイスはどのように助けになりますか。

5 生き方を賢く選ぶ。若い人たちは，どんな生き方をするのが一番良いのか，考えるものです。進路指導の先生やエホバの証人ではない親族は，大学に進学して良い仕事に就くよう勧めるかもしれません。でも，そうした道を選ぶなら，たくさんの時間を奪われてしまうでしょう。一方，親や会衆の友達からは，エホバに仕える生き方をするよう勧められるでしょう。エホバを愛する若い人たちは，どうすれば良い決定ができるでしょうか。エフェソス 5章15-17節を読んでじっくり考えることは助けになります。（読む。）例えば，こう考えてみることができるかもしれません。「エホバは私に何を望んでいるだろうか。どんな決定をすれば，エホバに喜んでもらえるだろうか。どんな生き方をするなら，時間を有効に使えるだろうか」。今が「悪い時代」であり，サタンの体制が間もなく終わろうとしていることを忘れてはいけません。エホバに喜ばれる生き方をすることこそ，賢い決定なのです。

 6. イエスが来た時，マリアはどうしましたか。それが賢い決定だったと言えるのはなぜですか。

6 優先順位をきちんと定める。時間を有効に使うためには，それ自体は間違っていない2つのことから，どちらか1つを選ぶ必要があるかもしれません。このことは，イエスがマリアとマルタの家に行った時の出来事からよく分かります。マルタは，イエスが来てくれてとてもうれしかったので，ごちそうを準備していました。一方，マリアはイエスの足元に座って話を聞いていました。マルタの動機はとても良いものでした。でも，マリアは「最も良いものを選びました」。（ルカ 10:38-42，脚注）マリアは，その時何を食べたかをやがて忘れてしまったかもしれませんが，イエスから教えてもらったことはずっと覚えていたことでしょう。マリアがイエスとの時間を大切にしたのと同じように，私たちもエホバとの時間を大切にしたいと思っています。では，どうすればそうできるでしょうか。






エホバと過ごす時間を最大限に活用する


 7. 祈ったり，聖書を勉強したり，じっくり考えたりすることが大切なのはなぜですか。

7 祈ったり，聖書を勉強したり，じっくり考えたりすることは崇拝の一部であることを覚えておく。祈ることによって，私たちを深く愛している天のお父さんエホバに気持ちを伝えることができます。（詩 5:7）また，聖書を勉強することによって，あらゆる知恵の源である「神についての知識」を得ることができます。（格 2:1-5）そして，じっくり考えることによって，エホバの素晴らしい性質について，また神に仕える私たちや全人類に対してエホバがどんなことを行おうとしているかについて，思いを向けることができます。こうしたことを行うのは，最も良い時間の使い方です。では，限られている時間を有効に使うために，どんなことができるでしょうか。



[image: 1人の兄弟が，食べたりテレビを見たりしながら，聖書を勉強している。そばで息子が遊んでいる。]

聖書を勉強する時には，静かな場所で行うことができますか。（8-9節を参照。）





 8. イエスが荒野で時間を過ごしたことから，何を学べますか。

8 できるなら，静かな場所を選ぶ。イエスの手本を考えてみましょう。地上での宣教を始める前，イエスは荒野に行き，40日間過ごしました。（ルカ 4:1，2）その静かな場所でイエスは祈り，お父さんエホバが自分にどんなことを望んでいるかをじっくり考えました。そのおかげで，すぐ後に直面した試練に立ち向かうことができました。イエスの手本からどんなことを学べますか。家族が多いと，家の中に静かな場所を見つけることは難しいことがあります。そういう場合，外に行くなら，静かな場所を見つけられるかもしれません。フランスのジュリー姉妹は，祈ってエホバと時間を過ごす時，そのようにしています。姉妹は，夫と一緒に小さなアパートに住んでいて，誰にも邪魔されない静かな場所を見つけることがなかなかできません。姉妹はこう言います。「それで，私は毎日公園に散歩に行きます。そこでなら1人になることができ，心からエホバに祈ることができます」。

 9. イエスは，忙しい毎日の中でもエホバとの友情を大切にしていることをどのように示しましたか。

9 イエスは，忙しい毎日を送っていました。地上で宣教を行っていた時，イエスがどこに行ってもたくさんの人が付いてきて，イエスと一緒にいたがりました。イエスに会おうとして，「町中の人が戸口の前に集まった」こともあります。それでもイエスは，エホバとの友情を保つために時間を取りました。日が昇る前に「静かな場所」に行き，エホバと自分だけの時間を過ごしたのです。（マル 1:32-35）

10-11. マタイ 26章40，41節によると，イエスはゲッセマネの庭園で，弟子たちにどんな重要なアドバイスを与えましたか。その後，どうなりましたか。

10 地上での最後の晩，宣教が終わりに近づいていた時，イエスは再び静かな場所でじっくり考えてエホバに祈りたいと思いました。それで，ゲッセマネの庭園に行きました。（マタ 26:36）そしてそこで，弟子たちに対して祈りに関するとても重要なアドバイスを与えました。

11 どんなことが起きたでしょうか。イエスと弟子たちがゲッセマネの庭園に着いたのは，夜遅くでした。おそらく，真夜中を過ぎていたことでしょう。イエスは弟子たちに，「ずっと見張っていなさい」と言い，祈るためにその場を離れました。（マタ 26:37-39）しかし弟子たちは，イエスが祈っている間に眠り込んでしまいました。それで，イエスはもう一度，「ずっと見張っていて絶えず祈り……なさい」と言いました。（マタイ 26:40，41を読む。）イエスは，弟子たちが大きなストレスを感じていたことやとても疲れていたことを理解していたので，思いやり深く，「肉体は弱い」と言いました。その後，イエスは2度にわたって祈りのためにその場を離れましたが，戻ってくるたびに，弟子たちが祈るのではなく眠っているのを目にしました。（マタ 26:42-45）



[image: 1人の姉妹が，ベッドに入って祈っているうちに，眠ってしまっている。]

疲れ切っていない時に祈ることができますか。（12節を参照。）





12. 大きなストレスを感じていたり疲れ切っていたりして，祈ることができない，と感じる場合，何ができますか。

12 良い時間帯を選ぶ。大きなストレスを感じていたり疲れ切っていたりして，祈ることができない，と感じることがありますか。そう感じるのは，あなただけではありません。では，そういう時，何ができるでしょうか。一日の終わりにエホバに祈っていた人たちの中には，体力がまだ残っているもう少し早い時間に祈るのがよい，と感じている人がいます。また，祈る時の姿勢に注意することが助けになっている，と言う人もいます。それでも，心配や落胆のために，祈ることができないと思う場合はどうでしょうか。エホバに自分の気持ちを打ち明けるようにしましょう。憐れみ深いお父さんエホバは，あなたの気持ちを必ず分かってくださいます。（詩 139:4）





[image: 1人の兄弟が，集会中にメールに返信している。]

集会中は，メールなどに返信しないようにできますか。（13-14節を参照。）





13. エホバとの時間を電子機器によって邪魔されないために，どんなことができますか。

13 気を散らされないようにする。エホバとの友情を強める方法は，祈りだけではありません。聖書を勉強することや集会に出席することも助けになります。こうした時間を最大限に活用するために，どんなことができるでしょうか。「勉強や集会の時に，どんなことが原因で気を散らされることがあるだろうか」と考えてみましょう。電話がかかってきたり，メールが届いたりすることかもしれません。今では，非常に多くの人がスマートフォンなどの電子機器を活用しています。研究者によると，集中したいと思っている時に，スマートフォンが近くにあるだけでも，気を散らされてしまうようです。心理学の教授も，「目の前のやるべきことに集中できず，心ここにあらずの状態になってしまう」と述べています。大会が始まる時には，電子機器を持っているなら，ほかの人の気を散らさない設定にするよう勧められます。自分とエホバだけの時間を過ごす時にも同じようにして，自分の気を散らされない工夫ができるでしょうか。

14. フィリピ 4章6，7節によると，私たちが集中できるよう，エホバはどのように助けてくれますか。

14 集中できるよう，エホバに助けを求める。聖書を勉強している時や集会に出席している時に，ほかのことを考えてしまっている自分に気付くなら，集中できるよう，エホバに助けを求めましょう。心配や不安なことがある時には，気を散らされてしまいがちかもしれませんが，集中して学ぶのはとても大切なことです。神からの平和によって心だけでなく「考え」も守ってくれるよう，エホバに祈ることができます。（フィリピ 4:6，7を読む。）






エホバと一緒に過ごすことは私たちのためになる


15. エホバと一緒に過ごすことは，どんな面で私たちのためになりますか。

15 エホバと話したり，エホバの声を聞いたり，エホバについて考えたりすることは，私たちにとって本当にためになります。どうしてそう言えるでしょうか。第一に，いっそう良い決定ができるようになります。聖書には，「賢い人たちと共に歩むと賢くな[る]」とあります。（格 13:20）ですから，知恵の源であるエホバと一緒に過ごすなら，もっと賢くなることができます。どうすればエホバに喜んでいただけるか，どうすればエホバが悲しむような決定をしないで済むかが，もっとよく分かるようになります。

16. エホバと一緒に過ごすなら，いっそう上手に教えられるようになります。なぜそう言えますか。

16 第二に，いっそう上手に教えられるようになります。誰かに聖書を教える場合，私たちが目指すべき一番大事なことは何でしょうか。それは，エホバを愛するよう，学んでいる人を助けることです。私たちはエホバにいっそう祈り，エホバからいっそう学ぶなら，エホバへの愛をさらに深めることができます。そして，エホバを愛するよう，学んでいる人をさらに上手に教えることができるようになります。この点で，イエスは私たちの手本です。イエスはお父さんエホバを深く愛していました。それで弟子たちは，イエスが語る言葉から，エホバが温かく愛情深い方であることを理解できました。その結果，弟子たちもエホバを深く愛するようになりました。（ヨハ 17:25，26）

17. 祈ることや聖書を勉強することは，信仰を強くする上でどのように助けになりますか。

17 第三に，信仰をいっそう強くすることができます。エホバに導きや慰めや支えを求めて祈る時，エホバから答えが与えられると，そのたびに私たちの信仰はいっそう強くなります。（ヨハ一 5:15）信仰を強くするために，ほかにもできることがあるでしょうか。自分で聖書を勉強することです。「信仰は聞いた事柄から生じ」るからです。（ロマ 10:17）とはいえ，信仰を強くするためには，知識を増やすだけでは十分ではありません。では，何を行う必要があるのでしょうか。

18. じっくり考えることが大切であることは，どんな例から分かりますか。

18 学んだことをじっくり考える必要があります。詩編 77編の作者のことを考えてみましょう。この人は，自分や仲間のイスラエル人がエホバから見放されてしまったと感じて，心を悩ませていました。夜も眠れないほどでした。（2-8節）では，どうしたでしょうか。エホバに向かってこう言っています。「あなたの全ての行いを思い巡らす。あなたが行ったことをじっくり考える」。（12節）この人は，エホバがイスラエル人をこれまで助けてきたことをよく知っていました。それでも心配になり，「神は親切を示すのを忘れたのだろうか。怒りで憐れみは絶えたのだろうか」と思いました。（9節）この人は，エホバが行ったことや，エホバが示してきた憐れみや思いやりについてじっくり考えました。（11節）その結果，エホバがご自分の民を見放すことは決してない，という確信を持つことができました。（15節）私たちも同じようにすることができます。エホバがご自分に仕える人たちに行ったことや，自分のためにしてくれたことについて，じっくり考えましょう。そうするなら信仰はいっそう強くなります。

19. エホバと一緒に過ごすことは，ほかにもどんな面で私たちのためになりますか。

19 第四に，最も重要なこととして，エホバへの愛がいっそう深まります。エホバに従い，エホバに喜んでいただくために犠牲を払い，さまざまな試練を忍耐するよう私たちを動かすのは，何よりも愛です。（マタ 22:37-39。コリ一 13:4，7。ヨハ一 5:3）エホバとの固い友情ほど貴重なものは，ほかにありません。（詩 63:1-8）

20. 時間を取ってエホバと一緒に過ごすために，どんなことをしたいと思いますか。

20 祈ったり，聖書を勉強したり，じっくり考えたりすることが崇拝の一部であるということを忘れてはいけません。イエスに倣って，エホバと一緒に過ごす時には，静かな場所を選ぶようにしましょう。電子機器などによって気を散らされることがないようにします。そして，集中できるよう，エホバに助けを求めることができます。私たちが今，時間を有効に使うなら，エホバから祝福され，新しい世界でいつまでも幸せに生きることができるのです。（マル 4:24）







どのように答えますか


	  イエスはエホバとの固い友情を保つためにどんなことをしましたか。



	  どうすれば時間を有効に使うことができますか。



	  エホバと一緒に過ごすことは，どのように私たちのためになりますか。









28番の歌 エホバの友となる

^ 5節 エホバは私たちにとって最高の友です。私たちは，エホバとの友情をとても大切にしていて，エホバについてもっとたくさんのことを知りたいと思っています。誰かのことを知るには時間がかかるのと同じように，エホバとの友情を強めるためにも時間が必要です。では，どうすれば忙しい毎日の中で，天のお父さんエホバといっそう親しくなるための時間を取れるでしょうか。そうすることは，どのように私たちのためになるでしょうか。






^ （エフェ 5:15， 16） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使って*ください。今は悪い時代だからです。

または，「良い時を買い取って」。


^ 1節 （詩 139:17） 神よ，あなたの考えは何と貴いのでしょう。 何と膨大なのでしょう。



^ 3節 （格 25:27） 蜂蜜を食べ過ぎるのは良くないし， 自分の栄誉を求めるのは栄誉なことではない。



^ 3節 （テモ一 4:8） 体の訓練*も多少はためになりますが，神への専心はあらゆる面で有益です。今の生活と将来の生活が祝福される*からです。

または，「運動」。
または，「今の命と将来の命を約束する」。


^ （エフェ 5:15-17） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使って*ください。今は悪い時代だからです。 17 もう無分別なことをしてはなりません。いつでも，エホバ*が何を望んでいるかを見極めましょう。

または，「良い時を買い取って」。
付録A5参照。


^ 5節 （エフェ 5:15-17） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使って*ください。今は悪い時代だからです。 17 もう無分別なことをしてはなりません。いつでも，エホバ*が何を望んでいるかを見極めましょう。

または，「良い時を買い取って」。
付録A5参照。


^ 6節 （ルカ 10:38-42） さて，一行は進んでいき，イエスはある村に入った。そして，マルタという女性がイエスを客として家に迎えた。 39 マルタにはマリアという姉妹がいたが，マリアは主イエスの足元に座って，主が話すの*をずっと聞いていた。 40 一方，マルタはもてなすための種々の用事に気を取られていた。そして，イエスの所に来て，言った。「主よ，マリアが私だけに用事をさせていることを何とも思わないのですか。手伝うよう言ってください」。 41 主は答えた。「マルタ，マルタ，あなたは多くのことに気を使って心をかき乱されています。 42 でも，必要なのはわずかなもの，というより1つだけです。マリアは良いものを選びました。それが彼女から取り上げられることはありません」。

または，「主の教え」。直訳，「彼の言葉」。


^ 7節 （詩 5:7） 一方，私はあなたの大きくて揺るぎない愛を受け，あなたの家に入る。 あなたへの畏れを抱きつつ，聖なる神殿*に向かってひれ伏す。

または，「聖なる所」。


^ 7節 （格 2:1-5） わが子よ，あなたが私の言葉を受け入れ， 私のおきてを大切にする*なら，  2 知恵に耳を傾け， 識別力に心を向けるなら，  3 さらに，理解力を叫び求め， 識別力を求めて声を上げるなら，  4 銀を求めるようにそれを求め続け， 隠された宝を探すように探し続けるなら，  5 その時，あなたはエホバへの畏れを理解し， 神についての知識を見つける。

または，「蓄える」。


^ 8節 （ルカ 4:1， 2） さて，イエスは聖なる力に満ちてヨルダン川を後にした。そして，聖なる力によって荒野のあちらこちらへ導かれて 2 40日になり，悪魔から誘惑を受けた。その日々，何も食べなかったので，その期間が終わった時，空腹を感じた。



^ 9節 （マル 1:32-35） 夕方になり，日が沈むと，人々は病気の人や邪悪な天使に取りつかれた人を残らずイエスのもとに連れてくるようになった。 33 町中の人が戸口の前に集まった。 34 イエスはさまざまな病気の人を大勢治し，多くの邪悪な天使を追い出した。邪悪な天使たちには話をさせなかった。彼らがイエスはキリストだと知っていたからである。 35 朝早くまだ暗いうちに，イエスは起きて外に出，静かな場所へ行って，祈りを始めた。



^ （マタ 26:40， 41） イエスは3人の弟子たちの所に戻り，眠っているのを見て，ペテロに言った。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。 41 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^ 10節 （マタ 26:36） それから，イエスは弟子たちと一緒にゲッセマネという所に来て，言った。「私が向こうに行って祈りをする間，ここに座っていなさい」。



^ 11節 （マタ 26:37-39） そして，ペテロおよびゼベダイの2人の子を連れていったが，深く悲しみ，ひどく苦悩し始めた。 38 それから3人に言った。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，私と共にずっと見張っていなさい」。 39 そして少し進んでいき，ひれ伏して祈った。「父よ，もしできることでしたら，この杯を私から取り去ってください。それでも，私が望む通りにではなく，あなたが望まれる通りになりますように」。



^ 11節 （マタ 26:40， 41） イエスは3人の弟子たちの所に戻り，眠っているのを見て，ペテロに言った。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。 41 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^ 11節 （マタ 26:42-45） イエスは，また2度目に離れていき，祈った。「父よ，私が飲まずに済むようこの杯が取り去られることはないのでしょうか。ただ，あなたの望まれることが行われますように」。 43 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。 44 それで3人を残してまた離れていき，3度目の祈りをして，もう一度同じことを語った。 45 それから弟子たちの所に戻って，言った。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ さあ，人の子が裏切られて罪人たちに引き渡される時が近づきました。



^ 12節 （詩 139:4） 私がまだ言葉を口にしていないのに， エホバ，あなたはすでに私の考えをよく知っています。



^ （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ 14節 （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ 15節 （格 13:20） 賢い人たちと共に歩むと賢くなり， 愚かな人たちと関わり合うと苦しい目に遭う。



^ 16節 （ヨハ 17:25， 26） 公正な*父よ，確かに世の人々はあなたを知りませんが，私はあなたを知っており，この人たちも，あなたが私を遣わされたことを知っています。 26 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。

または，「正しい」。
直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。


^ 17節 （ヨハ一 5:15） また私たちは，願い求めることを神が聞いてくださることを知っているので，神に願い求めたならそのことはかなえられる，と確信しています。



^ 17節 （ロマ 10:17） ですから，信仰は聞いた事柄から生じます。キリストについての言葉を聞いて信仰を持つのです。



^ 18節 （詩 77:0-20） 指揮者へ。エドトン*で。アサフによる。歌。 77 私は声を上げ，神に向かって叫ぶ。 私が叫ぶと，神は聞いてくださる。  2 苦難の日にエホバを探し求める。 夜，神に向かって両手を広げて祈り続ける。 それでも慰めが得られない。  3 私は神を思い起こしてうめく。 思い悩んで力が出ない。（セラ）  4 あなたは私のまぶたを開いたままにする。 私は動揺し，話せない。  5 私は昔の日々に思いをはせる。 遠い過去の年月に。  6 夜，私は自分の歌*を思い出す。 心の中で思い巡らす。 答えを探して真剣に考える。  7 エホバは永遠に私たちを捨てるのだろうか。 もう二度と親切を示さないのだろうか。  8 神の揺るぎない愛は永遠に絶えたのだろうか。 約束は永遠に果たされないのだろうか。  9 神は親切を示すのを忘れたのだろうか。 怒りで憐れみは絶えたのだろうか。（セラ） 10 私は言い続けなければならないのか。「私は苦しんでいる。 至高者が私たちに対する態度を変えたから」。 11 私はヤハが行ったことを思い出す。 昔あなたが行った驚くべきことを思い出す。 12 あなたの全ての行いを思い巡らす。 あなたが行ったことをじっくり考える。 13 神よ，あなたの道は聖なる道です。 神よ，あなたほど偉大な神がいるでしょうか。 14 あなたは真の神。驚くべきことを行う。 人々に強さを明らかにした。 15 力によって民を助け出した*。 ヤコブとヨセフの子孫を。（セラ） 16 神よ，水はあなたを見た。 水はあなたを見て，かき乱された。 水の深みも動揺した。 17 雲は水を注ぎ出した。 曇り空は雷鳴をとどろかせ， あなたの矢がそこら中で飛び交った。 18 あなたの雷鳴は兵車の車輪の音のよう。 稲妻は大地を照らした。 地面は揺れ，震動した。 19 あなたの道は海の中に， 深い水の中にあった。 あなたの足跡をたどることはできなかった。 20 あなたは民を羊の群れのように導いた。 モーセとアロンの手によって*。

用語集参照。
または，「弦楽器の曲」。
直訳，「買い戻した」。
または，「に世話させた」。


^ 18節 （詩 77:2-8） 苦難の日にエホバを探し求める。 夜，神に向かって両手を広げて祈り続ける。 それでも慰めが得られない。  3 私は神を思い起こしてうめく。 思い悩んで力が出ない。（セラ）  4 あなたは私のまぶたを開いたままにする。 私は動揺し，話せない。  5 私は昔の日々に思いをはせる。 遠い過去の年月に。  6 夜，私は自分の歌*を思い出す。 心の中で思い巡らす。 答えを探して真剣に考える。  7 エホバは永遠に私たちを捨てるのだろうか。 もう二度と親切を示さないのだろうか。  8 神の揺るぎない愛は永遠に絶えたのだろうか。 約束は永遠に果たされないのだろうか。

または，「弦楽器の曲」。


^ 18節 （詩 77:12） あなたの全ての行いを思い巡らす。 あなたが行ったことをじっくり考える。



^ 18節 （詩 77:9） 神は親切を示すのを忘れたのだろうか。 怒りで憐れみは絶えたのだろうか。（セラ）



^ 18節 （詩 77:11） 私はヤハが行ったことを思い出す。 昔あなたが行った驚くべきことを思い出す。



^ 18節 （詩 77:15） 力によって民を助け出した*。 ヤコブとヨセフの子孫を。（セラ）

直訳，「買い戻した」。


^ 19節 （マタ 22:37-39） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^ 19節 （コリ一 13:4） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず，



^ 19節 （コリ一 13:7） 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。



^ 19節 （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ 19節 （詩 63:1-8） 神よ，あなたは私の神，あなたを探し続けます。 渇きを覚えた人のように，あなたを求めます。 あなたを慕って弱り衰えました。 水がなく乾き切った土地で。  2 私は聖なる場所であなたを見つめた。 あなたの力と栄光を見た。  3 あなたの揺るぎない愛は命よりも価値がある。 私はあなたをたたえる。  4 一生涯あなたを賛美し， あなたの名を呼びながら両手を上げて祈る。  5 選び抜かれた最良の部分に*満足し， 喜びの声を上げてあなたを賛美する。  6 あなたのことを寝床の上で考え， 夜警時の間に思い巡らす。  7 あなたは私を助ける方。 私はあなたの翼の陰で歓声を上げる。  8 私はあなたにしっかり付く。 あなたは私を右手でつかんで離さない。

または，「最良のものを食べる人のように」。


^ 20節 （マル 4:24） イエスはさらに言った。「聞いている事柄に注意を払いなさい。あなたたちは自分が量って与えるのと同じはかりで与えられます。しかも，さらに加えられます。
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寄付はどのように使われているか

一番大切な本を作る

「新世界訳聖書」の翻訳，印刷，製本にはどんなことが関係しているのでしょうか。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 寄付はどのように使われているか

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 寄付はどのように使われているか

聖書は人の生き方を変える

「お金を愛し，犯罪に手を染めると，大きな苦痛を味わうだけでした」

アルタンは刑務所から出た後，お金を愛することについて聖書が言っていることは本当だと思いました。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 聖書は人の生き方を変える

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 聖書は人の生き方を変える
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^ ***喜歌 4番 「エホバは私の牧者」***
4番
「エホバは私の牧者」
（詩編 23編）
1. エホバは私の優しい牧者
羊を忘れずに深く気遣う
静かな水辺で私を癒やし
平和と安らぎで心を満たす
平和と安らぎで心を満たす
2. 恐れず歩もう 深い谷間も
あなたが共にいて守ってくれる
正しく生きたい その名のために
私の神エホバ 本当の友
私の神エホバ 本当の友
3. エホバの豊かな愛ある世話と
その揺るぎない愛 私のそばに
希望と喜び 感謝にあふれ
永遠に住みたい エホバの家に
永遠に住みたい エホバの家に
（詩 28:9; 80:1も参照。）



^ ***喜歌 38番 神はあなたを強い人にしてくださる***
38番
神はあなたを強い人にしてくださる
（ペテロ第一 5:10）
1. あなたは世の闇の中で
真理を求めていた
エホバはその願いかなえ
あなたを導かれた
真の光の中へ
引き寄せてくださった
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
2. 愛する子のイエスさえも
与えたエホバ神は
どんな時もあなたのこと
優しく気遣われる
神のために示した
あなたの愛忘れず
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
（ロマ 8:32; 14:8，9; ヘブ 6:10; ペテ一 2:9も参照。）



^ ***塔14 9/15 22ページ 読者からの質問***
読者からの質問
詩編 37編25節のダビデの言葉とマタイ 6章33節のイエスの言葉は，クリスチャンが食物に事欠くことをエホバは決してお許しにならない，という意味ですか。
■ ダビデは，「義なる者が完全に捨てられるのを見たことも，その子孫がパンを捜し求めるのを見たこともない」と書きました。ダビデはここで，自分の経験に基づいて一般論を述べていました。神がいつも顧みてくださることをよく知っていたからです。（詩 37:25）とはいえ，このダビデの言葉は，エホバの崇拝者が決して窮乏しないという意味ではありません。
ダビデ自身，幾度も難しい状況に直面しました。サウルから逃れている時が，そうでした。食糧が乏しくなり，ダビデは，自分や共にいた者たちのためにパンを願い求めました。（サム一 21:1-6）ですからこの場合，ダビデは確かに「パンを捜し求め」ました。それでも，そうした危機的な状況にあっても，エホバから見捨てられたわけではないことを知っていました。実際，聖書には，命をつなぐ食物のためにダビデが物ごいをしたと述べる箇所はありません。
イエスは，神は王国の関心事を生活の中で第一にする忠実な僕たちの必要を満たしてくださる，と保証しています。マタイ 6章33節でこう述べています。「王国と神の義をいつも第一に求めなさい。そうすれば，これらほかのもの[食物や飲み物や衣服など]はみなあなた方に加えられるのです」。しかしイエスは，ご自分の「兄弟」たちが迫害のゆえに，飢えを経験することがあるとも示唆しています。（マタ 25:35，37，40）そのことは，使徒パウロの身に生じました。パウロは，飢えと渇きを経験しました。―コリ二 11:27。
エホバは，わたしたちが様々な迫害に遭うことを告げておられます。わたしたちが悪魔の訴えに対する答えを示す際，神はわたしたちが窮乏を経験することをお許しになるかもしれません。（ヨブ 2:3-5）例えば，仲間のクリスチャンたちの中には，ナチの強制収容所に入れられた兄弟たちのように，危機的な状況に陥った人たちがいます。エホバの証人の忠誠を砕くために用いられた悪魔的な方法の一つは，十分な食物を与えないことでした。兄弟たちはエホバに従い忠実を保ち，エホバも兄弟たちをお見捨てになりませんでした。エホバはこうした試練を許されましたが，それは，すべてのクリスチャンが様々な試練に直面するのをお許しになるのと同じです。しかしエホバは，ご自分のみ名のために苦しむ人たちすべてを支えられます。（コリ一 10:13）わたしたちは，「あなた方には，キリストのために，彼に信仰を置く特権だけでなく，彼のために苦しむ特権も与えられた」というフィリピ 1章29節の言葉を思いに留めることができます。
エホバは，ご自分の僕たちと共におられることを約束しています。イザヤ 54章17節はこう述べています。「あなたを攻めるために形造られる武器はどれも功を奏さ（ない）であろう」。この約束や他の同様の約束は，神の民全体としての安全を保証するものです。とはいえ，個々のクリスチャンは，試練に遭って命を落とすこともあります。
​​​



^ ***塔99 5/1 19ページ 「読者は識別力を働かせなさい」***
たでしょうか。彼らはユダヤを離れ，ヨルダン川を渡って山地に逃れることにより，自分たちが政治的にも宗教的にもユダヤ人の体制のものではないことを示しました。畑と家を後にし，家から持ち物を取り出すことさえしませんでした。エホバが保護してくださり，支えてくださると確信し，大切に思える他のどんなものよりもエホバの崇拝を優先したのです。―マルコ 10:29，30。ルカ 9:57-62。
21 では，より大規模な成就について考えてみましょう。わたしたちは，これまで何十年にもわたって人々に，偽りの宗教から出て真の崇拝を行なうよう熱心に勧めてきました。（啓示 18:4，5）幾百万という人々がその勧めに応じてきました。イエスの預言には，大患難が突如始まるや大勢の人が清い崇拝に転向する，といったことは示されていません。現に，西暦66年にユダヤ人がこぞって改宗するということはありませんでした。とはいえ真のクリスチャンは，イエスの警告を当てはめて逃れようという強い動機を得ることでしょう。
22 現時点で大患難についての詳細を余すところなく知ることはできませんが，わたしたちの場合，論理的な結論として，イエスの語られた逃げる行動は地理的な意味においてではない，と言えます。神の民は，すでに世界じゅうに，事実上全地の至る所にいます。ですが，逃げることが必要になる時にも，クリスチャンは引き続き偽りの宗教組織とは明確に区別された状態を保っていなければならないことは確かです。さらに，イエスが警告として，衣類その他の物を家に取りに帰ってはならない，と言われたのも意味深いことです。（マタイ 24:17，18）ですから，前途には，わたしたちが物質上のものをどう見るかについて試みがあるかもしれません。物質上のものが最も重要なのでしょうか，それとも神の側にいるすべての人に施される救いのほうが重要でしょうか。そうです，逃げる際，わたしたちは何かの困難や欠乏を経験するかもしれません。ユダヤからヨルダン川を越えてペレアに逃げた，1世紀の仲間たちの場合と同様，わたしたちも，何であれ求められる事柄を行なう心構えができていなければならないでしょう。
23 わたしたちは，自分の避難所が今後もエホバとその山のような組織にあることを確信していなければなりません。（サムエル第二 22:2，3。詩編 18:2。ダニエル 2:35，44）わたしたちはそこで保護を受けることになるのです。わたしたちは，さまざまな集団を成す人々，すなわち「ほら穴」に逃げて「山の岩塊」― 大いなるバビロンが荒廃した後もごく短期間存続すると思われる，人間の組織や機関 ― に身を隠す人々には倣いません。（啓示 6:15; 18:9-11）もちろん，時代は困難の度を増すことでしょう。西暦66年当時も，ユダヤを逃れた，妊娠していた女性や，寒くて雨の多い天候の中を移動しなければならなかった人にとっては困難でした。しかし，わたしたちは，神が生き残れるようにしてくださることを確信できます。ですから，エホバと，すでに王国の王として統治しているみ子への信頼を今から強化しましょう。
24 わたしたちには，起きようとしている事柄を恐れて生活すべき理由はありません。イエスは，当時









^ ***喜歌 88番 あなたの道を教えてください***
88番
あなたの道を教えてください
（詩編 25:4）
1. 神のもとに集まった
真理学ぶために
その言葉光となり
行くべき道照らす
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
2. 神の知恵とその教え
心から頼れる
その言葉当てはめれば
無限の価値を知る
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
（出 33:13; 詩 1:2; 119:27，35，73，105も参照。）



^ ***喜歌 114番 辛抱強さを示しましょう***
114番
辛抱強さを示しましょう
（ヤコブ 5:8）
1. 遠い過去から今日この時まで
多くの人は神に背を向けた
それでも神は望み捨てない
愛示すこと 諦めない
命の希望ひたすら差し伸べ
今日もエホバは辛抱している
2. 時に傷つき心が乱れて
眠れない夜過ごしているとき
考えてみる エホバの辛抱
確かめてみる 神の思い
エホバ 私に力を下さい
辛抱強さを表せるように
（出 34:14; イザ 40:28; コリ一 13:4，7; テモ一 2:4も参照。）









^ ***喜歌 17番 「そう望みます」***
17番
「そう望みます」
（ルカ 5:13）
1. 親切 辛抱 イエスは示した
人を愛し慰めた 天から地に来て
関心示した 弱い人たちに
愛あるイエスは言った
「私はそう望む」
2. イエスの生き方 学ぶべき模範
心からの愛示す どんな人にでも
涙の友にはすぐに手を伸ばし
そばで寄り添い 言おう
「私はそう望む」
（ヨハ 18:37; エフェ 3:19; フィリ 2:7も参照。）



^ ***喜歌 120番 キリストの温和さに倣う***
120番
キリストの温和さに倣う
（マタイ 11:28-30）
1. 偉大な人キリストは
重い役目を担った
それでも誇ることなく
最善尽くし仕えた
2. 重荷背負う人たちは
毎日悩み苦しむ
イエスの言葉当てはめ
爽やかさを味わおう
3. 温和なイエスに倣い
仕え合おう 謙遜に
温和な人はエホバに
優しく抱き締められる
（格 3:34; マタ 5:5; 23:8; ロマ 12:16も参照。）



^ ***洞-1 197ページ イエス･キリスト***
ある，神の敵対者の子らであることを暴露なさったのです。―マタ 15:12-14; 21:33-41，45，46; 23:33-35; マル 7:1-13; ヨハ 8:40-45。
こうしたすべての点で，イエスは決して無謀なことをしたり，わざわざ面倒を起こしたりはせず，不必要な危険を冒すことがないようにしておられました。（マタ 12:14，15; マル 3:6，7; ヨハ 7:1，10; 11:53，54。マタ 10:16，17，28-31と比較。）イエスの勇気は信仰に基づいていました。（マル 4:37-40）イエスは悪く言われたり虐待されたりしても，自制心を失うことなく，冷静さを保ち，『義にそって裁く方にご自分をゆだねて』おられました。―ペテ一 2:23。
モーセよりも偉大な方であるイエスは，真理のために勇敢に戦い，神の目的に関して人々に光をもたらすことにより，解放者としての預言的な役割を果たされました。イエスはとりこにされた者たちに自由をふれ告げられました。（イザ 42:1，6，7; エレ 30:8-10; イザ 61:1）多くの人は利己的な理由で，また権力者を恐れてしりごみしましたが（ヨハ 7:11-13; 9:22; 12:42，43），中には勇気をもって，無知につながれた状態から，また偽りの指導者や偽りの希望への隷従状態から抜け出す人々もいました。（ヨハ 9:24-39。ガラ 5:1と比較。）ユダの忠実な王たちが領土内から偽りの崇拝を排除するために組織的な運動を行なったように（代二 15:8; 17:1，4-6; 王二 18:1，3-6），神のメシアなる王イエスの行なった宣教の業は，当時の偽りの宗教に壊滅的な影響をもたらしました。―ヨハ 11:47，48。
イエス･キリストの地上における宣教に関してさらに情報を得たい方は，第2巻，540，541ページの地図を参照してください。
感情の深さと温かさ  しかし同時に，イエスは神の大祭司を務めるのに必要な条件である感受性に富んだ方でした。イエスは完全な方でしたが，罪に苦しむ，不完全な人々の間で生活し，働いていた時，それらの人々を酷評したり，それらの人々に対して尊大で横柄な態度（パリサイ人に見られたような）を取ったりはされませんでした。（マタ 9:10-13; 21:31，32; ルカ 7:36-48; 15:1-32; 18:9-14）子供たちでさえ，イエスと一緒にいると，くつろいだ気持ちになれました。イエスは一人の子供を例として用いた時，単にその子を弟子たちの前に立たせただけでなく，『両腕をその子にかける』こともされました。（マル 9:36; 10:13-16）イエスはご自分が追随者たちの真の友で，愛情深い仲間であることを実証し，『彼らを最後まで愛されました』。（ヨハ 13:1; 15:11-15）イエスはご自分の権威を行使して，多くを要求したり，人々に重荷を加えたりはせず，むしろ，『すべて，労苦している人よ，わたしのところに来なさい。わたしがあなた方をさわやかにしてあげましょう』と言われました。弟子たちは，イエスが「気質が温和で，心のへりくだった」方であり，そのくびきは心地よく，その荷は軽いものであることを知りました。―マタ 11:28-30。
祭司の務めには民の身体的な健康と霊的な健康を顧みることが含まれていました。（レビ 13-15章）イエスは哀れみの気持ちと同情心に動かされて，病，盲目その他の苦しみに悩む民を助けられました。（マタ 9:36; 14:14; 20:34; ルカ 7:11-15。イザ 61:1と比較。）イエスはご自分の友ラザロが死んだため，またそのためにラザロの姉妹たちが悲嘆に暮れているのを見て，『うめき，涙を流されました』。（ヨハ 11:32-36）こうして，メシアなるイエスは，一種の前触れとして，他の人々の『病を担い，痛みを負い』ました。ご自分の力を犠牲にしてそうされたのです。（イザ 53:4; ルカ 8:43-48）イエスは預言の成就としてだけでなく，『自分からそう望んで』，そうされたのです。（マタ 8:2-4，16，17）さらに重要なこととして，イエスは人々に霊的な健康と罪の許しをもたらされました。そうする権威が与えられていたのです。なぜなら，キリストであるイエスは，贖いの犠牲となるよう，あらかじめ定められており，実際，苦しみの杭の上で終わる死へのバプテスマをすでに受けておられるところだったからです。―イザ 53:4-8，11，12。マタ 9:2-8; 20:28; マル 10:38，39; ルカ 12:50と比較。
「“くすしい助言者”」  祭司には神の律法やご意志に関して民を教育する責任がありました。（マラ 2:7）また，イエスは王なるメシア，つまり予告されていた『エッサイ[ダビデの父]の切り株から出る小枝』として，『知恵，計り事，力強さ，知識，ならびにエホバへの恐れによってエホバの霊』を表わさなければなりませんでした。その結果，神を恐れる人々は「彼の楽しみ」を見いだすことになりました。（イザ 11:1-3）「ソロモン以上の」方（マタ 12:42）であられたイエスの教えに見られる比類のない知恵は，イエスが確かに神のみ子であり，福音書の記述が単なる不完全な人間の思考，もしくは想像の産物ではあり得ないことを示す最も強力な証拠の一つです。
イエスは神のみ言葉やご意志に関する知識，人間の性質に関する理解，質問や問題の核心に触れる能力により，また日常生活の諸問題の解決策を示すことによって，ご自分が約束の「“くすしい助言者”」（イザ 9:6）であることを実証されました。広く知られた山上の垂訓はそのことを示す最も良い例です。（マタ 5-7章）その中のイエスの助言は，真の幸福を見いだす方法，不和の解決の仕方，不道徳を避ける方法，敵意を示す人の扱い方，偽善の全くない義を実践する方法，生活に必要な物質上のものに対する正しい態度，神の寛大さに対する確信，他の人との正しい関係を保つための黄金律，宗教上の欺まんを見抜く方法，安全な将来のために建てる方法などを示しています。群衆は，「その教え方に驚き入ってい（まし）た。権威のある人のように教えておられ，彼らの書士たちのようではなかったから」です。









^ ***喜歌 20番 あなたは貴重な子を与えてくださった***
20番
あなたは貴重な子を与えてくださった
（ヨハネ第一 4:9）
1. 愛のエホバ 天の父よ
人を許す 贖いで
あなたの愛 学んだ時
生きる意味に光差した
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
2. 愛のエホバ 真の神よ
人を迎え 友となる
あなたの子が命懸けて
神への道 切り開いた
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
（結尾）
愛のエホバ あなただけに
今日も祈る 感謝を込めて
（ヨハ 3:16; 15:13も参照。）



^ ***近 138–147ページ エホバは，「多くの人と引き換える贖い」を備える***
第14章
エホバは，「多くの人と引き換える贖い」を備える
「創造物すべては……共にうめき，共に苦痛を抱いているのです」。（ローマ 8:22）このような言葉で，使徒パウロは，わたしたちが陥っている惨めな状況を描写しています。人間の観点からすると，苦しみ，罪，死からの逃れ道は全くないように思えます。しかしエホバには，人間のような限界がありません。（民数記 23:19）公正の神は，苦難からの逃れ道を備えてくださっています。それは，贖いと呼ばれています。
2 贖いは，人類に対するエホバの最大の贈り物です。贖いによって，罪と死からの救出が可能になります。（エフェソス 1:7）贖いは，天あるいは楽園の地における永遠の命という希望の土台です。（ルカ 23:43。ヨハネ 3:16。ペテロ第一 1:4）しかし，厳密に言って，贖いとは何でしょうか。贖いから，エホバの最高度の公正についてどんなことを学べるでしょうか。
贖いが必要になったいきさつ
3 贖いは，アダムの罪のゆえに必要になりました。神に背いたアダムは，病気，悲しみ，苦痛，死などを遺産として子孫に残しました。（創世記 2:17。ローマ 8:20）神は，感傷に負けて死刑判決に安易に手心を加えるわけにはいきませんでした。そうするなら，「罪の報いは死」という律法を自ら無視することになったからです。（ローマ 6:23）そして，公正の規準をエホバが自ら無効にするなら，全宇宙は混乱と無法状態に陥ってしまうでしょう。
4 第12章で見たとおり，エデンでの反逆は，それより大きな論争を幾つか提起しました。サタンは神の良い名に暗い影を投じました。事実上，エホバは偽り者で，被造物から自由を奪っている残酷な独裁者である，と非難したのです。（創世記 3:1-5）また，義にかなった人間で地を満たすという神の目的を表面的にくじくことにより，サタンは神に失敗者のレッテルを張りました。（創世記 1:28。イザヤ 55:10，11）こうした挑戦にエホバが応じないなら，理知ある被造物の多くは神の支配権に対する確信を多少なりとも失ってしまうでしょう。
5 さらにサタンは，エホバの忠節な僕たちを中傷し，その者たちは利己的な動機で神に仕えているだけで，圧力を受ければ神に対する忠実を保つ者はひとりもいない，と非難しました。（ヨブ 1:9-11）これらの論争は，人間の経験する窮状よりもはるかに重大でした。エホバはサタンの中傷的な非難に応じざるを得ないとお感じになりましたが，それは正当なことでした。とはいえ，神はどうすれば，こうした論争に決着をつけ，同時に人類を救うことができるのでしょうか。
贖い ― 等価のもの
6 エホバの解決策は，最高度の憐れみと深遠な公正を兼ね備えており，いかなる人間も考え出せないものでした。そのうえ，見事なまでに簡明なものでした。その解決策は，買い取り，和解，請け戻し，なだめ，贖罪など，様々に表現されています。（詩編 49:8。ダニエル 9:24。ガラテア 3:13。コロサイ 1:20。ヘブライ 2:17）とはいえ，事の本質を最もよく言い表わしている表現は，イエスご自身がお用いになったものでしょう。こう述べておられます。『人の子は，仕えてもらうためではなく，むしろ仕え，自分の魂を，多くの人と引き換える贖い[ギリシャ語，リュトロン]として与えるために来ました』。―マタイ 20:28。
7 贖いとは何ですか。ここで用いられているギリシャ語は，「解き放つ，釈放する」を意味する動詞から派生しています。この語は，戦争捕虜の釈放と引き換えに支払われる金銭を指して用いられました。ですから基本的に，贖いは，何かを買い戻すために支払われるものと定義することができます。ヘブライ語聖書中で「贖い」と訳されている語（コーフェル）は，「覆う」を意味する動詞から派生しています。例えば，神はノアに，あなたは箱船をタールで「覆わ」（同じ語の変化形）ねばならない，とお命じになりました。（創世記 6:14）それで，贖うとは罪を覆うことでもある，ということが分かります。―詩編 65:3。
8 意味深いことに，「新約聖書神学辞典」（英語）によると，この語（コーフェル）が「表わしているのは常に，等価のもの」つまり対応するものです。例えば，契約の箱の覆いは，箱本体に対応した形状をしていました。同様に，罪を贖う，つまり覆うには，その罪ゆえに生じた損害に全く対応する，つまりそれを全く覆う代価を支払わなければなりません。そのため，イスラエルに対する神の律法はこう述べていました。「魂には魂，目には目，歯には歯，手には手，足には足である」。―申命記 19:21。
9 アベル以降の信仰の人々は，神に動物の犠牲をささげました。そうすることによって，罪と請け戻しの必要性とを自覚していることを実証し，「胤」によってもたらすと神が約束しておられる解放に対する信仰も示したのです。（創世記 3:15; 4:1-4。レビ記 17:11。ヘブライ 11:4）エホバはそうした犠牲をよしとされ，それら崇拝者たちに良い立場をお与えになりました。しかし，どんなに良いものでも，動物の捧げ物はしるしにすぎませんでした。動物は人間より劣るものなので，人の罪を本当に覆うことはできなかったのです。（詩編 8:4-8）それゆえ聖書は，「雄牛ややぎの血は罪を取り去ることができない」と述べています。（ヘブライ 10:1-4）そのような犠牲は，来たるべき真の贖いの犠牲を指し示す，描画的あるいは象徴的なものでしかありませんでした。
「対応する贖い」
10 「アダムにあってすべての人が死んでゆく」と使徒パウロは述べています。（コリント第一 15:22）それゆえ，贖いを行なうには，アダムと厳密に等価なもの，すなわち完全な人間の死が必要でした。（ローマ 5:14）別の種類の被造物では，公正のはかりを釣り合わせることはできません。完全な人間，つまりアダムに起因する死刑宣告のもとにない人だけが，「対応する贖い」，すなわちアダムに完全に対応する贖いをささげることができました。（テモテ第一 2:6）アダムの子孫一人一人に対応させるために膨大な数の人間を犠牲とする必要はありません。使徒パウロは，『一人の人[アダム]を通して罪が世に入り，罪を通して死が入った』と説明しています。（ローマ 5:12）そして，「死がひとりの人を通して来たので」，神は「ひとりの人を通して」人類の請け戻しの備えをされました。（コリント第一 15:21）どのようにでしょうか。
11 エホバは，一人の完全な人間が自らの命を自発的に犠牲とするように取り決められました。ローマ 6章23節によれば，「罪の報いは死です」。贖いとなる者は，自らの命を犠牲とすることにより，『すべての人のために死を味わい』ます。言い換えると，アダムの罪によって生じたものに対する支払いをするのです。（ヘブライ 2:9。コリント第二 5:21。ペテロ第一 2:24）これには，法的に深い意義があります。贖いは，アダムの子孫である従順な人々が負っている死刑宣告を無効にすることにより，まさに本源において罪の破壊的な力を断ち切るのです。 ―ローマ 5:16。
12 例えで考えてみましょう。あなたの住んでいる町では，住民の大半が同じ大きな工場で働いています。あなたも近所の人たちも，良い給料をもらい，快適な生活を送っています。ところが，ある日，工場が閉鎖されます。なぜでしょうか。工場長が不正を働き，事業を破産に追い込んだのです。あなたも近所の人たちも突然に職を失い，日常の支払いができなくなります。配偶者，子ども，債権者たちも，工場長ひとりの不正行為のためにつらい経験をします。問題解決の道があるでしょうか。あります！ 一人の裕福な慈善家が，事態に介入しようと決心してくれます。その人は，その会社の価値を高く評価しており，大勢の従業員とその家族にも同情しています。それで，会社の負債をみな支払って，工場を再開するよう取り計らいます。その一つの負債を帳消しにしたことにより，大勢の従業員とその家族，さらには債権者たちも救済されます。それと同様に，アダムの負債を帳消しにすることにより，膨大な数の人に益が及ぶのです。
だれが贖いを備えるか
13 「世の罪を取り去る……子羊」を備えることができるのはエホバだけでした。（ヨハネ 1:29）しかし神は，人類を救出するため，み使いならだれでもよいから遣わす，ということはされませんでした。むしろ，エホバの僕たちに対するサタンの非難に究極かつ決定的な答えを提出できる方を遣わされました。そうです，エホバは最大の犠牲を払い，ご自分の独り子，ご自分が「特別の親愛の情を抱く者」をお遣わしになったのです。（箴言 8:30）神のみ子は進んで，天的な性質の「自分を無に」しました。（フィリピ 2:7）エホバは奇跡により，ご自分の天的な初子の命および人格の型を，ユダヤ人の処女マリアの子宮に移されました。（ルカ 1:27，35）人間となったみ子は，イエスと呼ばれることになります。しかし，法的な意味では，第二のアダムと呼ぶことができました。アダムに完全に対応していたからです。（コリント第一 15:45，47）そのためイエスは，罪を負った人類のための贖いの犠牲として自分自身をささげることができました。
14 その贖いは，だれに対して支払われるのでしょうか。詩編 49編7節は，贖いは「神に」支払われる，と明言しています。しかし，そもそも贖いを取り決めているのはエホバではないでしょうか。そのとおりです。しかし，だからといって贖いが，お金を一つのポケットから別のポケットに移すかのような，無意味で形式的な交換となってしまうわけではありません。贖いは物理的な交換ではなく，法的な取り引きである，という点を理解しておかなければなりません。エホバは，自ら非常に大きな代償まで払って贖いの支払いを可能にすることにより，ご自身の完全な公正を揺らぐことなく固守していることを実証されました。―創世記 22:7，8，11-13。ヘブライ 11:17。ヤコブ 1:17。
15 西暦33年の春，イエス･キリストは，贖いの支払いに至る苦しい試練に進んで服しました。虚偽の告発によって捕縛され，有罪の宣告を受け，処刑用の杭にくぎづけにされることを甘受したのです。イエスがそれほどまでに苦しみを受けることは本当に必要だったのでしょうか。必要でした。神の僕たちの忠誠に関する論争に決着をつけなければならなかったからです。意義深いことに，神は幼子イエスがヘロデに殺されることは許されませんでした。（マタイ 2:13-18）しかし，成人したイエスは，論争点を十分に理解した上で，サタンの猛攻に耐えることができました。 イエスは恐るべき仕打ちを受けたにもかかわらず，『忠節で，偽りも汚れもなく，罪人から分けられた』状態を保ち，エホバには試練のもとでも忠実を保つ僕たちが確かにいることを劇的なほど決定的に証明しました。（ヘブライ 7:26）だからこそ，イエスは死の直前に，「成し遂げられた！」と勝利の叫びを上げたのです。―ヨハネ 19:30。
請け戻しの業をなし終える
16 イエスは，請け戻しの業をまだなし終えていませんでした。死から3日目に，エホバはイエスを死人の中からよみがえらせました。（使徒 3:15; 10:40）この極めて重要な行為により，エホバはみ子に，忠実な奉仕に対する報いだけでなく，神の大祭司として請け戻しの業を終える機会もお与えになりました。（ローマ 1:4。コリント第一 15:3-8）使徒パウロはこう説明しています。「キリストは，……大祭司として来た時，……そうです，やぎや若い雄牛の血ではなく，ご自身の血を携え，ただ一度かぎり聖なる場所に入り，わたしたちのために永遠の救出を得てくださったのです。キリストは，実体の写しである，手で造った聖なる場所にではなく，天そのものに入られたのであり，今やわたしたちのために神ご自身の前に出てくださるのです」。―ヘブライ 9:11，12，24。
17 キリストは，文字どおりの自分の血を天に携え入れることはできませんでした。（コリント第一 15:50）その代わりに，血が象徴するもの，つまり犠牲とした完全な人間の命の法的価値を携えて行きました。そして，その命の価値を，罪を負った人類と引き換える贖いとして，神ご自身の前に正式に差し出しました。エホバは，その犠牲を受け入れられたでしょうか。そうされました。そのことは，西暦33年のペンテコステの日，エルサレムにいた120人ほどの弟子たちの上に聖霊が注ぎ出された時に明らかになりました。（使徒 2:1-4）それは興奮を誘う出来事でしたが，そのとき贖いは驚くべき益を及ぼし始めたにすぎませんでした。
贖いの益
18 パウロがコロサイ人への手紙の中で説明しているとおり，神は，イエスが苦しみの杭の上で流した血を通して平和を作ることにより，他のすべてのものをキリストを通してご自分と和解させることをよしとされました。さらに，パウロの説明によると，この和解には，人々の二つの別個のグループが関係しています。すなわち，「天にあるもの」と「地上のもの」です。（コロサイ 1:19，20。エフェソス 1:10）第一のグループは，天的な祭司として奉仕し，キリスト･イエスと共に王として地を支配する希望を与えられる，14万4,000人のクリスチャンで構成されます。（啓示 5:9，10; 7:4; 14:1-3）その者たちを通して，贖いの益は1,000年間にわたって徐々に，従順な人類に適用されてゆきます。―コリント第一 15:24-26。啓示 20:6; 21:3，4。
19 「地上のもの」とは，地上の楽園で完全な命を享受する見込みを持つ人々のことです。啓示 7章9-17節はその人々のことを，来たるべき「大患難」を生き残る「大群衆」と呼んでいます。とはいえ，その人々は，贖いの益を享受するのをその時まで待つ必要はありません。すでに，『自分の長い衣を子羊の血で洗って白くして』います。贖いに信仰を働かせるゆえに，今でも，その愛ある備えから霊的な益を受けています。神の友として義と宣せられているのです。（ヤコブ 2:23）イエスの犠牲の結果として，『はばかりのないことばで過分のご親切のみ座に近づく』ことができます。（ヘブライ 4:14-16）過ちを犯した時には，真の許しを得ることができます。（エフェソス 1:7）不完全な者ではあっても，清められた良心を持っています。（ヘブライ 9:9; 10:22。ペテロ第一 3:21）ですから，神との和解は，将来に期待される事柄ではなく，今生じている現実なのです。（コリント第二 5:19，20）この人々は，千年期の間に徐々に「腐朽への奴隷状態から自由にされ」，ついには「神の子供の栄光ある自由を持つ」ようになります。―ローマ 8:21。
20 贖いについて，「イエス･キリストを通してただ神に感謝すべきです！」（ローマ 7:25）贖いは原理的には単純なものですが，その奥深さを考えるとき，わたしたちは畏怖の念に満たされます。（ローマ 11:33）そして，感謝の気持ちを抱いて贖いについて黙想するなら，心を動かされ，公正の神にいっそう引き寄せられます。詩編作者と同様，わたしたちにも，「義と公正を愛される方」エホバをたたえるべき理由が十分にあるのです。―詩編 33:5。
[脚注]
アダムとエバは贖いの益にあずかれませんでした。モーセの律法には，故意の殺人者に関する次の原則がありました。「あなた方は，死に価する殺人者の魂のための贖いを受け取ってはならない」。（民数記 35:31）アダムとエバは故意に，それと知りつつ神に背いたのですから，明らかに死に価しました。そのようにして，永遠の命の見込みを捨てたのです。
アダムの罪との釣り合いを取るため，イエスは，完全な子どもとしてではなく，完全な大人の男子として死ななければなりませんでした。アダムの罪は故意のものであり，行為の重大性とその結果を十分に知りながら犯された，という点を思い出してください。ですからイエスが「最後のアダム」となって罪を覆うには，エホバに対する忠誠を保つことを，円熟性と知識に基づいて選ぶ必要がありました。（コリント第一 15:45，47）そのようにして，犠牲の死を含むイエスの忠実な全生涯は，「正しさを立証する一つの行為」としての役割を果たしました。―ローマ 5:18，19。
黙想のための質問
民数記 3:39-51 贖いが厳密に等価であることが不可欠なのはなぜですか
詩編 49:7，8 わたしたちは贖いを備えてくださった神に負い目がある，と言えるのはなぜですか
イザヤ 43:25 この聖句は，エホバが贖いを備えた主な理由は人間の救いではないことをどのように示していますか
コリント第一 6:20 贖いは，わたしたちの行状や生き方にどんな影響を及ぼすはずですか
[研究用の質問]
1，2 聖書は人類の状況をどのように描写していますか。唯一の逃れ道は何ですか。
 3 （イ）贖いが必要になったのはなぜですか。（ロ）神が，アダムの子孫に対する死刑判決に安易に手心を加えるわけにいかなかったのはなぜですか。
4，5 （イ）サタンはどのように神を中傷しましたか。エホバがそうした挑戦に応じざるを得なかったのはなぜですか。（ロ）サタンは，エホバの忠節な僕たちに関して，何と非難しましたか。
 6 人類を救う神の手段を言い表わすため，聖書ではどんな表現が用いられていますか。
7，8 （イ）聖書中の「贖い」という語にはどんな意味がありますか。（ロ）贖いには，等価という概念がどのように含まれていますか。
 9 信仰の人々が動物の犠牲をささげたのはなぜですか。エホバはそうした犠牲をどうみなされましたか。
10 （イ）贖いとなる者はだれに対応しなければなりませんでしたか。なぜですか。（ロ）ただ一人の人間の犠牲が必要だったのはなぜですか。
11 （イ）贖いとなる者はどのように『すべての人のために死を味わい』ますか。（ロ）アダムとエバが贖いの益にあずかれなかったのはなぜですか。（脚注をご覧ください。）
12 一つの負債を返済することによって多くの人に益が及ぶことを，例えで説明してください。
13，14 （イ）エホバは人類のための贖いをどのように備えましたか。（ロ）贖いは，だれに対して支払われますか。そうした支払いが必要なのはなぜですか。
15 イエスが苦しみを受けて死ぬことは，なぜ必要でしたか。
16，17 （イ）イエスは請け戻しの業をどのように続けましたか。（ロ）イエスが「わたしたちのために神ご自身の前に」出てくださることが必要だったのはなぜですか。
18，19 （イ）キリストの血によって可能になった和解から，どんな二つのグループの人々が益を得ますか。（ロ）「大群衆」に属する人々は，現在と将来において，贖いのどんな益を受けますか。
20 贖いについてじっくり考えるとき，あなたはどんな気持ちになりますか。
[140ページの図版]
「すべての人のための対応する贖い」
​​​​​​



^ ***近 230–239ページ 「彼がまずわたしたちを愛してくださった」***
第23章
「彼がまずわたしたちを愛してくださった」
今から2,000年近く昔の，ある春の日，無実の男性が裁判にかけられ，身に覚えのない犯罪の容疑で有罪判決を受け，責め苦を受けて殺されました。それは，残酷で不正な処刑として史上初のものではなく，悲しいことに，最後のものでもありませんでした。とはいえ，その死は，他のどんな死とも異なっていました。
2 その人が苦悶のうちに命を終えようとしていた時，天そのものが，事の重大さをしるしづけました。真昼なのに，突然，闇が下って地を覆ったのです。ある歴史家の言葉を借りると，「日の光がなくなって」しまいました。（ルカ 23:44，45）その後，その人は息を引き取る直前に，「成し遂げられた！」という忘れがたい言葉を述べました。確かに，その人は自分の命をなげうつことにより，驚嘆すべき事柄を成し遂げました。その犠牲は，人間の行なった愛の行為のうちで最大のものだったのです。―ヨハネ 15:13; 19:30。
3 言うまでもなく，その人はイエス･キリストです。その陰うつな日，つまり西暦33年ニサン14日にイエスが経験した苦しみと死はよく知られています。とはいえ，しばしば一つの重要な事実が無視されています。イエスは極度の苦しみを味わいましたが，もっとひどい苦しみを味わった方がおられます。実のところ，その日にもっと大きな犠牲を払った方がおられるのです。その犠牲は，宇宙において行なわれた愛の行為のうちで最大のものでした。どんな行為だったのでしょうか。その答えは，エホバの愛という，最も重要な論題の適切な序論となります。
最大の愛の行為
4 イエスの処刑を指揮したローマの百人隊長は，イエスの死の前に生じた闇と，死後に生じた激しい地震に大いに驚きました。そして，「確かにこれは神の子であった」と言いました。（マタイ 27:54）イエスが普通の人間でないことは明らかでした。その軍人は，至高の神の独り子の処刑に手を貸したのです。では，このみ子は，み父にとってどれほど大切な方だったのでしょうか。
5 聖書はイエスを，「全創造物の初子」と呼んでいます。（コロサイ 1:15）考えてもみてください。エホバのみ子は，物質宇宙が生まれるより前から存在していたのです。では，み父とみ子はどれほど長いあいだ共におられたのでしょうか。宇宙の年齢を130億年と推定する科学者たちがいます。あなたは，それほどの長さの時間を想像できますか。科学者の推定による宇宙の年齢を理解する助けとして，あるプラネタリウムには，長さ110㍍ほどの年代表があります。訪れた人がその年代表に沿って歩くとき，1歩は，宇宙の存在期間における約7,500万年に相当します。年代表の最後に，人類史の全期間が，何と人の髪の毛ほどの太さの線1本で示されています。この推定が正確であるとして，その年代表全体をもってしても，エホバのみ子の命の長さを表わすには足りません。それほどの年月の間，み子は何を行なっておられたのでしょうか。
6 み子は，み父の用いる「優れた働き手」として喜んで仕えていました。（箴言 8:30）聖書はこう述べています。「[み子]を離れて存在するようになったものは一つもない」。（ヨハネ 1:3）ですから，み子はエホバと共に働いて，他のすべてのものを生み出したのです。お二方は，何と胸の躍る幸福な時を過ごされたのでしょう。さて，たいていの人は親子の間の愛が極めて強いことを認めます。また，愛は「結合の完全なきずな」です。（コロサイ 3:14）では，先に述べたような果てしなく長い期間にわたって存在しているきずなの持つ力は，わたしたちには見当もつかないのではないでしょうか。エホバ神とみ子が，他のすべてに勝る最も強い愛のきずなで結ばれていることに，疑問の余地はありません。
7 それにもかかわらず，み父はみ子を地球に遣わし，人間の赤子として生まれるようにされました。そうすることは，エホバにとって，愛するみ子と幾十年かのあいだ天で親しく交われないことを意味しました。イエスが成長して完全な大人になるのを，エホバは天から，強い関心をもってご覧になりました。イエスは，およそ30歳の時にバプテスマを受けました。エホバがイエスについてどうお感じになったかは，推測するまでもありません。み父ご自身が，天からこう言われました。「これはわたしの子，わたしの愛する者である。この者をわたしは是認した」。（マタイ 3:17）イエスが，預言されていた事柄すべてと求められている事柄すべてを忠実に行なうのを見て，み父は大いに喜ばれたに違いありません。―ヨハネ 5:36; 17:4。
8 しかし，西暦33年ニサン14日，エホバはどうお感じになったでしょうか。イエスが裏切られ，次いで夜間に暴徒に捕縛された時，どうお感じになったでしょうか。イエスが友に見捨てられ，不法な裁判にかけられた時はどうでしょうか。あざけられ，つばを吐きかけられ，こぶしで殴られた時は，また，むち打たれ，背中の皮膚がひも状に裂けた時はどうでしょう。手足をくぎづけにされて木の柱に掛けられ，人々からののしられるままにされた時はどうでしょう。愛するみ子が激痛にもだえながらみ父に向かって呼ばわった時，み父はどうお感じになったでしょうか。イエスが息を引き取り，すべての創造の業の開始以来初めて，愛するみ子が存在しなくなった時，エホバはどうお感じになったでしょうか。―マタイ 26:14-16，46，47，56，59，67; 27:38-44，46。ヨハネ 19:1。
9 わたしたちは言葉を失います。エホバは感情を持つ方です。そのエホバがみ子の死に関して味わわれた苦痛を言葉で表現することなど，わたしたちにはできません。表現できるのは，み子の死をお許しになったエホバの動機に関してです。み父はなぜ，そのような感情を忍ばれたのでしょうか。エホバはヨハネ 3章16節で，素晴らしい事柄を明らかにしておられます。その聖句は非常に重要なので，縮小版福音書とも呼ばれています。そこにはこうあります。「神は世を深く愛してご自分の独り子を与え，だれでも彼に信仰を働かせる者が滅ぼされないで，永遠の命を持てるようにされた」。したがって，エホバの動機はこの愛だったのです。み子を遣わして，わたしたちのために苦しみと死を経験させるというエホバの贈り物は，史上最大の愛の行為でした。
神の愛を定義する
10 この「愛」という語にはどんな意味があるのでしょうか。愛は人間が最も必要とするものである，と言われます。生まれてから死ぬまで，人々は愛を懸命に求め，愛の温かさを感じながら生きてゆきます。愛が足りないと，ふさぎ込んだり，死んだりすることさえあります。とはいえ愛は，意外なほど定義しにくいものです。もちろん，人々はよく愛を話題にします。愛に関する本や歌や詩は次々と生み出されています。しかし，必ずしもそれによって愛の意味が明確になるわけではありません。実のところ，この語があまりにも乱用されているため，その本当の意味はますますあやふやになっているようです。
11 しかし聖書は，愛について明確に教えています。バインの「新約聖書用語解説辞典」（英語）には，「愛はそれが促す行動によってのみ知られる」とあります。エホバの行動に関する聖書の記録は，神の愛，つまり神がご自分の被造物に対して抱く情け深い愛情について多くのことを教えています。この特質をいっそう明らかにする例として，先に述べたエホバご自身の最高の愛の行為に勝るものがあるでしょうか。本書のこの後の幾つかの章では，エホバの愛が発揮された他の多くの例を取り上げます。さらに，聖書で用いられている，「愛」に相当する幾つかの原語からも，洞察を得ることができます。古代ギリシャ語には，「愛」に相当する語が四つありました。 そのうち，クリスチャン･ギリシャ語聖書で最も多く用いられているのはアガペーです。ある聖書辞典はこれを，「愛を表わす，考え得る最も強力な語」と呼んでいます。なぜでしょうか。
12 アガペーは，原則に導かれた愛を指します。ですからそれは，他の人に対する単なる感情的な反応以上のものです。意味範囲がより広く，より深い考察と熟慮が基盤となっています。何にも増して，アガペーは全く無私のものです。例として，ヨハネ 3章16節をもう一度見てみましょう。神が独り子を与えるほど深く愛された「世」とは何でしょうか。それは，請け戻すことのできる人類の世です。その中には，罪深い生き方をしている大勢の人々が含まれます。エホバはその一人一人を，忠実なアブラハムを愛したのと同じように，個人的な友として愛されるのでしょうか。（ヤコブ 2:23）そうではありません。しかしエホバは，すべての人に愛をもって善を施しておられます。ご自分に大きな代償が求められてもそうされます。すべての人が悔い改め，歩みを変化させることを願っておられるのです。（ペテロ第二 3:9）多くの人がそうしており，神はそのような人々をご自分の友として喜んで受け入れておられます。
13 しかし，アガペーを誤解する人たちもいます。それが，冷たい理知的な愛を意味する，と考えているのです。ところが実際には，多くの場合，アガペーには温かい個人的な愛情が含まれています。例えば，ヨハネが『父はみ子を愛しておられる』と述べた時，アガペーの一形態が用いられました。この愛は，温かい愛情の伴わないものでしょうか。イエスが『父は子に愛情を持っておられる』と言われたことにも注目してください。そこではフィレオーの変化形が用いられています。（ヨハネ 3:35; 5:20）多くの場合，エホバの愛には優しい愛情が含まれているのです。しかし，神の愛は，単なる感傷に左右されたりはしません。常に，神の賢明で公正な原則に導かれています。
14 すでに見たとおり，エホバの特質すべては真正，完璧，魅力的です。とはいえ，すべての中で最も魅力的なのは愛です。わたしたちをエホバに引き寄せる点で，それ以上に強力なものはありません。喜ばしいことに，愛は神の支配的な特質でもあります。どうしてそう言えるでしょうか。
『神は愛である』
15 聖書が愛について述べているある事柄は，エホバの他の主要な属性については一度も述べられていません。聖書には，神は力であるとか，神は公正である，あるいは知恵であるなどとは書かれていません。神はそれらの特質を有しておられ，それらの究極の源であり，それら三つの特質すべてにおいて比類のない方です。しかし，ここで挙げる第4の属性については，『神は愛である』という，さらに意味深いことが述べられています。 （ヨハネ第一 4:8）これは，どういう意味でしょうか。
16 『神は愛である』とは，“神イコール愛”というような単純な等式ではありません。この陳述を逆にして，「愛は神である」と言うことはできません。エホバは抽象的な特質などではありません。愛のほかにも様々な感情や特性を持つ人格的存在です。とはいえ，愛はエホバに深く根ざしています。そのため，ある参考文献はこの聖句について，「神の真髄あるいは本質は愛である」と述べています。大まかに言って，愛について次のように考えることができるでしょう。エホバの力は，エホバが行動することを可能にします。公正と知恵は，エホバの行動の仕方を導きます。それに対し，エホバの愛は，エホバが行動する動機となります。そして愛は，他の属性の用い方に常に表われています。
17 エホバはまさに愛を具現した方である，とよく言われます。ですから，原則に基づく愛について学びたい人は，エホバについて学ばなければなりません。もちろん，この美しい特質は人間のうちにも見られます。しかし，それが人間にもあるのはなぜでしょうか。エホバは創造の際，明らかにみ子に対して，こう言われました。『わたしたちの像に，わたしたちと似た様に人を造ろう』。（創世記 1:26）愛を働かせたい，そのようにして天の父を見倣いたいと考えるのは，地上の全被造物の中で人間だけです。思い出してください。エホバは，ご自分の主要な属性の象徴として幾つかの生き物をお用いになりました。ところが，ご自分の支配的な特質である愛の象徴としては，地上の創造物の中で最高のものである人間をお選びになったのです。―エゼキエル 1:10。
18 わたしたちは，無私の気持ちから原則に基づいた仕方で愛するとき，エホバの支配的な特質を反映していることになります。使徒ヨハネが書いたとおりです。「わたしたちは，彼がまずわたしたちを愛してくださったので愛するのです」。（ヨハネ第一 4:19）では，どのような点でエホバはまず愛してくださったでしょうか。
エホバは自ら進んで行動された
19 愛は新しいものではありません。そもそも，エホバは何に動かされて創造の業を始められたのでしょうか。ひとりで寂しかったからでも，交友関係を必要としたからでもありません。エホバはすべてを備えた全き方であり，何かに欠けていて他の者に供給してもらわなければならない，というようなことはありません。しかし神は，自然なこととして，能動的な特質である愛に動かされ，生きる喜びを，その賜物の価値を認識できる理知ある被造物と分かち合うことを望まれました。「神による創造の初め」は，神の独り子でした。（啓示 3:14）次いで，エホバはその優れた働き手を用いて，他のすべてのものを生み出されました。まず生み出されたのは，み使いたちでした。（ヨブ 38:4，7。コロサイ 1:16）それら強大な霊者たちは，自由と理知と感情を与えられ，互いどうしの，そして何よりもエホバ神との愛ある結び付きを築く機会に恵まれていました。（コリント第二 3:17）ですから，それら霊者たちは，まず愛されたので愛したのです。
20 人類に関しても同じことが言えます。アダムとエバは，最初から，いわば愛に包まれていました。エデンにある楽園の住みかのどこを見ても，自分たちに対するみ父の愛の証拠を見ることができたのです。聖書のこの言葉に注目してください。「エホバ神はエデンに，その東のほうに園を設け，ご自分が形造った人をそこに置かれた」。（創世記 2:8）あなたは，とても美しい公園に行ったことがおありですか。そこで一番心地よかったのは何ですか。あずまやに射す木漏れ日でしょうか。花壇で咲き誇る，色とりどりの花ですか。小川のせせらぎ，鳥のさえずり，虫の羽音などのバックグラウンド･ミュージックでしょうか。木々や果物や花の香りはどうですか。いずれにせよ，今日のどんな公園も，エデンの園とは比べものになりません。なぜでしょうか。
21 エデンの園は，エホバご自身によって設けられたものでした。言葉に表わせないほど魅力的な所であったに違いありません。目に麗しい樹木や，おいしい果物を産する木々がそろっていました。園はよく潤い，広々としており，興味深い様々な動物によって活気にあふれていました。アダムとエバには，やりがいのある仕事や完全な伴侶など，幸福で充実した生活を送るのに必要なものがすべてありました。エホバがまず愛してくださったので，自分たちも同じようにして応じるべき十分の理由がありました。しかし，二人はそのようには応じませんでした。愛の気持ちから天の父に従うどころか，利己的な態度で反逆したのです。―創世記 2章。
22 それはエホバにとって非常につらいことであったに違いありません。とはいえ，その反逆のゆえに，神の愛ある心に苦々しい気持ちが生まれたでしょうか。そのようなことはありません。神の『愛ある親切[または「忠節な愛」，脚注]は定めのない時にまで及び』ます。（詩編 136:1）それゆえ，神は直ちに，アダムとエバの子孫のうち正しい性向を持つ者すべてを請け戻すための愛ある備えを設けるという目的を定められました。すでに見たとおり，そうした備えには愛するみ子の贖いの犠牲も含まれており，それはみ父に非常に高価な負担を強いるものでした。―ヨハネ第一 4:10。
23 そうです，エホバは初めから，自ら進んで人類に愛を示してこられました。数え切れないほど多くの点で，「まずわたしたちを愛してくださった」のです。愛は調和と喜びを促進します。ですから，エホバが「幸福な神」と呼ばれているのはもっともなことです。（テモテ第一 1:11）しかし，ここで一つの重要な質問が生じます。エホバは本当にわたしたち一人一人を愛しておられるのでしょうか。次の章では，その点を取り上げます。
[脚注]
「愛情を抱いている，好んでいる，（親友や兄弟に関して感じるように）好きである」を意味するフィレオーという動詞は，クリスチャン･ギリシャ語聖書で幾度も用いられています。テモテ第二 3章3節では，近親者間の愛であるストルゲーという語の一形態が用いられており，終わりの日にそのような愛が甚だしく欠如することが示されています。異性間のロマンティックな愛であるエロースはクリスチャン･ギリシャ語聖書では用いられていませんが，聖書はその種の愛についても論じています。―箴言 5:15-20。
聖書には，類似の構文の陳述がほかにもあります。例えば，『神は光である』，『神は焼き尽くす火である』と書かれています。（ヨハネ第一 1:5。ヘブライ 12:29）しかし，これらは隠喩として理解しなければなりません。エホバを物理的なものになぞらえているからです。エホバは，聖なる廉直な方であるゆえに，光に似ておられます。エホバには，「闇」つまり汚れが全くないのです。また，破壊する力をお用いになるがゆえに，火になぞらえることもできます。
黙想のための質問
詩編 63:1-11 わたしたちはエホバの愛をどのように評価すべきですか。その愛のゆえに，わたしたちはどんな確信を抱くことができますか
ホセア 11:1-4; 14:4-8 どんな点でエホバは，イスラエル（もしくはエフライム）に対する父親としての愛を示されましたか。どんな不従順の記録があったにもかかわらず，そうされましたか
マタイ 5:43-48 エホバは，人類一般に対する父親としての愛をどのように示しておられますか
ヨハネ 17:15-26 追随者たちのためのイエスの祈りは，わたしたちに対するエホバの愛をどのように保証していますか
[研究用の質問]
1-3 どんな点で，イエスの死は歴史上の他のどんな死とも異なっていましたか。
 4 ローマの軍人は，イエスが普通の人間でないことにどうして気づきましたか。そして，どんな結論を下しましたか。
 5 エホバとみ子が天で共に過ごされた長大な時間を，どんな例えで説明できますか。
 6 （イ）人間になる前，エホバのみ子は何を行なっておられましたか。（ロ）エホバとみ子の間には，どんなきずなが存在しますか。
 7 イエスがバプテスマを受けた時，エホバはみ子に対する気持ちをどのように表明されましたか。
8，9 （イ）西暦33年ニサン14日，イエスはどんな扱いを受けましたか。天の父はどんな気持ちになられたでしょうか。（ロ）み子が苦しみと死を経験するのをエホバがお許しになったのはなぜですか。
10 人間は何を必要としていますか。「愛」という語の意味はどうなっていますか。
11，12 （イ）何から，愛について多くのことを学べますか。なぜそう言えますか。（ロ）古代ギリシャ語では，愛がどのように類別されていますか。クリスチャン･ギリシャ語聖書では，「愛」に相当するどんな語が最も多く用いられていますか。（脚注もご覧ください。）（ハ）アガペーとは何ですか。
13，14 多くの場合，アガペーには温かい愛情が含まれますが，何がそのことを示していますか。
15 愛というエホバの属性について，聖書にはどんな陳述がありますか。その陳述はどんな点で特異なものですか。（脚注もご覧ください。）
16-18 （イ）聖書が『神は愛である』と述べているのはなぜですか。（ロ）地上の全被造物の中で人間が，愛というエホバの属性の象徴にふさわしいのはなぜですか。
19 エホバの創造の業において愛が重要な役割を果たしたと言えるのはなぜですか。
20，21 アダムとエバは，エホバが愛してくださっていることを示すどんな証拠を肌で感じることができましたか。しかし，二人はどのように応じましたか。
22 エデンでの反逆に対するエホバの対応は，神の愛が忠節なものであることをどのように証明しましたか。
23 エホバが「幸福な神」である理由の一つは何ですか。次の章では，どんな肝要な質問を取り上げますか。
[230ページの図版]
『神はご自分の独り子をお与えになった』
​​​​​​



^ ***追 172–181ページ 「これより大きな愛を持つ者はいません」***
第17章
「これより大きな愛を持つ者はいません」
「見よ，この人だ！」 ローマ総督ポンテオ･ピラトはそう述べて，総督の官邸の外に集まっている怒った暴徒に向かってイエス･キリストを指し示します。西暦33年の過ぎ越しの日の明け方のことです。（ヨハネ 19:5）ほんの数日前，イエスが神から任命された王としてエルサレムに勝利の入城をした時，群衆は歓呼してイエスを迎えました。しかしこの夜，敵意を抱く群衆はイエスについて全く違う見方をしています。
2 イエスは王族が着るような紫の長い衣をまとい，冠をかぶっています。とはいえ，むち打たれた背中のずたずたに裂けた血まみれの肉を覆う長い衣も，頭皮に押しつけられて出血を生じさせているいばらで編んだ冠も，イエスの王としての地位をあざ笑っているかのようです。祭司長たちにあおられた民衆は，目の前に立つ傷ついた男を退けます。祭司たちは，「杭につけろ！ 杭につけろ！」と叫びたてます。殺意を抱く民衆は，「彼は死に当たる者です」と声高に言います。―ヨハネ 19:1-7。
3 イエスは威厳と勇気をもって，屈辱と苦しみをじっと耐え忍びます。 死ぬ覚悟ができているのです。その過ぎ越しの日の後刻，苦しみの杭での苦痛を伴う死に進んで服します。―ヨハネ 19:17，18，30。
4 イエスは命をなげうつことにより，自分が追随者たちの真の友であることを証明しました。「友のために自分の魂をなげうつこと，これより大きな愛を持つ者はいません」とイエスは述べています。（ヨハネ 15:13）それで重要な質問が生じます。イエスがこうした苦しみすべてを経験して死ぬ必要が本当にあったのでしょうか。イエスが進んでそうしたのはなぜですか。イエスの「友」また追随者であるわたしたちはどのようにイエスの手本に見倣えますか。
イエスが苦しんで死ぬ必要があったのはなぜか
5 約束のメシアであるイエスは，自分がどうなるかが分かっていました。メシアの苦しみと死を詳細に予告したヘブライ語聖書中の数々の預言を知っていたのです。（イザヤ 53:3-7，12。ダニエル 9:26）一度ならず，ご自分を待ち受けている試練に対して弟子たちを備えさせました。（マルコ 8:31; 9:31）自分にとって最後の過ぎ越しのためにエルサレムへ向かっている時，使徒たちに具体的にこう告げました。「人の子は祭司長と書士たちのもとに引き渡され，彼らはこれを死罪に定めて諸国の人々に引き渡します。ついで彼らはこれを愚弄し，つばをかけ，むち打ち，そして殺します」。（マルコ 10:33，34）これは架空の話ではありませんでした。すでに見たように，イエスは実際に愚弄され，つばをかけられ，むち打たれ，殺されました。
6 それにしても，イエスが苦しんで死ぬ必要があったのはなぜですか。幾つかの極めて重大な理由がありました。第一に，イエスは忠節を保つことにより，自分の忠誠を証明し，エホバの主権を支持することになります。人間は私利私欲から神に仕えるに過ぎない，というサタンの偽りの主張を思い出してください。（ヨブ 2:1-5）イエスは「苦しみの杭の上での死に至るまで」ずっと忠実であることにより，根拠のないサタンのそしりに対するまさに決定的な答えを提出したのです。（フィリピ 2:8。箴言 27:11）第二に，メシアの苦しみと死によって，人々の罪のための贖いが備えられます。（イザヤ 53:5，10。ダニエル 9:24）イエスは「自分の魂を，多くの人と引き換える贖いとして」与え，わたしたちが神との是認された関係を持てるようにしてくださいました。（マタイ 20:28）第三に，あらゆる困難と苦しみを耐え忍ぶことにより，イエスは「すべての点でわたしたちと同じように試され」ました。それゆえに，「わたしたちの弱いところを思いやる」ことのできる同情心豊かな大祭司となっておられるのです。―ヘブライ 2:17，18; 4:15。
イエスが進んで自分の命を与えたのはなぜか
7 イエスが進んで行なった事柄をよく理解するために，こう考えてみてください。移住先の住民の大半に退けられて屈辱と苦しみを受け，最後には殺害される，ということが分かっていながら，家族と家を後にして外国に移り住もうとするような人が果たしているでしょうか。次に，イエスの行なったことに注目してください。地に来る前，イエスは天で恵まれた立場にあり，み父の傍らにいました。それなのに，進んで天の住まいを後にして人間として地に来ました。大多数の人に退けられ，ひどい屈辱と極度の苦しみを受け，苦痛の伴う死を遂げる，ということが分かっていながら，そうしたのです。（フィリピ 2:5-7）イエスがそれほどの犠牲を払った動機は何でしょうか。
8 何よりも，イエスを強く動かしたのはみ父への深い愛でした。イエスの忍耐はエホバへの愛の証拠でした。その愛ゆえに，イエスはみ父の名と評判を気にかけました。（マタイ 6:9。ヨハネ 17:1-6，26）とりわけ，み父の名に浴びせられてきた非難が除き去られるのを見たいと願っていました。それゆえ，義のために苦しむことを最高の誉れまた特権とみなしました。自分の忠誠がみ父の善なる美しい名を神聖なものとするのに貢献するということを知っていたからです。―歴代第一 29:13。
9 イエスが自分の命を差し出したことには別の動機もありました。人類への愛です。この愛を，まさに人類史の最初から抱いているのです。イエスが地に来るずっと前に，聖書はイエスの次のような気持ちを明らかにしています。「わたしが親愛の情を抱く事柄は人の子らに関してであった」。（箴言 8:30，31）イエスの愛は，地上にいた時にはっきり表われました。この本のこれまでの三つの章で見たように，イエスは人々全般に，そして特に追随者たちに様々な仕方で愛を示しました。それだけでなく，西暦33年のニサン14日，わたしたちのために進んで自分の魂を与えました。（ヨハネ 10:11）わたしたちへの愛を最高の仕方で実証してくださったのです。わたしたちはこの点でイエスを見倣うべきですか。そのとおりです。実のところ，そうするよう命じられています。
『わたしがあなた方を愛したとおりに，互いを愛しなさい』
10 イエスは亡くなる前の晩，ごく親しい弟子たちにこう告げました。「わたしはあなた方に新しいおきてを与えます。それは，あなた方が互いに愛し合うことです。つまり，わたしがあなた方を愛したとおりに，あなた方も互いを愛することです。あなた方の間に愛があれば，それによってすべての人は，あなた方がわたしの弟子であることを知るのです」。（ヨハネ 13:34，35）「互いを愛する」というのが，なぜ「新しいおきて」なのでしょうか。すでにモーセの律法が，「あなたの仲間[隣人]を自分自身のように愛さねばならない」と命じていました。（レビ記 19:18）しかし，新しいおきてはそれより大きな愛を求めています。他の人のために自分の命を与えるようわたしたちを動かす愛です。イエス自身がその点を明確にしてこう述べています。「わたしがあなた方を愛したとおりにあなた方が互いを愛すること，これがわたしのおきてです。友のために自分の魂をなげうつこと，これより大きな愛を持つ者はいません」。（ヨハネ 15:12，13）ですから，新しいおきてが命じているのは，「他の人を，自分自身のようにではなく，自分以上に愛しなさい」ということなのです。イエスはその生涯と死によって，そのような愛をまさしく体現なさいました。
11 新しいおきてに従うことが重要なのはなぜですか。イエスの言葉を思い出してください。「それ[自己犠牲的な愛]によってすべての人は，あなた方がわたしの弟子であることを知る」と述べておられます。自己犠牲的な愛は，わたしたちが真のクリスチャンであることを明らかにするのです。この愛は身分証バッジに似ています。エホバの証人の年ごとの地域大会に出席する人たちはバッジを着けます。そのバッジには名前と会衆名が記され，その人がだれであるかを明らかにします。互いへの自己犠牲的な愛は，本当のクリスチャンを明らかにする“バッジ”です。すなわち，わたしたちが互いに示し合う愛は，わたしたちが確かにキリストの真の追随者であることを周りの人に知らせるバッジ，つまりしるしとなるほど顕著であるべきなのです。各自こう自問するのは良いことです。『自己犠牲的な愛という“バッジ”は自分の生活の中ではっきり見えるだろうか』。
自己犠牲的な愛 ― 何が含まれるか
12 イエスの追随者であるわたしたちは，イエスが愛してくださったとおりに互いを愛する必要があります。これは，仲間の信者のために進んで犠牲を払うということです。どれほどのことまで行なう心構えでいなければなりませんか。聖書はこう述べています。「かの方が自分の魂をわたしたちのためになげうってくださったので，それによってわたしたちは愛を知るようになりました。それで，わたしたちは兄弟たちのために自分の魂をなげうつ務めがあります」。（ヨハネ第一 3:16）イエスと同じく，必要であれば互いのために死ぬ心構えでいなければならないのです。迫害下では，霊的な兄弟を裏切ってその命を危険にさらすくらいなら自分の命を犠牲にします。人種間や民族間の争いのある土地では，自分の命を危うくしてでも兄弟たちを人種や民族に関係なく守ろうとします。国家間の戦争が起きたなら，仲間の信者に対して武器を取ることはせず，投獄や死に直面するほうを選びます。実のところ他のだれに対しても武器を取りません。―ヨハネ 17:14，16。ヨハネ第一 3:10-12。
13 自己犠牲的な愛を示す方法は，兄弟たちのために進んで自分の命を差し出すことだけではありません。そもそも，そこまで大きな犠牲を払うことを求められる人は多くありません。とはいえ，兄弟たちのために死ねるほどの愛を抱いているなら，進んでそれより小さな犠牲を払い，いま労を惜しまずに兄弟たちを助けるのではありませんか。自己犠牲的であるとは，他の人のために自分の便益や安楽を放棄することを意味します。都合が悪くても自分より他の人の必要や福祉を優先するのです。（コリント第一 10:24）では，自己犠牲的な愛をどんな実際的な方法で示せるでしょうか。
会衆で，家庭で
14 会衆の長老たちは『群れを牧する』ために多くの犠牲を払っています。（ペテロ第一 5:2，3）自分の家族を世話するだけでなく，集会のプログラムの準備，牧羊訪問，審理問題の扱いなど，会衆の事柄に晩や週末の時間を使う必要があるでしょう。さらに，一層の犠牲を払い，大会で一生懸命働いたり，医療機関連絡委員会，患者訪問グループ，地区建設委員会で奉仕したりする長老も少なくありません。長老の皆さん，次のことを決して忘れないでください。皆さんは，進んで行なう精神をもって仕え，時間や体力や資産を費やして群れを牧することにより，自己犠牲的な愛を示しておられるのです。（コリント第二 12:15）その利他的な努力は，エホバからだけでなく，皆さんが牧する会衆の人たちからも高く評価されています。―フィリピ 2:29。ヘブライ 6:10。
15 では，長老の妻はどうですか。夫が群れを顧みることができるように，夫をよく支えているこの姉妹たちも犠牲を払っているのではないでしょうか。夫が会衆の事柄に時間を充てる必要があって家族と一緒に過ごせないとき，確かに妻には犠牲が求められます。旅行する監督の妻についても考えてみてください。夫と共に会衆から会衆へ，巡回区から巡回区へと移動するために，どんな犠牲を払っていますか。自分の家のない生活をし，おそらく毎週違うベッドや布団で眠らなければなりません。自分より会衆の益を進んで優先させる妻たちは，自己犠牲的な愛を惜しみなく表わしているゆえに称賛に値します。―フィリピ 2:3，4。
16 自己犠牲的な愛を家庭でどのように示せますか。親の皆さんは多くの犠牲を払って，お子さんを養い，「エホバの懲らしめと精神の規整とをもって」育てておられます。（エフェソス 6:4）日々の食物のため，また子どもに適切な衣服と住まいを備えるためだけでも，くたくたになる仕事を長時間しなければならないかもしれません。子どもが生活必需品に事欠くくらいなら自分が我慢しよう，と思っておられるでしょう。また，お子さんと研究し，クリスチャンの集会に連れて行き，野外宣教で共に働くためにも，多くの努力を傾けておられます。（申命記 6:6，7）あなたの自己犠牲的な愛は家族生活の創始者を喜ばせており，お子さんにとって永遠の命を意味するものとなるでしょう。―箴言 22:6。エフェソス 3:14，15。
17 夫の皆さん，自己犠牲的な愛を示す点でどのようにイエスに見倣えますか。聖書はこう答えています。「夫たちよ，妻を愛し続けなさい。キリストが会衆を愛し，そのためにご自分を引き渡されたのと同じようにです」。（エフェソス 5:25）すでに見たとおり，イエスは追随者たちを深く愛して彼らのために死にました。クリスチャンの夫はイエスのこの利他的な態度に見倣います。イエスは「自分を喜ばせることはされませんでした」。（ローマ 15:3）それで夫は，自分よりも妻の必要と益を進んで優先します。自分のやり方に固執せず，聖書から見て問題のない場合は進んで譲る態度を示します。自己犠牲的な愛を示す夫は，エホバの是認を得，妻と子どもの愛と敬意をかち得ます。
あなたはどうしますか
18 互いに愛し合うようにという新しいおきてに従ってゆくのは容易なことではありませんが，そうする強力な動機づけがあります。パウロはこう書いています。「キリストの持たれる愛がわたしたちに迫るのです。わたしたちはこのように判断しているからです。つまり，一人の人がすべての人のために死んだ，……そして，彼がすべての人のために死んだのは，生きている者たちがもはや自分のために生きず，自分たちのために死んでよみがえらされた方のために生きるためである，と」。（コリント第二 5:14，15）イエスがわたしたちのために死んでくださったので，わたしたちは迫るものを感じ，イエスのために生きたいと願うのではないでしょうか。自己犠牲的な愛についてのイエスの手本に倣うことにより，イエスのために生きることができます。
19 「友のために自分の魂をなげうつこと，これより大きな愛を持つ者はいません」というイエスの言葉は誇張ではありません。（ヨハネ 15:13）わたしたちのために進んで自分の魂をなげうったことは，わたしたちへのイエスの愛の最大の表明です。とはいえ，それよりさらに大きな愛を示してくださった方がおられます。イエスはこう説明しています。「神は世を深く愛してご自分の独り子を与え，だれでも彼に信仰を働かせる者が滅ぼされないで，永遠の命を持てるようにされた」。（ヨハネ 3:16）神はわたしたちを深く愛してみ子を贖いとして与え，罪と死からの救出を可能にしてくださいました。（エフェソス 1:7）贖いはエホバからの貴重な贈り物ですが，エホバは，受け取るようわたしたちに強要したりはされません。
20 エホバの贈り物を受け取るかどうかはわたしたち次第です。どのようにして受け取るのでしょうか。み子に「信仰を働かせる」ことによってです。とはいえ，信仰は単なる言葉の問題ではありません。信仰の証明となるのは，行動，つまりわたしたちの生き方です。（ヤコブ 2:26）日々イエスのあとに従うことにより，イエス･キリストへの信仰を証明するのです。そうするなら，現在も将来も豊かな祝福がもたらされます。その点をこの本の最後の章で取り上げます。
[脚注]
その日イエスは2度つばをかけられます。最初は宗教指導者たちから，次いでローマの兵士たちからです。（マタイ 26:59-68; 27:27-30）この侮辱的な扱いもじっと受け入れ，次の預言の言葉を成就します。「わたしは屈辱的なことやつばから顔を覆い隠さなかった」。―イザヤ 50:6。
[研究用の質問]
1-4 （イ）総督の官邸の外に集まっている怒った暴徒に向かってピラトがイエスを指し示すと，どんなことが起きますか。（ロ）イエスは屈辱と苦しみにどう反応しますか。どんな重要な質問が生じますか。
 5 イエスは自分を待ち受けている試練をどのようにして具体的に知りましたか。
 6 イエスが苦しんで死ぬ必要があったのはなぜですか。
 7 イエスは地に来る時，どれほどのものを手離しましたか。
8，9 イエスが自分の命をなげうった動機は何ですか。
10，11 イエスは追随者たちにどんな新しいおきてを与えましたか。それには何が含まれますか。そのおきてに従うことが重要なのはなぜですか。
12，13 （イ）互いへの愛を実証するためにどれほどのことまで行なう心構えでいなければなりませんか。（ロ）自己犠牲的であるとはどんなことを意味しますか。
14 （イ）長老はどんな犠牲を払うことが求められますか。（ロ）会衆で一生懸命に働く長老についてどう感じますか。
15 （イ）長老の妻が払う犠牲には，どんなものがありますか。（ロ）会衆のために働く夫をよく支えている妻についてどう感じますか。
16 クリスチャンの親は子どものためにどんな犠牲を払っていますか。
17 クリスチャンの夫はイエスの利他的な態度にどのように見倣えますか。
18 互いに愛し合うようにという新しいおきてを実践する動機となるのは何ですか。
19，20 エホバはどんな貴重な贈り物を与えてくださいましたか。それを受け取っていることをどのようにして示せますか。
[181ページの囲み記事]
どのようにイエスのあとに従えますか
● イエスは追随者たちが選ぶべきどんな利他的な歩みについて述べましたか。―マタイ 16:24-26。
● 自己犠牲の歩みに価値があると言えるのはなぜですか。―マルコ 10:23-30。
● イエスは自分がりっぱな羊飼いであることをどのように証明しましたか。クリスチャンの長老はイエスの手本から何を学べますか。―ヨハネ 10:11-15。
● どんな実際的な方法で，イエスに見倣って自己犠牲的な愛を示せますか。―ヨハネ第一 3:17，18。
[173ページ，全面図版]
​​



^ ***喜歌 16番 王を任命したヤハを賛美する***
16番
王を任命したヤハを賛美する
（啓示 21:2）
1. 神はキリストを王に選んだ
神の望むことを
成し遂げるために
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
2. 神はキリストに兄弟与え
共にこの地球を
楽園に変える
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
（格 29:4; イザ 66:7，8; ヨハ 10:4; 啓 5:9，10も参照。）



^ ***塔14 10/15 15–17ページ あなた方は「祭司の王国」となる***
は，新しい国民を形作るために別の法的な契約を備えられました。
新しい国民が存在するようになる
7 律法契約が廃棄されるずっと前，エホバは預言者エレミヤを通して，イスラエル国民と「新しい契約」を結ぶと予告されました。（エレミヤ 31:31-33を読む。）その契約は，動物の犠牲をささげなくても罪の許しが得られるという点で，律法契約とは異なります。どうしてそういうことが可能になるのでしょうか。
8 それから数世紀が経過し，イエスは西暦33年ニサン14日に主の晩さんを創始されました。イエスはぶどう酒の杯について，忠実な11人の使徒たちにこう言われました。「この杯は，わたしの血による新しい契約を表わしています。それはあなた方のために注ぎ出されることになっています」。（ルカ 22:20）マタイの記述には，ぶどう酒に関するイエスの次の言葉が記されています。「これはわたしの『契約の血』を表わしており，それは，罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになっているのです」。―マタ 26:27，28。
9 イエスの流された血は新しい契約を有効にします。また，その血が一度流されることによって，永久に罪の許しを得ることが可能になります。イエスは新しい契約の当事者ではありません。罪がなかったので許しを必要としないからです。しかし神は，イエスの流された血の価値をアダムの子孫に適用することができます。さらに，忠実な人たちの一部を聖霊で油そそぐことにより，「養子」にすることもできます。（ローマ 8:14-17を読む。）彼らは神の目に罪がないとみなされているので，ある意味で，罪のない神のみ子イエスのようになります。それら油そそがれた者たちは，「キリストと共同の相続人」となり，律法契約下のイスラエル国民が持てたはずの，「祭司の王国」になる機会と特権を持つことになります。使徒ペテロは「キリストと共同の相続人」について，こう述べました。「あなた方は，『選ばれた種族，王なる祭司，聖なる国民，特別な所有物となる民』であり，それは，闇からご自分の驚くべき光の中に呼び入れてくださった方の『卓越性を広く宣明するため』なのです」。（ペテ一 2:9）新しい契約は本当に重要なものです。イエスの弟子たちはその契約により，アブラハムの子孫の副次的な部分となることができるのです。
新しい契約が発効する
10 新しい契約はいつ発効しましたか。イエスが地上における最後の晩にその契約に言及した時ではありません。新しい契約が発効するには，イエスの血が注ぎ出され，その血の価値が天でエホバに差し出されなければなりませんでした。さらに，「キリストと共同の相続人」となる人たちに聖霊が注ぎ出される必要もありました。ですから，新しい契約が発効したのは，西暦33年のペンテコステの日に，イエスの忠節な弟子たちが聖霊で油そそがれた時です。
11 エホバがエレミヤを通して，イスラエルと新しい契約を結ぶことを予告した時，古い律法契約はある意味で「廃れたもの」とされましたが，新しい契約が発効するまでは，効力を失いませんでした。（ヘブ 8:13）新しい契約が発効することにより，ユダヤ人にも無割礼の異邦人にも，神の王国の相続人となるための同等の機会が開かれることになりました。それら相続人の「割礼は霊による心の割礼で，書かれた法典によるものでは（ない）」からです。（ロマ 2:29）神は彼らと新しい契約を結び，律法を「彼らの思いの中に置き，それを彼らの心の中に書き記」されます。（ヘブ 8:10）新しい契約に入るのは14万4,000人の油そそがれた者たちです。それらの人たちが，「神のイスラエル」つまり霊的イスラエルと呼ばれる新しい国民を構成します。―ガラ 6:16。啓 14:1，4。
12 律法契約と新しい契約はどのように違うのでしょうか。律法契約がエホバと生来のイスラエルの間の契約だったのに対して，新しい契約はエホバと霊的イスラエルの間の契約です。律法契約の仲介者はモーセで，新しい契約の仲介者はイエスです。律法契約は動物の血によって有効とされましたが，新しい契約はイエスの流された血によって有効とされました。イスラエル国民はモーセのもとで律法契約を通して組織されましたが，新しい契約に入っている人たちは，会衆の頭であるイエスのもとで組織されています。―エフェ 1:22。
13 新しい契約はどのように王国と関連していますか。この契約により，天の王国で王また祭司となる，聖なる国民が生み出されます。この国民は，アブラハムの子孫の副次的な部分となります。（ガラ 3:29）ですから，新しい契約はアブラハム契約を強化するものなのです。
14 新しい契約は霊的イスラエルという国民を生み出し，その成員が「キリストと共同の相続人」となる根拠となります。しかし，彼らが王国においてイエスに加わり，天で王また祭司となるには，拘束力を持つさらなる法的な取り決めが必要です。
キリストと共に支配するための契約
15 イエスは主の晩さんを制定した後，忠実な弟子たちと契約を結びました。それはしばしば，王国契約と呼ばれます。（ルカ 22:28-30を読む。）他の契約ではエホバが一方の当事者になっていますが，この契約はイエスと油そそがれた追随者たちの間の個人的な契約です。イエスは「ちょうどわたしの父がわたしと契約を結ばれたように」と述べましたが，父エホバがイエスと結ばれた契約とは，イエスが「メルキゼデクのさまにしたがって永久に祭司」になるという契約だと思われます。―ヘブ 5:5，6。
16 11人の忠実な使徒たちは，「[イエス]の試練の間……堅く付き従ってきた」者たちです。王国契約は，彼らが天においてイエスと共になり，王座に着いて支配し，祭司として仕えることを保証しています。しかし，その特権にあずかるのは，それら11人の使徒だけではありません。栄光を受けたイエスは幻の中で使徒ヨハネに現われ，こう述べておられます。「征服する者には，わたしと共にわたしの座に座することを許そう。わたしが征服して，わたしの父と共にその座に座したのと同様である」。（啓 3:21）ですから，王国契約は，イエスと14万4,000人の油そそがれたクリスチャンとの間の契約です。（啓 5:9，10; 7:4）この契約は，彼らが天でイエスと共に支配するための法的な根拠となります。ちょうど，高貴な家柄の花嫁が王と結婚し，夫と共に支配できる立場に就くようなものです。実際，聖書は油そそがれたクリスチャンのことを，キリストの「花嫁」，あるいはキリストと婚約した「貞潔な処女」と呼んでいます。―啓 19:7，8; 21:9。コリ二 11:2。
神の王国に対する揺るぎない信仰を抱きなさい
17 この2つの記事で取り上げた幾つかの契約は，王国に関する重要な1つあるいは複数の側面と関連しています。（前の記事の「神はどのように目的を成し遂げるか」という資料を参照。）この事実は，王国の取り決めが法的な契約に固く根ざしていることを示すものです。ですから，神がメシアの王国を用いて，地と人類に対する当初の目的を実現させるのは，本当に確かなことなのです。―啓 11:15。
18 王国が成し遂げる事柄によって人類に永続的な祝福がもたらされることに，疑問の余地があるでしょうか。わたしたちは，神の王国が人間の諸問題の唯一の恒久的な解決策であることを，強い確信を抱いて宣明します。その素晴らしい真理を，これからも熱意をもってふれ告げることができますように。―マタ 24:14。



^ ***清 130–135ページ 「私は彼らを1つの国民と」する***
「それらは私の手の中で1つになる」
3 エホバはエゼキエルに，2本の棒を手に取り，1本には「ユダ……のために」と書き，もう1本には「エフライムの棒。ヨセフ……のために」と書くよう指示しました。（エゼキエル 37:15，16を読む。）この2本の棒は何を表していたのでしょうか。「ユダ……のため」の棒は，ユダとベニヤミンから成る2部族王国を表していました。ユダの家系の王たちがその2部族を治めていました。また，祭司職も2部族と結び付いていました。祭司たちはエルサレムの神殿で仕えていたからです。（代二 11:13，14; 34:30）ですから，ユダ王国には，ダビデの王統の王たちとレビ族の祭司たちがいました。一方，「エフライムの棒」は，イスラエルの10部族王国を表していました。その棒はなぜエフライムと関連付けられたのでしょうか。10部族王国の最初の王はヤラベアムで，エフライム族の人でした。そして，エフライムはイスラエルの主要な部族になりました。（申 33:17。王一 11:26）ユダ王国とは違い，イスラエルの10部族王国にはダビデの王統の王もレビ族の祭司もいませんでした。
4 エゼキエルはさらに，指示通り2本の棒を一緒に持って「1本の棒になるように」しました。人々は不安そうにエゼキエルを見ながら，「これらのことが何を意味するか教えてほしい」と言います。エゼキエルの答えによれば，これはエホバがこれから行うことを表していました。エホバは2本の棒についてこう言います。「私は[それらを]1本の棒とする。それらは私の手の中で1つになる」。（エゼ 37:17-19）
5 次いでエホバは，2本の棒を1つにすることの意味を説明します。（エゼキエル 37:21，22を読む。）ユダの2部族王国とイスラエルの10部族王国（エフライム）から捕囚にされた人たちは，イスラエルの土地に連れていかれ，「1つの国民」になるのです。（エレ 30:1-3; 31:2-9; 33:7）
6 エゼキエル 37章には，回復に関する素晴らしい預言が2つ記されています。エホバ神は命を回復させるだけでなく（1-14節），一致も回復させます（15-28節）。関連するこの2つの預言は励みになるメッセージを伝えています。死も分裂もなくなり，元の状態に戻るのです。
エホバはどのように人々を「集め」たか
7 人間の観点からは，捕囚にされている人たちを解放して1つにするのは不可能に思えました。 しかし，「神には全てのことが可能です」。（マタ 19:26）エホバは預言を実現させました。バビロン捕囚は紀元前537年に終わり，その後，2つの王国の人たちがエルサレムに戻って正しい崇拝の回復を手伝いました。神の聖なる力の導きにより記された記録にこうあります。「エルサレムには，ユダとベニヤミンとエフライムとマナセの子孫の一部が住んだ」。（代一 9:2，3。エズ 6:17）エホバが予告した通り，イスラエルの10部族王国の人たちとユダの2部族王国の人たちは1つになりました。
8 その200年ほど前に預言者イザヤは，捕らわれたイスラエルとユダがその後どうなるかを預言していました。イザヤによると，エホバは「イスラエルの追いやられた人たち」と「ユダの散らされた人たちを地上の四方から」，「アッシリアから」も集めることになっていました。（イザ 11:12，13，16）そして，エホバは予告通り「イスラエル人を……国々から」連れ出しました。（エゼ 37:21）2つの重要な点に注目してください。この時点で，エホバは捕囚にされていた人たちを「ユダ」や「エフライム」とではなく，1つのグループとして「イスラエル人」と呼んでいます。さらに，イスラエル人はバビロンという1つの国からではなく，幾つもの国々から，実に「あらゆる方向から」来ると言われています。
9 捕囚にされていた人たちがイスラエルに帰還した後，エホバは彼らが1つになるようどのように助けたでしょうか。ゼルバベル，大祭司ヨシュア，エズラ，ネヘミヤといった人たちをイスラエル国民の牧者としました。また，ハガイ，ゼカリヤ，マラキを預言者として任命しました。これらの忠実な人たちは，神の指示に従うよう国民を励ますために奮闘しました。（ネヘ 8:2，3）エホバはさらに，ご自分の民の敵たちの陰謀をくじくことにより，イスラエル国民を守りました。（エス 9:24，25。ゼカ 4:6）
10 ところが，エホバが愛情深く世話をしたにもかかわらず，ほとんどのイスラエル人は清い崇拝を行い続けませんでした。彼らの行動は，聖書の中でイスラエルへの帰還後に書かれた書に記録されています。（エズ 9:1-3。ネヘ 13:1，2，15）実際，イスラエル人たちは帰還後100年もたたないうちに清い崇拝から遠く離れてしまったため，エホバは彼らに「私のもとに戻ってきなさい」と言わなければなりませんでした。（マラ 3:7）イエスが地上に来た頃には，ユダヤ教は不忠実な牧者たちが指導する幾つかの派に分裂していました。（マタ 16:6。マル 7:5-8）サタンは神の民の一致を妨げることに成功していたのです。それでも，民が1つになるというエホバの預言は必ず実現します。どのようにでしょうか。
「私に仕えるダビデが彼らの王とな」る
11 エゼキエル 37:24を読む。エホバが明らかにしたところによると，民が一致するという預言が完全に実現するのは，エホバに「仕えるダビデ」つまりイエスが王として治め始めてからのことです。その統治は1914年に始まりました。（サム二 7:16。ルカ 1:32）その時までに，生来のイスラエル国民の代わりに，天に行くよう選ばれた「神のイスラエル」が神の民となっていました。（ガラ 3:29; 6:16。エレ 31:33）サタンは再び神の民の一致を損なおうとし，天から追放された後はますます躍起になりました。（啓 12:7-10）例えば，1916年のラッセル兄弟の死後，背教者たちを使って，天に行く希望を持つ人たちを分裂させようとしました。しかし，程なくして背教者たちは組織を去ります。サタンはさらに，中心的な役割を担っていた兄弟たちが投獄されるようにしましたが，それでもエホバの民が終わりを迎えることはありませんでした。天に行く兄弟たちはエホバに忠実であり続け，一致を保ちました。
12 ですから，生来のイスラエル国民とは違い，「神のイスラエル」は，分裂させようとするサタンの策略に負けませんでした。サタンの企てがうまくいっていないのはなぜでしょうか。それは，天に行くよう選ばれた人たちがエホバの基準を固守するよう最善を尽くしてきたからです。その結果，彼らは王イエス･キリストに守られてきました。イエスは今もサタンを征服するために行動しています。（啓 6:2）
エホバはご自分を崇拝する人たちが「1つになる」ようにする
13 2本の棒が1つになるという預言は，現代にはどういう意味を持つのでしょうか。預言の要点は，2つのグループが1つになるということでした。何よりも，その一致をもたらすのはエホバであるということが強調されています。では，この預言は，清い崇拝に関するどんな重要な点を際立たせているでしょうか。一言で言うと，エホバはご自分を崇拝する人たちが「1つになる」ようにする，ということです。（エゼ 37:19）
14 神の民がクリスチャンとして清められ，比喩的なパラダイスに入った1919年以来，2本の棒が1つになるという預言はもっと大規模に実現してきました。1919年当時は，集められて一致した人たちの大半が，天で王および祭司になるという希望を持っていました。（啓 20:6）天に行くよう選ばれたその人たちは，象徴的な意味で「ユダ……のため」の棒のようでした。ユダ王国にはダビデの王統の王たちとレビ族の祭司たちがいたからです。しかし，時が経過するにつれ，天に行く希望を持つ人たちに，地上で生きる希望を持つ人たちがどんどん加わっていきました。その人たちは「エフライムの棒」のようです。エフライムにはダビデの王統の王もレビ族の祭司もいなかったからです。別々の希望を持つこの2つのグループの人たちは，ひとりの王イエス･キリストの下で，エホバの民として一致して仕えています。（エゼ 37:24）
「彼らは私の民となる」
15 エゼキエルの預言から，天に行く希望を持つ人たちに多くの人が加わって清い崇拝を行うようになることが分かります。エホバはご自分の民について，「私は彼らを……増やし」，「私の天幕が彼らの上に」あるようになる，と言いました。（エゼ 37:26，27，脚注）この言葉は，エゼキエルの時代の約700年後に使徒ヨハネに与えられた預言を思い起こさせます。「王座に座っておられる方は，[大群衆]をご自分の天幕で覆」う，という預言です。（啓 7:9，15）現在，天に行くよう選ばれた人たちと大群衆は，1つの国民つまり神の民として，いわば神の天幕の下に住み，守られています。
16 天に行く希望を持つ人たちと地上で生きる希望を持つ人たちが1つになるということを，バビロン捕囚から帰還したゼカリヤも預言していました。ゼカリヤによると，「国々から来た10人の人が，1人のユダヤ人の長い服を……しっかりつかんで，『あなたたちと一緒に行かせてほしい。神があなたたちと共にいる，と聞いたからだ』と言」います。（ゼカ 8:23）「1人のユダヤ人」というのは一個人ではなく，「あなたたち」と呼ばれている一団のことで，現代では「真のユダヤ人」すなわち天に行くクリスチャンのうち地上に残っている人たちを指しています。（ロマ 2:28，29）「10人の人」は，地上で生きる希望を持つ人たちを指しており，天に行くクリスチャンを「しっかりつかんで」，「一緒に行」きます。（イザ 2:2，3。マタ 25:40）「しっかりつか[む]」とか「一緒に行[く]」という表現は，2つのグループが完全に1つになっていることを強調しています。
17 イエスは，羊飼いである自分の指導の下で自分の羊（天に行く希望を持つ人たち）と「ほかの羊」（地上で生きる希望を持つ人たち）が「1つの群れ」になる，と言いました。一致に関するエゼキエルの預言を念頭に置いていたのかもしれません。（ヨハ 10:16。エゼ 34:23; 37:24，25）イエスや古代の預言者たちの言葉が見事に描写しているように，私たちは将来天に行くか地上で生きるかにかかわりなく，クリスチャンとして素晴らしい一致を経験しています。間違った宗教は無数のグループに分裂していますが，私たちの間には奇跡的な一致が見られます。









^ ***喜歌 8番 エホバは避難所***
8番
エホバは避難所
（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）



^ ***喜歌 28番 エホバの友となる***
28番
エホバの友となる
（詩編 15編）
1. 神の友はどんな人
神が愛するのはどんな人
聖書学び 信仰持ち
変わらずに正しく生きる人
2. 神の友はどんな人
神が喜ぶのはどんな人
神をたたえ よく従い
正直で心の清い人
3. 祈りにより悩み委ね
すぐそばに感じる神の愛
今日も明日もどんな時も
エホバこそ私の真の友
（詩 139:1; ペテ一 5:6，7も参照。）









^ ***hdu 記事8 一番大切な本を作る***
寄付はどのように使われているか
一番大切な本を作る
2021年1月1日
「19年間ずっと待っていました」。何を待っていたのでしょうか。ベンガル語の「クリスチャン･ギリシャ語聖書 新世界訳」です。母語の「新世界訳聖書」が発表されると，大勢の人が同じような感想を言います。では，「新世界訳」の翻訳と生産はどのように行われているのでしょうか。
まず，統治体の執筆委員会の指示の下，翻訳チームが編成されます。聖書の翻訳にはどれくらいの期間がかかりますか。ニューヨーク州ウォーウィックの翻訳サービス部門で奉仕するニコラス･アラディス兄弟はこう話しています。「いろんな要素が関係しています。プロジェクトで奉仕できる翻訳者がどれくらいいるか，言語がどれほど複雑か，一般の読者が聖書時代の文化をどれほどよく知っているか，言語の地域差がどれほどあるかなどです。平均すると，ギリシャ語聖書を翻訳するのに1年から3年，聖書全体では4年かそれ以上かかります。手話の場合はもっと長い時間がかかります」。
聖書翻訳のプロジェクトに関わるのは翻訳チームだけではありません。住んでいる国など背景がさまざまな人たちがこのプロジェクトに無報酬で参加します。その人たちは訳文を読んで感想を述べます。翻訳者たちは寄せられた意見を参考に，正確で分かりやすく心に響く訳の聖書に仕上げます。聖書翻訳のトレーニングに携わる南アフリカの兄弟はこう言います。「翻訳者たちはエホバと読者に対して重い責任を感じています」。
翻訳が終わると，聖書は印刷され，製本されます。印刷と製本には少なくとも10種類の材料が必要です。紙，インク，カバー素材，接着剤，芯紙，銀箔（ぎんぱく），しおり，花布（はなぎれ），表紙の背紙，キャッピング素材（繊維質の補強材）です。2019年，聖書の生産に必要なこれらの材料だけで2000万ドル（約21億2000万円）以上かかりました。印刷施設の奉仕者たちは聖書の生産と発送のために，その年合計30万時間以上働きました。
聖書の生産にこれほど多くの時間とお金をかけるのはどうしてでしょうか。国際印刷部門のジョエル･ブルー兄弟はこう言います。「聖書は私たちが生産する出版物の中で一番大切なものです。それで，良い体裁の本にして，私たちが崇拝する神をたたえ，伝えているメッセージの品位を高めたいと思っています」。
「新世界訳聖書」は普通版以外にも，読者の必要に合わせた特別なものが生産されています。例えば，点字版の「新世界訳聖書」は10の言語で入手できます。点字版の聖書1巻を打ち出すのに8時間かかることもあります。本に厚みがあるので，全巻を書棚に並べると2.3メートルにもなります。また，ペーパーカバーの本しか持ち込めない刑務所にいる受刑者のための聖書も生産しています。
「新世界訳聖書」は読者に大きな影響を与えます。コンゴ民主共和国のトンブという場所にはルバ語の会衆があります。トンブはコンゴの首都から1700キロほどの道のりです。以前，その会衆が使える聖書は1冊しかなく，古いルバ語で書かれていました。集会のプログラムを扱う兄弟たちは準備のために，その1冊の聖書を順番に回して使っていました。でも2018年8月，全巻そろった現代ルバ語の「新世界訳聖書」を会衆みんなが入手できるようになりました。
ドイツ語を話す姉妹は，改訂されたドイツ語の「新世界訳聖書」についてこう言っています。「以前は『聖書を読まないといけない』と思っていましたが，今では『もっと読む時間をいつ取れるだろう』と考えるようになりました」。ある受刑者はこう書きました。「『新世界訳聖書』を受け取って考え方が変わりました。『新世界訳』を読んで初めて，聖書を十分に理解できるようになりました。エホバの証人についてもっと知りたいです。それと，どうすればエホバの証人になれるか教えてほしいです」。
聖書の生産は寄付によって支えられています。このことに「新世界訳聖書」の読者は感謝しています。世界的な活動への寄付はdonate.jw.orgで紹介されている方法で行われています。皆さんの惜しみない寄付に感謝しています。
[拡大文]
「聖書は私たちが生産する出版物の中で一番大切なものです」。
​​​​​​​



^ ***ijwcl 記事14 「お金を愛し，犯罪に手を染めると，大きな苦痛を味わうだけでした」***
聖書は人の生き方を変える
「お金を愛し，犯罪に手を染めると，大きな苦痛を味わうだけでした」
アルタン･ブラヒヤ
生まれた年: 1974年
生まれた国: アルバニア
かつては: 盗みを働き，麻薬を売買し，刑務所に入れられていた
過去の歩み
私は，アルバニアの首都ティラナの貧しい家庭に生まれました。父は真面目な人で，家族を養うために一生懸命働きました。でも，生活は楽ではありませんでした。子供の頃から貧しさを身に染みて感じていました。靴も買ってもらえず，食べる物も十分にありませんでした。
子供の頃からお金や物を盗むようになりました。家族のためだと思っていました。やがて，警察に捕まってしまいました。1988年，14歳の時，父に更生施設に入れられました。そこで2年過ごし，溶接の仕事を覚えました。施設を出た後，真面目に生活したいと思いましたが，仕事が見つかりませんでした。当時のアルバニアは政情が不安定で，失業者があふれていました。失望した私は，以前の仲間と付き合うようになり，また盗みをするようになりました。やがて，仲間と私は逮捕され，刑務所に3年間入れられることになりました。
刑務所を出た後も悪いことをやめませんでした。アルバニアの経済は破綻しており，国は混乱状態にありました。そのような時期，私は違法な手段で多額のお金をもうけていました。ある時，強盗を働き，2人の仲間が逮捕されました。私は長期刑から逃れるために，国外へ出ました。その時には妻ユリンダと，生まれて数カ月の息子がいました。
私たちはイギリスに住むことになりました。心機一転して，家族と新しい生活を始めようとしましたが，以前の生き方を変えるのは簡単ではありませんでした。再び犯罪に手を染めるようになりました。今度は麻薬の売買です。多額の取引を行いました。
麻薬の売買について，ユリンダはどう思っていたのでしょうか。こう言っています。「アルバニアで生まれ育った私は，貧しさから抜け出したいと思っていました。そのためには何でもするつもりでした。お金があればいい生活ができると思っていたので，夫がお金のためにうそをついたり，盗んだり，麻薬の売買をしたりしても，全く構わないと思っていました」。
しかし，2002年，裕福な生活をするための計画は突然終わりを迎えました。大量の麻薬を運んでいるところを逮捕され，再び刑務所に入れられたのです。
聖書によってどのように生き方が変わったか
聖書は徐々に私の生活に影響を与えるようになりました。2000年に，ユリンダはエホバの証人に会い，聖書の勉強を始めていました。私は興味がありませんでした。聖書の話なんて退屈だと思ったのです。でもユリンダは聖書の勉強をとても気に入っているようでした。こう言っています。「宗教を大切にする家庭で育ったので，聖書に愛着があり，敬意を抱いていました。聖書の教えをずっと知りたいと思っていたので，エホバの証人と勉強するのが楽しくて仕方ありませんでした。どの教えにも納得できました。学んだことを当てはめて，徐々に生き方を変えることができました。ただ，お金があれば幸せになれる，という考え方は変わりませんでした。でも，夫が逮捕された時に目が覚めました。聖書がお金について言っていることは本当だと思いました。お金持ちになろうと必死に頑張ってきましたが，全然幸せにはなれません。神の基準全部に従わなきゃ駄目なんだ，と気付きました」。
2004年に刑務所から出た後，私はすぐに麻薬の売買の仕事に戻ろうとしました。でもユリンダの考え方は変化していました。ユリンダの言ったことにはっとさせられました。こう言ったのです。「もうお金は要らない。私には夫が必要なの。父親には子供と一緒にいてほしいの」。ショックでした。ユリンダの言う通りでした。私は何年も家族と離れて過ごしていました。不正な手段でお金を稼ごうとして，たくさんの心痛を味わってきました。私は生き方を変えようと決心し，以前の仲間との付き合いをやめました。
ある時，妻や2人の息子と一緒にエホバの証人の集会に行きました。それが大きな転機になりました。みんな誠実でフレンドリーだったので，深い感銘を受けました。やがて聖書レッスンを始めました。
聖書から次のことを学びました。「お金を愛することは，あらゆる悪い事柄の根なのです。ある人たちはこの愛にとらわれて……多くの苦痛を身に招きました」。（テモテ第一 6:9，10）この言葉の通りだと思いました。お金を愛する生き方をしていたせいで大変な目に遭い，家族や自分を傷つけてきました。そのことを深く後悔しました。（ガラテア 6:7）エホバとイエス･キリストがどれほど深く愛してくださっているかが分かり，人格を変えようと決意しました。自分のことより他の人のことを考えるようになりました。家族ともっと時間を過ごすようにもしました。
今の私
次の聖書の言葉に従うことが役立ちました。「お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう」。（ヘブライ 13:5）今は後ろめたい気持ちがなくなり，心も穏やかです。こんな喜びは今まで味わったことがありません。妻といっそう心が通じ合うようになり，家族の絆も強まりました。
以前はお金がたくさんあれば幸せになれると思っていました。でもお金を愛し，犯罪に手を染めると，大きな苦痛を味わうだけでした。今は裕福ではありませんが，お金よりはるかに大切なものを見つけました。エホバ神との友情です。家族みんなでエホバを崇拝しているので，本当に幸せです。
[拡大文]
以前はお金がたくさんあれば幸せになれると思っていました
​​​「夫がお金のためにうそをついたり，盗んだり，麻薬の売買をしたりしても，全く構わないと思っていました」。ユリンダ
​エホバの証人の大会で，家族と共に。
​​​​​​
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